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一、







　陽ひが沈しずもうとしている。

　純白のシーツや壁かべ、包帯が赤く染まってゆくのを、天あま音ねはただ見つめていた。

　天音は愛らしい子供だった。同じ年ねん齢れいの子供たちより小こ柄がらで、手も足も細い。子供にしては整った顔立ちは、おとなたちの間で秘ひそかに天使のようだと評されている。でも今は見る影かげもない。

　天音が座っているのは病院のベッドだった。

　今朝まで生き生きと輝かがやいていた大きな黒い瞳ひとみに光はなく、伸のびやかに成長しつつあった四し肢しはほとんどが包帯に覆おおわれている。

「天音くん、一体なにがあったんだい？」

　病室にはママとお医者様もいて、忍にん耐たい強づよく天音から話を聞こうとしていた。

　天音の折れそうに細い首が少し傾かたむく。

　なにが、あったか？

　ほんの少し思い出そうとしただけで恐きよう怖ふが怒ど濤とうのように押し寄せてきて、目の奥が熱くなった。天音は小さな拳こぶしで、泣きすぎて赤くなった目元を擦こする。

　──言ってもきっと、信じない。

　朝目覚めた時、天音はとても幸せな心持ちだった。

　今日は土曜日で小学校はお休み。空は真っ青で、朝ご飯は大好きなフレンチトースト。大きな公園に遊びに行きましょうとママが言ってくれて、天音は朝食を平らげるとボールを入れた鞄かばんを肩かたから斜ななめに掛かけた。

　大きな公園、大好き。明るくて、いつも犬を散歩させてる人がたくさんいる。

　でも、公園に着いてみると、犬は一いつ匹ぴきもいなかった。その代わり、同じようにママに連れられてきた友達がいたので、天音はみんなとボール遊びをした。

　てんてんとボールが逃にげる。

　友達の輪から抜ぬけて、走って、走って、追いかけて。ボールが飛び込んでいったベンチの下を覗のぞき込んだら、強い陽ひ射ざしが作る濃こい影の中に『変なの』がいた。

　異様に大きな目がぎょろりと天音を睨ねめつける。形は人のようだけど、猫ねこくらいの大きさしかない。裸はだかで、腹がぽこりと膨ふくらんでいる。『変なの』は骨に皮を張ったような手足を、最近ママがはまっているヨガのポーズみたいに折り曲げベンチの下に収まっていた。

「ママ……」

『変なの』がいる。そうママに訴うつたえようとして、天音は危あやういところで口を噤つぐんだ。

　天音が『変なの』を見るのはこれが初めてではない。物心ついた頃ころから天音には『変なの』が見えた。

『変なの』はそこら中にいた。排はい水すい溝こうの格こう子しの下や公園の遊具の中の暗がり、それから月のない夜の中。よくガラスにぺたりと掌てのひらを押し当てて、窓の外からじいっと天音を見つめてる。

　でも、ママは『変なの』なんていないって言う。くしゃくしゃに丸められた新聞紙や壊こわれた人形が目の錯さつ覚かくでそんな風に見えるだけだって。

　ベンチの下の『変なの』は人形にしては薄うす気き味み悪わるかったけど、ママが噓うそつくわけがない。

　──それに『変なの』がいるって言うと、ママがいやな顔をする。天音はママを怒おこらせたくなかった。

　いつものように気にしないことにして、地面に膝ひざを突つく。片手で座面を摑つかんでベンチの奥へと手を伸ばしてみたけれど、『変なの』は身じろぎもしない。

　平気だってわかってるのに、『変なの』に近づくと天音はいつも緊きん張ちようしてしまう。だいじょうぶ、めのさっかくだものと己おのれに言い聞かせつつ、更さらに身を乗り出して。

　あと少しでボールに指先が触ふれそうだっていう時だった。『変なの』が咆ほう哮こうを上げた。

　────え？

　反射的に身を引こうとしたけれどもう遅おそい。鋭するどい痛みに天音は悲鳴を上げる。

　もがいていたら誰だれかがベンチの下から引っ張り出してくれたけれど、陽光の下へ引きずり出された天音の腕うでには『変なの』がしっかりと食くらいついていた。

　ねえ、ママ。『変なの』なんて、目の錯覚じゃなかったの？

　肉を食いちぎられる痛みに天音は泣き叫さけび、地面を転げ回る。

　びっくりしたママや公園にいたおとなたちが飛んできてくれたけれど、誰も『変なの』を引き剝はがしてくれない。そうして天音はようやく気づいた。皆みなには『変なの』が見えないんだって。

『変なの』が見えるのは、天音だけ。

　どうしよう。どうしたらいい？

　天音は思い切って『変なの』を地面に叩たたきつけた。なにかが折れたようないやな音が上がり、『変なの』がようやく離はなれる。これで諦あきらめてくれればと思ったけれど、『変なの』はすぐに跳はね起き、天音に向かって歯を剝むいた。

　誰か助けて。

『変なの』が殺意に目をぎらぎらさせて天音の喉のど笛ぶえを食い破ろうと隙すきを窺うかがっているのに、おとなたちは騒さわぐだけでなにもしてくれない。

　だから。

　忌いまわしい感かん触しよくがまざまざと蘇よみがえり、天音は両手を握にぎり締しめた。ママやお医者さんにどんなにもう大だい丈じよう夫ぶだとなだめられても、いまだ手の震ふるえが止まらない。極度の緊張に強こわ張ばった軀からだがぎしぎし軋きしむ。

　──誰も僕を助けてくれなかったから、だから、僕は両手で『変なの』を受け止めざるをえなかった。

　気がつくと手の中に『変なの』の細い首があった。『変なの』の細い首はプラスチックの人形のようにひんやりとしていたけれど、無機物の玩具おもちやではありえない弾だん力りよくがあって──。

　どうしよう。吐はいちゃいそう。

　天音はただでさえ小さな軀を丸めてえずく。石せつ鹼けんをつけて洗ったしママが大丈夫って握り締めてくれたのに、穢けがらわしい記き憶おくがどうしても掌から消えない。

　ノックの音が聞こえた。

「失礼します」

　スライド式の扉とびらが開く。力なく見み遣やった先にパパの姿を見つけ、天音の気分は少しだけ浮ふ上じようした。

「パパ……！」

「包帯だらけじゃないか。なにがあったんだい、天音」

　大おお股またにベッドに近づいてくるパパはスーツ姿で、黒い重そうな鞄を手に提さげていた。遠くでお仕事しているパパには滅めつ多たに会えない。とても嬉うれしかったのに、ママは金切り声を上げた。

「どうしてあなたがここにいるのよ！」

「息子むすこが怪け我がをしたんだ。心配して駆かけつけるのは当たり前だろう？」

　パパが鞄をキャビネットに置く。

「誰が知らせたのよ。──わかった、公園にいたママの誰かね。まったく、油断も隙もありゃしないんだから」

「誤解だ、変なことを考えるな、百合ゆり」

「誤解なわけないでしょう！　顔のいい男って皆こうなのかしら？　相手かまわず誘ゆう惑わくして」

「いい加減にしないか、子供の前だぞ」

「なら、出てってよ！」

　見かねた医師が割って入る。

「奥さん、ちょっと廊ろう下かに出ましょうか」

　パパの手が優やさしく頭を撫なでた。

「ごめんな天音。すぐ戻もどってくるからな」

　一連の騒ぎには目もくれず、天音はじっとパパの鞄を見つめていた。

　サイドポケットの中でなにかが動いてる。

　おとなたちがぞろぞろと病室から出て行くと、それは待っていたかのようにポケットから半身を覗かせた。

　白い蛇へびだ。でも、赤く光る目には知性があった。

　普ふ通つうの生きている蛇じゃない。

『変なの』だ。

『変なの』が、部屋の中にいる。

　天音は悲鳴を上げた。




　　　　＋




　その夜は病院に泊とまることになった。

　看護師さんが個室の灯あかりを消して出て行くと、天音はシーツを頭の上まで引き上げた。

　公園で嚙かまれた傷がまだずきずき痛む。そう深くないのになかなか出血が止まらず、お医者様は首を傾かしげていた。さっき巻き直してもらったばかりの包帯にはもう赤が透すけている。

　看護師さんたちは天音にやけに優しかった。大きなガラスのコップを両手で支えて痛みを消すための白い錠じよう剤ざいを飲み下すと、上手ねと頭を撫でてくれる。その声が他ほかの子たちに対するものよりことさらに甘く聞こえたのは気のせいじゃない。

　パパとママの仲があんなに悪くなっていただなんて知らなかった。

　廊下で喧けん嘩かする二人を、看護師さんたちは見ていたに違ちがいない。家に帰った二人は今いま頃ごろどんな話をしているんだろう。想像すると、胃までしくしく痛みだす。

「トイレ……」

　どうにも眠ねむれなくて、天音はベッドを抜ぬけ出した。

　パパの鞄かばんから出てきた『変なの』は、悲鳴を聞いて駆けつけた大人たちの足あし下もとを擦すり抜け、どこかへ消えてしまっていた。暗がりから襲おそってこないとも限らないと、天音はきょろきょろ見回しながら薄うす暗ぐらい廊下の中央を歩く。

　無事に用を済ませ部屋に帰り着いた時にはほっとした。でもやっぱり眠れそうになくて、ぺたぺたとスリッパを鳴らして窓辺へ歩み寄る。

　夜景が見えるはず、それが駄だ目めでも星が見えるに違いないと思って、カーテンを引く。

　でも、なにも見えなかった。視界は黒っぽいものに覆おおわれている。

　変だなと思って何気なく上を見たら、巨きよ大だいな目玉がぎょろりと動いた。

「────！」

　声にならない悲鳴を上げて飛び退のこうとし、天音は尻しり餅もちをつく。

『変なの』がいた。

　窓を覆うほど大きな『変なの』がガラスにぺったりと張りついて、天音を見ている。

　その顎あごは唾だ液えきで濡ぬれていた。おいしそうなご馳ち走そうが目の前にあるかのように。

　動転のあまり立ち上がれなくなってしまい、天音は窓の方を向いたまま必死に床ゆかを蹴けった。尻を引きずって少しでも『変なの』から遠ざかろうとする。

　でも、小さな背はすぐなにかにぶつかり止まってしまった。

「おや、なんてうまそうな人の子だ」

　悲鳴を上げて振ふり返った天音の視界を明るい色が埋うめる。

　すぐ背後に美々しい和装に身を固めた男がいた。町で稀まれに見る地味な男性用着物とは全然違い、神かん主ぬしさんのように丈たけの長い上着の下に光こう沢たくのある華はなやかな色彩の袴はかまを重ねたその男はとても背が高くて、尻餅をついてしまっている天音の位置からは顎しか見えない。

「まだこのような妖あやかしが生きながらえていたとは。厄やつ介かいなものに目をつけられたのう、おぬし」

「……っ、だ、誰だれ……？」

　天音は思わず男の袴を握り締めた。

　この人にも、『変なの』が見えてるの……？

　でも、待って。この人は僕の事、うまそうな人の子って言った。

「あ……あなたも、『変なの』、なの？　僕に嚙みつく……？」

　つっかえつっかえ尋たずねれば、男はくつくつと喉のどで笑った。

「私をあのような下げ郎ろうと一いつ緒しよにするでない。しかし『変なの』とはまた可愛かわいらしい呼び方だな」

　男が動くと、長い髪かみがさらさらと天音の頰ほおを擽くすぐった。

　窓の外の『変なの』は中に入ろうとして窓ガラスに阻はばまれ、ぐるぐると唸うなっている。でも、きっとほどなく突とつ破ぱすることだろう。その証しよう拠こに額を押しつけられた窓まど枠わくが内側へと撓たわんでいる。

　みしりという音が聞こえた。

　逃にげなきゃ。

「おにいさん、お願い、退いて……」

　男を避さけて後あと退じさろうとする天音の顎を背後から伸のびてきた手が包み込むようにして捕とらえた。仰のけ反らされた白い首筋に男の鼻が寄せられる。

「なぜだ？」

　みしみしという胸が悪くなるような音が大きくなる。天音はもう、窓から目を離はなせない。

「なぜ……？　おにいさんにも、あれが見えてるんでしょう……？」

　すでにガラスには無数のひびが入っていた。格こう子し状に入っている黒い線のおかげでかろうじて形が保たれているが、耐たえきれない欠片かけらが落ちる音がする。

「下品な『変なの』だな。私はああいう輩やからは好かぬ」

　そういう問題じゃない。

「あれが入ってきたら、僕、死んじゃう……っ」

『変なの』は動物園で見た象より大きかった。猫ねこほどの大きさの『変なの』にも酷ひどい目に遭あわされたのに、あんな大きな『変なの』にかかったら天音など頭から一口で嚙み砕くだかれてしまうに違いない。

「ふふ。あれから助けて欲しいか？」

　するりと頰を撫でられ、こくこく頷うなずく。

「望みを叶かなえてやってもよいが、よもやただで私を使し役えきできるとは思っておるまい？」

　天音は必死に考えを巡めぐらせた。

「ええと、お礼、すればいいの……？」

　今月のお小こ遣づかいはもうあまり残っていない。

「……ママは肩かた叩たたき券とかあげると喜んでくれるけど、それじゃ、駄目だよね……？」

　男は楽しそうに笑い出した。

「肩叩き券か！　なるほど愛ういが、それでは足りぬな」

　大きな音が炸さく裂れつし、天音は思わず身を竦すくめた。

『変なの』が両の拳こぶしを振り上げ、窓ガラスを粉ふん砕さいしたのだ。

　ガラスの破は片へんが部屋の中に降り注ぐ。もう一刻の猶ゆう予よもない。

　天音は後先考えず叫さけんだ。

「なんでも欲しいものあげるから！　だから、お願い、助けて！」

　男が待ってましたとばかりに頷いた。

「おぬしの願い、聞き届けてやろう。今の約定、ゆめゆめ忘れるでないぞ」

　たった一度殴なぐりつけられただけで、部屋の窓ガラスは全部粉みじんになり、『変なの』は残った窓枠を摑つかんで病室へと入ってこようとしていた。

「や……や……！」

　天音は無我夢中で己おのれを抱だき込んでいる男にしがみつく。

　男が片かた膝ひざを突つき床近くに手を差し伸べた。

　滑すべるように近づいてくる白いものを、天音の目が捉とらえる。

　昼間見た、小さな蛇へびだ。

　男の手の中に身を滑り込ませた刹せつ那な、蛇は長い日本刀へと変じた。天音を片かた腕うでに抱かかえこんだまま男が刀を一いつ閃せんさせる。すると、窓から身を乗り出していた『変なの』の首が消えた。

「え……？」

　見る間に軀からだの方も崩くずれ、溶とけ流れてゆく。まるですべて幻まぼろしだったかのように。

　男が血ち糊のりを払はらおうとするかのように軽く振るうと、次の瞬しゆん間かんには刀が消えていた。

　天音は瞬またたく星が見えるようになった外を凝ぎよう視しする。

　あれはいなくなったの？　僕は助かった……？

　じわじわと実感が湧わいてきて、天音は男の胸に縋すがりついたまま静かに泣きだした。緊きん張ちようの糸が切れてしまい、心にも軀にも力が入らない。

　ただ、ただ、怖こわかった。

　なんで？

　なんで『変なの』は天音を襲ってくるの？　なんで『変なの』が見えるのは天音だけで、他ほかの人には見えないの？

　わからない。だからこそ、よけい怖い。

　泣き続ける天音の目元を男の指先が拭ぬぐった。

「さて。なんでも私の欲しいものをくれると言ったな？」

　────あ。

　気がつけば、首筋に男の顔が埋うずめられていた。すんと音を立て匂においを嗅かがれる。

「たまらぬな。おぬしの魂たましいは果実のようだ。甘く芳ほう醇じゆんな気を放っている」

　やけに熱いものが首筋を這はい上がる。それが男の舌だと気づき、天音は仰ぎよう天てんした。

「な、舐なめちゃだめ……！」

　気持ち悪いのになんだか変にどきどきしてしまい、天音は男の腕うでから逃のがれようともぞもぞした。

「ふむ、知っておるぞ、この味。おぬし、贄にえの血筋だな。おそらく、母はは御ごがその血肉をもって妖や神々と契けい約やくを成してきた一族の末まつ裔えいだったのであろう。せっかく只ただ人びとと変わらぬ暮らしができるほど血が薄うすくなったのに、父てて御ごの血筋と交わったことによって、おぬしというとんでもなくうまそうなはいぶりっど種が産み落とされてしまったとみえる」

　なに、それ。

「僕、本当に、うまそうなの……？」

「ああ、とても」

　男がくすくすと笑う。　>>>♥

「え……？」

　陰かげった視界に目を上げると、男の顔がすぐ近くにあった。でも、近すぎる距きよ離りと涙なみだのせいで、どんな顔立ちをしているのかは見て取れない。

　おまけに唇くちびるになにかが押し当てられ、天音は目を見開いた。

　引き結んだ唇の上をちろりと濡ぬれたものが滑る。

　これは舌だ。口にくっついているのは、男の口だ。

「ふむ、まだ青いな」

　落ち着き払っている男とは反対に、天音は茹ゆで蛸だこのように真っ赤になって下を向いてしまった。

「な……な……なんで、ちゅうするの……？」

　キスは、好きな人と心が通じ合った時にする特別なもの。

　天音は子供らしく、キスにロマンティックなイメージを抱いだいていた。それなのにどうだろう、その記念すべき第一回目が断りもなく奪うばわれてしまった。

　ひどい。

　へたりこんでいた天音が男から離れようと虎とらの子のように暴れ始める。でももちろん貧相な子供の足あ搔がきなど、男は歯し牙がにもかけない。逆に片腕でぐいと引き寄せられ、胸元に顔が埋うまってしまう。

「ちと味見したまでのことであろう。おとなしくしておれ」

　肉色の舌がちろりと唇を舐め、天音の味を反はん芻すうする。

「ふむ、十年もすれば熟うれ、どんな妖あやかしもおぬしの血肉を欲しがるようになるであろうな。よし、なれば決めたぞ。十年経たったら礼におぬしをもらいうけよう」

　天音は青くなった。この人も自分を食べる気なのだ。

「う、う、噓うそつき……！　嚙かみつかないって、言ったのに。僕、おいしくないよ。きっと、ピーマンみたいな味がする」

　男が笑い出した。

「ぴーまんか。そも、ろくに考えもせず人外のものに言げん質ちを与あたえたおぬしが悪いのだ。これに懲こりたら二度と迂う闊かつな事を口にせぬよう気をつけることだな。私が迎むかえに来るまでその身、誰だれにも触れさせてはならぬぞ」

　暴れる天音の顎あごを後ろから片手で摑み固定すると、男は指先で額に触れた。手て探さぐりで、文字のようなものを書く。最後になにか唱えると、視界が明るくなった。

　額が、光った？

　そんなことあるわけないのにそんな気がして、天音は混乱する。

「やはり力が足りぬな。これが限界か」

　男が月光を遮さえぎるように手を翳かざした。だが、月は消えない。男の手の向こうに透すけて見えているのに気づき、天音はぞっとした。

　男の軀が消え始めていた。

「お、おにいさん……？　消えちゃうの……？」

　不安そうな声を発した天音の髪かみを、男がくしゃりと搔かき回す。

「うむ。だが、十年経ったら礼をもらいに来るゆえ、それまで死ぬでないぞ」

　拘こう束そくしていた力がふっと消えた。勢いよく背後を振ふり返ったものの、そこにはもう誰もいなかった。割れたガラスが散乱する暗い部屋は、何事もなかったかのように静まりかえっている。

　割れた窓から入ってくる風が冷たい。忘れていた痛みが急に蘇よみがえってきて、天音はぎこちなく立ち上がった。







二、







　なあんと甘えた鳴き声を上げて擦すり寄ってきた子こ猫ねこを抱き上げ、天音はベッドの上で膝ひざを立てた。

　天音は十五歳になっていた。

　相変わらずどこもかしこも細く、成長を見込んで買った長なが袖そでカットソーは身み幅はばも丈たけも余っている。幼い頃ころ愛らしいとよく評された顔立ちもまたたいして変わっていないため、黙だまっていると性別を間ま違ちがえられるのがちょっといやだ。

　でも、もはや天音を可愛かわいいと評してくれる者などいなかった。

　常にきょときょとと周囲を窺うかがっている黒い大きな瞳ひとみは脅おびえた小動物のよう。落ち着きのない態度が人をたまらなく苛いらつかせてしまうらしく、天音は大たい抵ていの人に邪じや険けんにされる。

　なにがいけないのかわかってても、『普ふ通つう』になんか振る舞まえない。

　──だって、油断していたら食べられてしまう。

　子猫をゆっくりと撫なでながら天音は目を上げる。天音の部屋の窓は『変なの』でびっしりと覆おおわれていた。そのすべてがじいっと天音を見つめている。

　いまや天音は学校にも行けない。『変なの』はどういうわけか天音の家には入れなかったけれど、一歩でも出たら、我先に飛びかかってくるに違ちがいない。

　なあん。

　子猫がするりと天音の手を擦り抜ぬけ床ゆかへと下り立つ。なにをするんだろうと目で追った天音は、子猫が出しっぱなしになっていたスナック菓が子しのパッケージを舐めようとしているのに気がつき慌あわてて腰こしを浮かせた。

「駄だ目め。こんなもの食べたら、病気になっちゃう」

　他にもお茶のペットボトルやグラスがテーブルの上に残っていた。天音は普ふ段だん、食事時以外食べ物を口にしない。これは先刻までここにいた友達のために用意されたものだ。

　──正確には友達なんかじゃない。同じクラスで、家が近いだけの子。

　いつもならポストにつっこんであるだけなのに、プリントを届けに来たと部屋の扉とびらを開けられた時、天音はとても驚おどろいた。さらに、学校に来いよ、俺でよかったら力になるからなんでも打ち明けてくれと言われて、誰かになにか言われたのだと気がつく。

　心を打つはずの言葉にはまるで感情が籠こもっていなかった。後ろめたいからか、視線も合わせようとしない。

　──ごめんね。──君にそう言うよう頼たのんだのは、お母さん？　それとも先生？

　つたなすぎる演技を見破られたのが気に障さわったらしく、同級生は素す顔がおを剝むき出しにした。

　──そんなのどうでもいいだろ。おまえ、なんで学校に来ないわけ？

　報ほう酬しゆうに関かかわるのだろうか、同級生は会話を打ち切ろうとはせず、テーブルの前に一つだけ置いてあった座ざ布ぶ団とんに我が物顔で腰を落ち着ける。

　すぐ上じよう機き嫌げんの母が茶や菓子を運んできた。中学に入ってから友達を家に連れてきたことなどなかったから、こんな偽いつわりの友達であっても嬉うれしいらしい。

　白々しい挨あい拶さつを交かわし終え母が部屋から出て行くと、天音はベッドに腰こし掛かけ、スナック菓子を頰ほお張ばる同級生を見下ろした。

　彼は友達じゃない。だからだろう、嫌きらわれたくないとか取り繕つくろおうという気も起きない。

　それにもう、どっちでもよかった。

　──なんで僕が学校に行かないのか、知りたいの？

　──ん？

　菓子に熱中していた同級生が目を上げる。

　──あのね、僕、見えるんだ。他ほかのひとには見えないものが。

　同級生の頰がひくついた。懸けん命めいになんでもない顔を保とうと努力してはいるようだけれど、吹ふき出すのをこらえているのがありありとわかった。

　少しだけ傷ついてしまったけれど、仕方ない。これが普通の反応だ。

　──小さい頃は問題なかったんだ。見えるだけで、なにをされるわけでもなかったから。でも、小学生の頃から襲おそってくるようになって。

　──怪け我がでもしたのかよ。

　──うん、軀からだ中嚙みつかれた。『変なの』は僕を食べたいみたい。隙すきさえあれば食いつこうとする。

　天音はカットソーの袖そでを肘ひじの上まで引っ張り上げて同級生に見せた。

　しゃくしゃくという音が止やむ。同級生は目を限界まで見開き生々しい傷きず跡あとが刻まれた腕うでを凝ぎよう視しした。

　──え、なんだよそれ。おまえなんでそんな怪我してんだよ。

　──今言った通り、『変なの』が嚙みついてくるんだ。

　──追い払はらえよ。

　──そこらじゅうにいるのにどうやって？　それにいつ、どこから襲ってくるかわからないのに。

　──誰かに言えば──。

　──見えない『変なの』に襲われるなんて言っても、頭がおかしいって思われるだけだよ。それにお母さんが怒おこるんだ、お父さんに。あなたが変な考えを吹き込んだんでしょうって。お父さんは一度だってそんな事、口にしたりしてないのに。

　どういうわけだか母は、天音の問題はすべて父のせいだと決めつけていた。もともと単身赴ふ任にんしていて父とは滅めつ多たに会えなかったけれど、公園の事件からは誕生日ですら会わせてもらえない。

　電話番号やメールアドレスが登録されていた携けい帯たいも取り上げられ、いまや父と連れん絡らくをとることすらできなかった。代わりに天音には母との連絡用に子供が使うような機能制限された携帯が与あたえられている。

　父と母の不仲は明らかに深刻なレベルに達していた。

　天音のせいだ。全部、天音が普通とは違うせい。天音が普通だったら、父が理り不ふ尽じんに責められることはなかった。

　──お母さんはこの傷も噓うそだって思ってる。外に出たくないがために、自分でつけてるんだって。

　剝き出しになった腕にぽとりとなにかが落ちる。視線を落とすと、茶色く色が遺のこっているだけの古傷の上を透とう明めいな水すい滴てきが伝い落ちていった。

　これは、涙なみだだ。

　泣く天音の消え入りそうな風ふ情ぜいに、同級生は狼ろう狽ばいした。

　──な、泣くな。

　──ん、ごめん。と、とまらなく、て……。

　──その、あの、もし俺にできることあるなら、協力、してやってもいいぞ。

　視線をうろうろさせつつ申し出た同級生に、天音は泣きながら微笑ほほえんだ。

　──ありがとう。でも、こうやって話を聞いてくれただけで十分。ずっと誰だれかに聞いて欲しかったんだ。好きでこんなになってるわけじゃないし、本当は僕だって普通でいたかったんだっていうことを。信じてもらえなかったらと思うと怖こわくて、今まで言えなかったけど。

　最初笑い飛ばそうとしたからだろう、同級生は後ろめたそうに頷うなずいた。

　──お、おう。

　そんなすまなそうな顔、しなくていいのに。

　不思議に静せい謐ひつな気分だった。

　──僕、もう外に出られないんだ。家の周りに『変なの』がいっぱいひしめいてるから。

　彼らは身じろぎもせず天音が出てくるのを待っている。

　不気味な光景は、天音に否いや応おうなく終わりを予感させた。

　遠くない未来、僕はきっと『変なの』に喰くい殺される。

　──なあ、神社とかで御お祓はらいしてもらったらどうだ？

　──神社は駄目。あそこにはもっと怖いものがいる。

　鳥居すらくぐれなかった。立ち込める気配の異様さに、どんなに大きな『変なの』を見た時にも感じたことのない恐きよう怖ふを覚えて。

　──御札とか、お守りとかは？

　──それは──、お父さんが以前くれたんだけど……。

　思い出したら哀かなしくなってしまい、天音は顔をくしゃくしゃにゆがめた。

　首から下げられるよう長い紐ひものついたいい匂においのするお守り。でもすぐに母に取り上げられてしまい、効き目があるのかないのかすら確かめられなかった。

　──お母さんやおばあちゃんは、そういうのが嫌いだから……っ。

　天音はごしごしと拳こぶしで顔を拭ぬぐう。涙がどうにも止まらない。

　そうしたらずいと目の前になにかが突つき出された。皺しわくちゃのハンカチだ。

　──使えよ。女みたいにぴーぴー泣くな。とりあえず、俺が買ってきてやるよ、お守り。週末なら、時間あるから。

　天音は受け取ったハンカチを手に、まじまじと名前も覚えていなかった同級生の顔を見つめた。

　なあん。

　子こ猫ねこがころんと転がって、撫なでてくれと腹を見せる。同級生は天音が泣きやむとほっとした顔をして帰っていった。今いま頃ごろ依い頼らい人に天音との会話の結果を報告しているのだろうか。

　事態は悪くなる一方だった。誰も天音を助けてくれない。それどころか、理解できない物事を勝手にねじ曲げてしまう。

　大勢が公園で天音が見えないなにかに襲われるところを見ていたのに、誰もそんな事があったと認めようとしなかった。

　病室のガラスが割れたのも全部天音のせいになった。あれだけのガラスが割れたのに誰もその音を聞いてなかったという怪かい異いや、ガラスが外側ではなく内側に向かって割れていた事実は無視され、天音はなんて悪いことをする子だと叱しかられた。

　成長するにつれ天音はますます『変なの』を惹ひきつけ、まともな社会生活を送れなくなっていった。天音に無関心な『変なの』もいるけれど、見るからに禍まが々まがしい空気を纏まとう『変なの』と遭そう遇ぐうしてしまったら、死に物もの狂ぐるいで逃にげなければならない。

　皆みな、場をわきまえずいきなり走り出す天音に眉まゆを顰ひそめた。母は、家から出られない天音を単なる怠なまけ者だと決めつけた。

　これまでに天音の置かれた状じよう況きように理解を示してくれたのは二人だけ。先刻までいた同級生と──天音のファーストキスを奪うばった男だ。

　天音は唯ゆい一いつ自分に対する態度を変えたことのない子猫を抱だき締しめる。

「あの人、どこの誰だったんだろう」

　あの人の事を思い出すと、胸がざわめく。

　綺き麗れいな着物を着ていた。

　顔は知らない。覚えているのは、白いのに男らしい手と、背中をすっぽりと包み込んでくれた男の体温。──それから戯たわむれに重ねられた唇くちびるの感かん触しよくだけ。

　思い出すだけでこみ上げてくる甘あま酸ずっぱい気持ちに、天音はほわりと頰を紅潮させて口元を押さえる。

　あの時はなんて横暴な人なんだろうと憤ふん慨がいしたけれど、今は貴重な経験ができてよかったのかもしれないと思う。なぜならこんな生活をしていたら素す敵てきな人との出会いなんてない。おそらく恋こいなど知らないまま天音は死ぬ。あれは多分、天音にとって最初で最後のキスだ。

　できればキスだけでなく恋もしてみたかったけれど──。

　天音は窓の外にびっしりと張りついた『変なの』に諦あきらめきったまなざしを向けた。

「あの人の顔、ちゃんと見ておけばよかったな」

　あれは単なる味見。わかっているけれど、かまわない。

「十年後に僕をもらうって言ってたけど、それならそれまで僕を守ってくれればよかったのに」

　多分天音は十年後まで保もたない。あの人は報ほう酬しゆうを受け取り損そこねる事になるだろう。

　どうせ食べられるなら『変なの』よりあの人の方が良かったと思いつつ、天音はベッドの上に仰あお向むけに転がった。

『変なの』の目が一いつ斉せいにぎょろりと動いて天音を追う。

　恐おそろしい視線の中、抱き締めた小さな子猫だけがあたたかい。
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　翌朝、ちょうどパジャマから部屋着に着き替がえ終わったところで乱暴に部屋の扉とびらが叩たたかれた。

「天音、いつまで閉じこもっている気？　先生に言われたでしょう？　保健室でもいいから学校に来なさいって」

　鍵かぎが開けられる音に天音は身を硬かたくする。

　扉の内側に下げられたカレンダーが揺ゆれ、床ゆかへと落ちた。

　廊ろう下かには母だけでなく、心底面めん倒どうそうな顔をしている母方の叔父おじもいた。

「さあ、行くぞ、天音」

　腕うでを引っ張られ、天音は反射的に足を踏ふん張る。

「な、なに……？」

「なにじゃない。学校に行くんだ」

　力ちから尽ずくで玄げん関かんへひきずってゆこうとする母と叔父に、天音は真っ青になって抗あらがった。

『変なの』が、いる。『変なの』が、いる。

　外に、たくさん、ひしめいて。天音が出てくるのを、待っている。

「いやだ。行かない……！」

　天音は必死に叔父の手を振ふり解ほどこうとした。でも、自由になるより早く頰ほおが鳴った。

「いつまで我が儘まま言う気なの！」

　母がひっぱたいたのだ。

　天音は呆ぼう然ぜんとした。

　どうして？　お母さんだって見たでしょう？　目に見えないなにかに僕が嚙かまれたところ。

　縋すがるような気持ちで天音は訴うつたえる。

「お母さん、お願いやめて。『変なの』がたくさん待ちかまえている。きっと学校まで辿たどりつけない」

　その瞬しゆん間かん、母の瞳ひとみの中を動どう揺ようの色が過よぎった。

　でも、母は『変なの』なんていないって事に決めてしまったらしい。

「あんたと話していると頭がおかしくなりそう。いい加減、馬ば鹿かなこと言うのはやめてちょうだい」

　もう天音の顔を見ようともしない。本気で化け物の中に天音を放ほうり出す気なのだ。

　諦てい念ねんが冷たい水のように胸を満たす。

　仕方ない。お母さんには『変なの』が見えない。天音の言うことは馬鹿な作り話にしか聞こえない。

　天音だって、もしお母さんがいきなり『変なの』がいるなんて言い出したら噓うそだって思うだろう。

　それに、別の方向から見れば、これはいい事なのかもしれなかった。

　天音がいなくなればお母さんは理解を超こえた息子むすこに悩なやまされずにすむようになる。天音だってもう怖こわい思いをしなくていい。

　みんな、しあわせ。ハッピーエンド。

　叔父に逆らって踏ん張るのを止やめ、天音は俯うつむいた。

　引っ張られるまま廊下を進む。玄関に到とう着ちやくすると、叔父が扉を開けた。

「そら、変なのなんかいないだろう？」

　吹ふきつける生なま臭ぐさい風に、天音は目を細めた。扉の前には思った通り『変なの』がひしめきあい、天音が出てくるのを待っている。

　恐きよう怖ふに膝ひざががくがく震ふるえた。

「ほら、お友達が待ってるぞ」

『変なの』たちが邪じや魔まで見えなかったけれど、昨日の同級生が迎むかえに来ているらしい。

　天音は力なく微笑ほほえんだ。

　お守りを買ってきてくれるって言ったのに、噓だったのだろうか。彼が母をそそのかすような事を言ったのだろうか。力尽くでも学校へ行かせた方がいいと。

　今となってはどうでもよかった。

『変なの』がいる。

　先に玄関から出た叔父が手を引っ張った。

　殺さつ到とうする『変なの』が風を起こし、髪かみを煽あおる。玄関の線から腕が外に出たと同時に激痛が走った。

『変なの』たちが天音の腕に群がり食いちぎろうとしているのだ。

　飛び散る赤に、叔父が目を見開いた。

　天音は瞬またたき、目を凝こらす。

『変なの』の中に白い蛇へびがいた。

　一いつ匹ぴきだけ動きが違ちがう。天音を食くらおうとするどころか、天音の腕に巻きついて他ほかの『変なの』たちを威い嚇かくするように大きく口を開いている。

　────もしかして、病院にいたのと同じ蛇？　あの人が傍そばにいるの？

　真っ青な空が視界を流れた。

　誰だれかがシャツの背中を思い切り引っ張り、天音は背後にひっくりかえる。

　母の悲鳴が聞こえた。

　暗い玄関の中、天音の意識はぷつりと途と切ぎれた。
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　脈打つ痛みで目が覚めた。

　地面に沈しずみ込んでしまいそうなほど軀からだが重くて、頭がぼーっとする。

　いつの間にか天音は自分の部屋のベッドに横たわっていた。左ひだり腕うでが痛くてたまらない。のろのろと目を遣やると、指先から肘ひじと肩かたの中間くらいまで包帯でぐるぐる巻きにされていた。ところどころに赤が滲にじんでいるのは、多分出血が止まらないせいだ。『変なの』に嚙まれた傷は治りが遅おそく、いつまでもじくじく痛む。

「あ、目が覚めたのか。大だい丈じよう夫ぶか？」

　反対方向に首をねじれば、驚おどろいた事に同級生がテーブルの向こうであぐらを搔かいていた。制服の上着だけ脱ぬぎ、子こ猫ねこと遊んでいたようだ。

「……あれ……。学校は……？」

「そんな場合じゃねーだろ。あ、こら駄だ目めだって！」

　するりと逃にげ出した子猫がベッドに飛び乗り、天音の頰に頭をすりよせる。天音も無事だった方の腕を持ち上げ、子猫の軀を優やさしく撫なでた。

「僕、どうなったの……？」

　穏おん当とうな言葉を探そうとするかのように同級生の目が泳ぐ。

「……おまえ、戸口を摑つかんで抵てい抗こうしたろ？　だから玄関の外に出た手だけ、その、齧かじられたんだ。血が飛び散って、おばさんもおっさんも、すげえびっくりしてた」

　天音には殺到する『変なの』が見えていたけれど、皆みなにはなにも見えない。いきなり大小様々な化け物に蹂じゆう躙りんされる血肉だけを見せつけられ、さぞかし恐おそろしかったことだろう。

「ごめんね。スプラッタ映画みたいなの、見せて……」

　さりさりと天音の毛け繕づくろいを始めた子猫に擦すり寄せた頰が肉球に押し返される。

「まったくだぜ。俺はやめろって言ったのに。おまえの母さん、人の言う事、全然聞かねえのな」

　ということは、こうなったのは彼のせいではなかったらしい。

　天音は友人を疑った己おのれを恥はじた。

「本当に、ごめん。でも、お母さん、僕を家の中に引っ張りこんでくれたんだ……」

　最後の最後で助けてくれた。

　嬉うれしかったのに、同級生は変な顔をした。

「や、違うぜ。おまえの母さん、両手で口元を押さえてた。おまえを引っ張れるわけない」

「……え？」

　……では、誰が天音を助けてくれたんだろう？

　後でお母さんに聞いてみようと天音は思う。

「……傷の手当ては、君が？」

「まさか。おっさんたちが救急車呼ぼうとするもんだから、外に出したら死ぬからって止めて角を曲がったトコの病院の先生引っ張ってきたんだ。病院に戻もどらなきゃちゃんとした処置ができないってゴネんのをなんとかここでやってくれって説得すんの、大変だったんだぜ？」

　これまでは誰も僕が話すことを聞いてさえくれなかったのに。

「ありがと……。僕の話、信じてくれて……」

　鼻の奥がつんと痛む。目め尻じりから伝い落ちた涙なみだをさりりと舐なめ、子猫がにいと不思議そうな鳴き声を上げた。

「またー。簡単に泣くなよなー。こっちまで湿しめっぽい気分になっちまうだろーがー」

　テーブルを回り込んできた同級生にぐしゃぐしゃと頭を搔き回される。びっくりしたのかぴんと耳を立てて同級生の顔を見上げる子猫の顔がおかしくて、天音は泣きながら唇くちびるを歪ゆがめた。

「だって……君がいなきゃ、僕、きっと、死んでた……」

「そーだけどー」

　つと、髪を乱す手の動きが止まる。

　天音も揃そろって、耳をそばだてた。天音の家は閑かん静せいな住宅街にある。道は狭せまいし、車の通行も少ない。それなのにブレーキ音と、乱暴に車のドアを開ける音が聞こえた。多分、この家の前だ。

「誰か来た……？」

　ドアノブががちゃがちゃと鳴っている。顔を見合わせているとすぐ鍵かぎを差し込み開ける音が聞こえ、誰かが家の中に入ってきた。せわしない足音がまっすぐに近づいてきて、天音は慌あわてて涙を拭ふく。

「天音！　大丈夫か!?」

　おざなりなノックの音の後、勢いよく開けられた扉とびらから現れた人物を見て、天音は呆ほうけたように呟つぶやいた。

「お父さん……？」

「あ、お邪魔しています」

　同級生は礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げると、子猫を捕つかまえてベッドの前をあけた。

　久しぶりに顔を見る息子の酷ひどい有様にショックを受けたのだろう、愕がく然ぜんとしつつも父が会え釈しやくし返す。

「天音の学校のお友達かな？」

「ええと、はい。加か藤とうって言います」

　本当は友達と言えるような関係ではないのに頷うなずいてくれた同級生に、天音はまた泣きそうになった。

「僕を助けてくれたんだよ」

　そう言葉を添そえると、父の目に熱が籠こもる。

「そうか。ありがとう、君」

「はえ!?　う、いえ、俺は全然っ」

　初対面同士であるせいかぎこちない雰ふん囲い気きだ。そうこうしている間に別の足音が近づいてきた。

「ちょっと、なに勝手に入ってるの！」

　母だ。

　学校までついてくるつもりだったのであろう母は、珍めずらしくタイトスカートを穿はいていた。でも、一連の騒さわぎのせいでストッキングは伝線し、綺き麗れいにセットされていた髪も乱れている。

「文句を言われる筋合いはない。ここはまだ俺の家だ」

　そう冷たく言い放つと、父は天音のベッドに腰こしを下ろした。汗あせで湿った髪を撫でてくれる。

「天音。『変なの』にやられたのか？」

「うん……」

「前にやったお守りはどうした。忘れたのか？」

　天音ははっとした。

　お父さんがくれた大事なお守り。

　忘れるもなにも取り上げられてしまったのだとは言いにくくて、そわそわと視線が泳ぐ。

「お、お守りは……あの、お母さんが……」

　言葉を濁にごしたものの、父は顔色を変えた。

「この子から奪うばったのか？　なんてことをしてくれるんだ、君はこの子を殺す気か!?」

　立ち上がり、母を詰なじる。母はもちろん父の糾きゆう弾だんを受け入れようとはしない。

「わ、私は少しでもこの子をまともに育てようと思って……！」

　天音は一いつ瞬しゆん息を止めた。母の言葉が胸に突つき刺ささる。

　知っていたけれど、実際に言葉にされると痛かった。母にとって天音はまともな子ではなかったのだ。

「お願い、喧けん嘩か、しないで……？」

　弱々しい声で訴うつたえると、父はひとまず母の事は後回しにする事にしたようだった。

「ああ、ごめんな、天音。大きな声を出したりして。でも、『変なの』は見えなくなったんだろう？　それなのに、どうしてまたこんな……」

　なんのことだろうと天音は首を傾かしげた。

「見えなくなんかなってないよ。今だって、『変なの』は窓の外にびっしり張りついて、僕が出てくるのを待ちかまえてる」

　窓は様々な『変なの』で埋うめ尽つくされていた。獣けものめいたものや餓が鬼きのようなものなどその姿は様々で、一つとして同じものはない。

　ちらりと窓の方を見み遣やった父の額に汗が浮ういた。

「でも、メールでは……！」

「メール……？」

　なんのメールについて言っているのだろう？　天音は父のメールアドレスを失って久しいのに、父はまっすぐに天音を見つめている。

　まさか、と天音は母を見上げた。

　父は本当に『天音』からメールをもらっていたのだろうか？

　天音の様子から全すべてを察してしまったのだろう。父はゆっくりと母へと向き直った。

「あれは、君か。今まで君がこの子のふりをしてメールしていたのか」

　さすがに母を擁よう護ごする気にはなれなかった。

　天音にはなんとなく母の目的がわかった。もし完全に連れん絡らくが絶たれたら、父は心配してなんとか天音と接せつ触しよくしようとするに違ちがいない。そうさせないため──つまり父の影えい響きよう力を排はい除じよして、己の思う通りに育てるため、母は天音のふりをしたのだ。

　母が言い訳がましく声を張り上げる。

「あなたにはわからないわ！　この子を育てるために、私がどれだけ苦労してるか！」

「俺を閉め出したのは君だろう？　母親だからと思って譲ゆずってきたが、もう君にはこの子を任せられない」

「なによ！　そもそもこの子がおかしいのは、あなたのせいじゃないの！　いいわよ、私はもう知らない。勝手にするといいわ！」

　ヒステリックにわめくと母は逃にげるように部屋を出ていった。一応父とのせめぎ合いに負けたという形ではあったけれど、天音は母に見限られたと感じた。

　まだ本当に小さかった頃ころ、母は天音が『変なの』に脅おびえて泣いていると抱だいて揺ゆすってくれたのに。

　──仕方ない。天音が悪い。こんな変な子供、他ほかにはいないんだから。

　我が慢まんしようと思ったのに涙がこぼれてしまい、天音はティッシュの箱を引き寄せた。

「ごめんな、天音。いやな思いをさせたな。俺がお母さんの噓うそに気がついていれば、こんな目に遭あわせずに済んだのに」

　頰ほおを濡ぬらす涙なみだを父が拭ぬぐってくれる。

　天音はふるふると首を振った。

　父も母も悪くなんかない。

「僕、これからどうなるの……？」

　掠かすれた声で聞くと、父は微笑ほほえんでくれた。

「なにも心配はいらない。これから迎むかえを呼んで、車が到とう着ちやくし次し第だいこの家を出る。ああ、荷造りはお父さんがやるから、天音は横になっていなさい。忘れていって欲しくないものがあったら言うように」

　加藤が子こ猫ねこを床ゆかに下ろした。

「手伝います」

　じっとしているのは落ち着かなかったけれど、動けるような状態ではない。父や加藤がクロゼットを開け、キャリーバッグやボストンバッグに着き替がえや教科書を詰つめ込んでゆく。

　だんだんと眠ねむくなってきてしまい、天音は唇を開いた。

「僕、どこへ行くの？」

　とろんとした声に、父がちらりと視線を遣やる。

「おじいちゃんの家だ」

「おじいちゃんの家？　僕におじいちゃんがいたなんて、知らなかった……」

　これまで会った事もなければ、話題に上った事もなかった。

　父は苦く笑しようしている。それで天音は気づいてしまった。

「お母さん、おじいちゃんの事も嫌きらいだったの……？」

　返事はない。ファスナーが弾はじけそうなくらい中身の詰め込まれた鞄かばんが扉とびらの横に置かれる。

「おじいちゃん家ちって、どんなとこ？」

　父は手を止め、考えるように天てん井じようを見上げた。

「なにもない山の中だ。他に誰だれも住んでいないから、月のない夜は鼻を摘つままれてもわからないくらい真っ暗になる。星がとても綺麗だ」

　都会っ子の天音には父の言う土地がなんとなく恐おそろしく感じられた。

「淋さみしく、ないの……？」

　新しく取り出されたスクールバッグに、アルバムや文集が次々に詰め込まれてゆく。

「ああ、鹿しかだの狸たぬきだのが庭先まで遊びに来るからな。夏には蛍ほたるが飛ぶし、綺麗な声で鳴く蛙かえるもいる。それに屋や敷しきには血族全員が暮らしているからとても賑にぎやかだ」

　血族──おじいちゃん以外にも親しん戚せきがいるらしい。

「パパは『変なの』、見えないんだよね？　それなのに、僕の言う事、信じてくれるの？」

　父がお守りをくれたのは天音を『変なの』から守るためだったらしい。本当に効き目があるにせよないにせよ、天音は父が天音の言う事をまともに取り合ってくれていたのだとわかって嬉うれしかった。

　荷物を詰める手を止めた父の眉み間けんには深い皺しわが刻まれていた。

「本当はずっと信じていなかったんだ。──天音が見えるって言い出すまでは」

　変だな。

　半分微睡まどろみながらも、天音は違い和わ感かんを覚えた。父の言い方だと、天音が言い出す以前にも『変なの』がいるって知ってたみたいだった。

「一応でも信じてよかった。念のため、お守りだけでなく屋根裏にも御お札ふだを貼はっておいたんだ。おかげで天音を失わずに済んだ」

　ああ、と天音は細い溜ため息いきをついた。だから『変なの』は家の中に入ってこられなかったのか。

　父の携けい帯たいが鳴る。画面を確かく認にんした父が、詰め終わった荷物を両手で持ち上げた。

「迎えが着いたようだ。先にこの荷物を載のせてくるから、少し待っていなさい。ああそうだ。それからこれを」

　持った荷物を一いつ旦たん下ろし、父は財さい布ふから小さく畳たたまれた和紙でできたお守りを取り出した。

「俺のだけど、効き目がなくはないはずだ。加藤君、少し天音の傍そばにいてくれるかな」

「任せてください」

　キャリーバッグを手に、加藤はどすんとベッドに腰を下ろした。子猫を入れるため、蓋ふたを開ける。

「おまえ、熱あるんじゃね？　顔が赤いぜ」

「そうかも……」

　抱いていた子猫をバッグの中に入れると、天音は力なく枕まくらに頭を落とした。傷つけられた腕うでが痛い。ともすれば意識が霞かすみそうになるのは眠いせいだけではないようだ。

　すぐに父が戻もどってきて、天音を毛布ごと抱き上げた。残りの荷物と子猫の入ったキャリーバッグを持った加藤が後に続く。

　玄げん関かんに近づくにつれてひしめき合う『変なの』が見えてきて、天音は手に持ったお守りを握にぎり締しめた。大だい丈じよう夫ぶだと思っても、極度の緊きん張ちように軀からだが震ふるえ始める。

　靴くつを履はくために父が三和土たたきに下りると、『変なの』の壁かべが揺れた。まるでお守りから強い風でも湧わきだしているかのように煽あおられている。

　でも、お守りの効果はまちまちで、あっという間にはるか後方に弾はじき飛ばされた『変なの』がいる一方で、ほとんど動かず踏ふん張っている『変なの』もいた。

「天音、あの車に乗り込んでしまえばもう大丈夫だ。『変なの』はどうなっている？　お守りは効いているか？」

　父に問われ、天音は返答に迷う。効果はあるようだけれど一番近い『変なの』まで三十センチ程ほどしかない。

　────近すぎて、怖こわい……。

　音を上げようとした時だった。玄関の上に張り出した庇ひさしの上から、白いものがぽとりと落ちてきた。

「わ……！」

　蛇へびだ。

　小さな軀が発光している。光はみるみるうちに強くなり、目を開ける事すらできなくなった。

「天音？　どうした？」

　父には見えないのか怪け訝げんそうな声がかけられる。しばらくして光が消え、そろそろと目を開けた時には『変なの』は全部いなくなっていた。

「大丈夫。『変なの』は消えたみたい」

　家の前には塗と装そうこそ違うものの、大きさといい内部の設備といい救急車そっくりの車が待っていた。

　父が後部のストレッチャーに天音を寝ねかせ、毛布で包んでくれる。

「着くまで眠っていなさい」

「ん」

　空いているスペースに荷物を置いた加藤が、小さく手を振った。

「じゃ、元気で」

「あの……あの、ありがとう」

　彼にはたくさん世話になった。言わなければならない事がたくさんあるような気がするのに胸がいっぱいになってしまって、ありきたりの言葉しか出てこない。

　加藤が車から降りると、運転席にいた男が入ってきた。父よりずっと年上だけれど筋肉質な軀つきをしており背が高い。男は父とすれ違ちがい様、威い勢せい良よく肩かたを叩たたいた。

「なんだよ、さっきの術。符かなにかもらってきてたのか？」

「符？　なんの話だ？　いつも身につけてるお守りしか持ってきてないぞ？」

　男の眉まゆが片方だけ器用に上がる。大おお袈げ裟さな仕草と相まって、外国人のようだ。

「まあ、いい。さて、天音くん。俺は君のお父さんの叔父おじに当たる。ここからは俺があんたの守りにつく。寝てていいから、ちょっと傷を見せてくれないか？」

「……よろしくお願いします」

　後部ドアが閉められる。父が男の代わりに運転席へと収まった。男は専門的な知識があるらしい。てきぱきと傷を見始める。

　横になってされるままになっていると、また瞼まぶたが重たくなってきた。

　世界がぐらぐら揺ゆれる。あの白い蛇はどうなってしまったのだろう。

　思考はつらつらと流れとめどがない。揺れる車内は寝ね苦ぐるしかったけれど、いつしか天音は夢のない眠ねむりの底へと落ちていった。
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　次に目を覚ますと、朝になっていた。

「あれ……？」

　知らない部屋だ。軀を包んでいるのはふかふかの布ふ団とん。障子の向こうはほっとするような柔やわらかな光に満ちている。

　何気なく起きあがろうとして天音は呻うめいた。

　左ひだり腕うでがちぎれるように痛い。

　そうだ、お父さん！　お父さんは、どこ？

　昨日なにがあったのか思い出した天音は痛みをこらえてそろそろと上半身を起こした。眠っている間に着き替がえさせられたらしく、いつの間にか浴衣ゆかた姿になっている。

「あっ」

　お守りがどこにもないのに気づき、天音は蒼あお褪ざめた。

　どうしよう。せっかくお父さんが貸してくれたのに。

「お父さん……」

　よく眠ったはずなのに軀が重く、こめかみもずきずき痛んだ。でも、のんびりしていたらいつ『変なの』に襲おそわれるかしれない。

　障子を引くと、庭に面した長い廊ろう下かが左右に延びていた。洗せん濯たく物ものが干してある陽光溢あふれる芝しば生ふの庭の向こうは鬱うつ蒼そうとした森になっていて、他ほかに人家は見あたらない。

　得体の知れない不安に襲われ、天音はふるりと軀を震わせた。

「お父さん……？」

　もう一度、おずおずと呼んでみる。

　他の部屋の障子が開き、なにかが顔を覗のぞかせた。

「おお、目が覚めたか」

　天音は大きく目を見開き立ち竦すくんだ。

　それは一見、人に見えた。

　でも、違う。人間じゃない。中身は『変なの』より桁けた違ちがいに恐おそろしい。時々神社とかで遠目に見かけたような化け物だ。

　言葉もなく、天音は喘あえいだ。

　膚はだがひりつく。どくんどくんと心臓が騒さわぐ。逃にげろと大声で叫さけぶ本能に従いくるりと向きを変えると、天音は走りだした。

「あ、おい！」

「お父さん、どこ……？」

『変なの』がいないのは当然だった。あんな強い化け物がいたら、どんなに大きな『変なの』だって畏おそれ逃げるに違いない。

　ここはどこなんだろう。

　化け物はさっきの一いつ匹ぴきだけではないようだった。他にもいくつも屋や敷しきの中を蠢うごめいているのが、なんとなくわかる。

　お父さん。お父さんは大丈夫なんだろうか。

「うるせーぞ、なんの騒ぎだ」

　荒あらっぽい声こわ音ねに、角を曲がろうとしていた天音は脅おびえた猫ねこのように立ち竦んだ。

　曲がり角の向こうから小こ柄がらな青年が現れる。青年はスーツの上着を手に持ち、空色のネクタイをタオルのように首に引っかけていた。

　この人は、人間だ。

　天音はほっとしてその青年に駆かけ寄ろうとした。

「あ、あの、すみません。お父さんを探しているんです。どこにいるのか、知りませんか？」

「お父さん？　おまえ、どこの子だ？」

「それはヒロという者の子だ。昨夜遅おそく屋敷に到とう着ちやくし、由ゆ羅らたちが応対していた」

「あ？　ヒロ？」

　青年が首を傾かしげる。でももう天音の視線は青年に向けられていなかった。青年の背後を凝ぎよう視ししたまま、じりじりと後退してゆく。

　脅えきった表情に気づいた青年が、眉を顰ひそめた。

「おい、どーした」

「ば……っ、化け物……っ」

　曲がり角の向こうにいたせいで、近づくまで気づかなかった。青年のすぐ近くに、白い虎とらの形を模した化け物がいた。　>>>♥

「化け物？　おまえ、俐り星せいが見えるのか？」

　青年はなぜかひどく驚おどろいているようだったけれど、返事をする余よ裕ゆうなどない。背後からも別の気配が迫せまってきつつある。追いつめられた天音は泣きそうになりながらも辺りを見回し、手近の障子を引き開けた。

「んん？」

　部屋の中では誰だれかが寝ていたけれど、構わず布団を飛び越こえ走る。

「……っ」

　しんどい。傷だらけの左腕で痛みが脈打っている。でも立ち止まってなんかいられない。別の廊下に飛び出し、天音は化け物の気配の薄うすい方へと走る。

「お父さん……！　お願い、返事をして……！」

　逃げ出したかったけれど、もし父がここにいるならば置いてゆくわけにはいかない。父にはあれが見えないのだ。

　廊下を走って、また知らない部屋の襖ふすまを開けて。

　幾いくつ目かの廊下に入ったところで天音はギクリと足を止めた。廊下の真ん中に白いものがいる。

　にょろりと長くて、全身を白い鱗うろこに覆おおわれている。一いつ瞬しゆん蛇へびかと思ったけれど、小さな前足がついていた。よくよく見れば、マッチ棒のような角もある。

　龍りゆうだ。

　廊下の真ん中にちょこんとお座りした──軀からだが長いせいで寝ねそべっているようにも見える──龍がなにか口にくわえている。

　ノートを破ったらしいそれには、左手で書いたようなぎこちない文字で『ぱぱ　あっち』と矢印が記されていた。それだけでは足りないと思ったのか、龍が背を反らし尻尾しつぽを立てる。くいっと曲げられた尻尾の先は矢印と同じ方向を指していた。

　信じても、いいのかな？

　指された先にある襖の向こうに、たくさんの気配を感じる。悩なやんだ末、天音は示された襖に手を掛かけた。

「あの……、ありがとう」

　ちいさく礼を言ってから思い切って襖を開け、天音は息を吞のむ。

　そこは大広間だった。

　座ざ卓たくが幾つも並べられ、大勢が朝食を食べたり歓かん談だんしたりしている。その一番奥、床とこの間の近くに天音の父がいた。年ねん輩ぱいの男たちに囲まれ楽しそうにお喋しやべりしている。

　問題は、部屋の中にいるものの半分が恐ろしい化け物だという事だった。皆みな、人を模した姿をしているけれど、間ま違ちがいない。

　怖こわい。

　どうしよう。足が震ふるえる。今すぐ逃げ出したくてたまらない。

　天音に気がついた父が微笑ほほえんで両手を広げた。

「おはよう、天音。どうした、おおきな声を出して。ここまで聞こえたぞ」

　のんきな声に天音は悟さとる。やっぱり父は化け物に気づいていないのだと。

「ほら、天音。おじいちゃんを紹しよう介かいするからおいで」

　父がおじいちゃんだと示した、清すが々すがしい風ふう貌ぼうの老人には、美しい男の形をした化け物が寄り添そっていた。どうやら老人には化け物が見えているらしい。時々視線を交かわしてはなにか言っている。いかにも親しそうに。

　──おじいちゃんも、化け物たちの仲間……？

　気が遠くなりそうだった。

　こんなにたくさんの化け物たちの中から、どうやって父を連れて逃げたらいいんだろう。

　勇気を奮い起こし天音は座ざ敷しきの真ん中を突つっ切ってゆく。頭が酷ひどく痛んで、膝ひざにうまく力が入らない。薄はく氷ひようを踏ふむような心持ちで歩みを進め、ようやく目的地まで辿たどりつくと、天音はくずおれるように父に抱だきついた。

「天音、そんな風にしたら、腕うでの怪け我がに障さわるぞ」

　父の太平楽な声が耳に心地ここちいい。天音は強く目を瞑つぶる。頭がくらくらしたけれど、ここで失神するわけにはいかない。

「──行こう？」

「天音？」

　天音は手を引っ張って父を立たせようとした。その拍ひよう子しに、父が持っていた煎せん餅べいの欠片かけらが膝の上に落ちる。

　近くに座っていた化け物が欠片を拾おうと手を伸ばすのを見た瞬しゆん間かん、天音は化け物と父の間に割り込んでいた。己おのれの軀を盾たてに、化け物と対たい峙じする。

「お父さんに、触さわらないで！」

　すごく、すごく恐こわかった。

　でも、天音には父を失う事の方がもっと怖ろしい。

　母は天音を見限った。天音にはもう、父しかいないのだ。

　熱に朦もう朧ろうとしつつも守ろうとするけれど、父には天音の悲ひ壮そうな決意などわからない。

「なにを言っているんだ、天音？」

　背後から父の腕が伸のびてくる。後ろから抱かかえ込まれ、天音はへたりと父の膝の上に座り込んでしまった。それでも天音はまっすぐに化け物たちを見返すのを止やめない。

「お願い、僕を食べてもいい。お父さんには手を出さないで。お願い────お願い……」

　いつの間にか大広間の中はしんと静まりかえっていた。談だん笑しようしていた人や化け物が皆、天音を見ている。浴びせられる視線が恐おそろしくて、天音は震えた。

「天音……？」

　掌てのひらが汗あせで湿しめる。

　開けっ放しになっていた襖の向こうから、白い虎を従えた青年が現れた。

「おい！　その子、式神が見えてるぞ」

「は？　清せ夏な？　式神ってなんだ？」

　きょとんとしている父以外の面々に、緊きん張ちようが走った。

「なんだと」

「はは、噓うそだろ？　なあ、坊ぼう主ず」

　別の化け物が身を乗り出し、天音の肩かたをぽんと叩たたく。

　まるで稲いな妻ずまが身の裡うちを駆かけ抜ぬけたかのようだった。触ふれた刹せつ那な、掌を通して流れ込んできた化け物の凄すさまじいほどの力が天音の中に響ひびきわたる。

「え？　おい!?」

　やけに人間めいた化け物の驚きよう愕がくの表情を最後に、天音の意識は灼やき切れた。
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　水の流れる音がする。

　うっすらと目を開けた天音は意外な光景に瞬またたいた。

　頭上には緑の天てん蓋がいが広がっており、風が吹ふく度たびにざわざわと揺ゆれて木こ漏もれ日をきらめかせる。

　せせらぎが堰せき止められてできた小さな池の端はしであぐらを搔かいた父の膝の上に天音は横よこ抱だきにされていた。左ひだり腕うでの包帯はほどかれ、肘ひじ近くまで清水に浸つかっている。

「なに、してるの……？」

　寝ね起おきのぼーっとした頭で呟つぶやくと、池の中にしゃがみ込み天音の傷を眺ながめていた男が顔を上げた。

「禊みそぎだ。目覚めたならちょうどいい。穢けがれを流そう」

　天音はぽかんと口を開けて男の顔を眺めた。父より少し年上なのだろうその男はやけに若々しく、とても綺き麗れいだった。父もよくハンサムだと言われたけれど、この男と並べば霞かすんでしまいそうだ。

「お父さん……？」

　天音の不安そうな声に、父は優やさしく答えた。

「この人は東あずま橙とう弥や。天音の又また従兄弟いとこだよ」

「僕の、親しん戚せき？」

「そ。よろしく」

　ひょいと身を乗り出すと、橙弥は父の腕から天音をすくい取った。シャツとジーンズというラフな格好のまま、ざばざばと池の中央まで歩いてゆく。

「酷いな。腕だけじゃなく全身が穢れまみれだ。これじゃ傷の治りが悪くてつらかっただろ。どうやら長年に亘わたって蓄ちく積せきされてきたみたいだし、完全に清めるには時間がかかりそうだな」

　橙弥は水の中にあぐらを搔き天音の軀を支えた。

　火ほ照てった膚はだの表面で冷たい水が渦うずを巻く。凍こごえる程ほど冷たいのに心地よく感じるのは、橙弥の言う通り悪いものが祓はらわれつつあるからだろうか。

「どれくらいかかる？」

「やってみないとわからない。だが、傷が完治するまで──いや、完治した後も、天音は東家で預かろう」

「えっ？」

　天音は思わず起きあがろうとした。濡ぬれた浴衣ゆかたが張りつき肉の薄うすさが露あらわになった肩を橙弥が押さえる。

「こら。まだ終わってないぞ」

「あの、それって僕もここに住むって事？」

「そ」

　橙弥の肯こう定ていは、天音の中に底知れぬ恐きよう怖ふを呼び起こした。

「む、無理。こんな化け物だらけの場所で暮らすなんて……」

「────は？」

　橙弥の声が低くなる。

　──あれ？　橙弥さん、怒おこってる……？

　怒ど気きに当てられ、ただでさえ白い天音の膚から血の気が引いた。

「化け物なんて二度と言うな。あいつらは俺たちの式神、大事な家族だ。その辺にいる妖あやかしとはわけが違ちがう」

「家族……？　橙弥さんにもあれが、見えるの……？」

　ああ、と、なにかに気がついたように橙弥は落ちてきた前まえ髪がみを搔き上げた。

「妖なら、この家の者ならほとんど全員が見る能力を持ってるぞ。ヒロはそっちの適性に欠けてたけど、うちは代々呪じゆ術じゆつ師しを生業なりわいとしてきたからな」

「じゅじゅつし……？」

　天音の眉み間けんに皺しわが寄る。

　本気で言っているんだろうか？　それともからかっているだけ？

　水際にしゃがんで眺めていた父が言葉を添そえる。

「天音。お札やお守りを作ってくれたのは橙弥だ」

「え……」

「迎むかえに行ったじいちゃんの話じゃ、期待していたほど効かなかったみたいだけどな。俺にはよくわからないけど、あんた、すごくおいしそうなんだって？　この山じゃ妖や雑ざつ霊れいの類たぐいは見つけ次し第だい駆く除じよしてるから安全だが、外に出たら今度こそ死ぬ羽目になるぞ」

「うう……」

　天音はしょんぼりと項うな垂だれる。

　確かにどこに行ったって危険なことには変わりない。それでもここの『シキガミ』たちは特別に怖こわかった。

「あんたは俺の又従兄弟だ。むざむざ死なせるつもりはない。ここにいろ。式神たちがあんたに手を出すことは絶対にないから」

　天音はだんだんと冷たさに麻ま痺ひして痛みを感じなくなってきた腕うでを見下ろした。

　父もそうして欲しそうに天音を見ている。断れそうにない。仕方なく頷うなずくと、橙弥はほっとした顔をしてすっかり冷えてしまった軀からだを抱だき上げた。

「ようし、いい子だ」

　池から出ると、父が用意してあった毛布で軀を包んでくれる。どうやらこれで禊ぎは終わりらしい。木々の間に細く延びる獣けもの道みちを辿たどって屋や敷しきに戻もどる。

「寒かっただろ。湯ゆ殿どのの準備がしてある。あたたかい飲み物も」

　父に手を引かれ、天音はぽたぽたと水すい滴てきを垂らしながら廊ろう下かを進んだ。

　でも、急に心臓がどくんと大きく拍はく動どうし、足が止まる。膚までちりちりと粟あわ立だつのに驚おどろき視線を上げ、天音は息を吞のんだ。

　化け物がいた。

　袴はかま姿すがたで腰こしに刀を差している。こめかみの上には一対ついの角が見えた。

　────鬼おにだ。

「正まさ親ちか！」

　家族、と強調していたのは噓ではないらしい。顔を見るなり橙弥は甘やかな美び貌ぼうに笑えみを浮うかべて歩み寄ってゆく。対する鬼は無表情だ。

　鬼の視線は天音ではなく橙弥へと向けられていた。橙弥が言う通り、襲おそってくる様子など微み塵じんもないし、口元に涎よだれが光ってもいない。

　──でも、やっぱり、怖い──。

「天音？」

　足の裏が床ゆかに吸いついてしまったようだった。早く行こうと思うのに、前に進めない。大だい丈じよう夫ぶだとどれだけ自分に言い聞かせても、妙みように息苦しくて、呼吸がどんどん浅く、速くなってゆく──。

「天音！」

　ふらりと揺らいだ小こ柄がらな軀を父が慌あわてて支えた。

「橙弥。おそらく過呼吸を起こしている」

　正親が橙弥に囁ささやく声が聞こえる。

「は？　噓うそだろ!?」

「過去のとらうまとやらのせいだけではないな。その者はそれがしたちの霊圧を感知しているのではないか？　式神の霊圧は市し井せいの妖風ふ情ぜいとは比べものにならない。敏びん感かんな者なら酔ようやもしれぬ」

「参ったな。とりあえず正親、悪いけど、母おも屋やに戻ってすべての式神に伝えてくれ。今日からこの一角への立ち入りを禁止するって」

「承知」

　妙な気分の悪さと痺しびれてゆく軀に天音はひどく動どう揺ようしていた。両手の親指が変な形に曲がってゆく。どう頑がん張ばっても戻せない。

　──なんだろうこれ。本当にこれ、過呼吸なの？　僕はどうなってしまうんだろう……？

「天音。落ち着いて、ゆっくり息をしなさい。大丈夫。すぐにもとにもどるから」

　言われるまま廊下にしゃがみ込むと、父が濡れた軀を抱だきしめてくれた。そのまま呼吸が落ち着くのを待つ。

　ぽたりぽたりと塩気の混じった水滴が滴したたった。

　冷え切った軀に父の体温が染しみてくる。

　ごめんなさいと天音は心の中で父に謝った。

　こんな醜しゆう態たいをさらして、服まで濡らしてしまってごめんなさい。廊下まで水みず浸びたしにしてごめんなさい……。

　胸まで広がっていた痺れが収まると、天音は湯殿への移動を再開した。しっかりあたたまって新しい寝ね間ま着きの上に用意されていた半はん纏てんを羽織れば、父が髪かみを乾かわかしてくれる。

　最初に寝ねていた寝ね間まに戻る。濡れていた廊下は誰だれかが掃そう除じしてくれたのだろう、綺麗になっていた。横になり首まで布団を引き上げると、父がぽんぽんと胸むな元もとを叩たたいてくれる。

「お父さんはまだ相談しなければならない事がある。一人で寝ていられるか？」

　天音は頷く。これ以上父の負担になるつもりはない。

「トイレは廊下の突つき当たりだ。お菓か子しは好きに食べていいからな。お茶もだ。できるだけ早く戻ってくる」

　壁かべ際ぎわに寄せられた座ざ卓たくの上に、飲み物や菓子が並んでいる。父が部屋を出てゆくと、天音は瞼まぶたを閉じた。過呼吸を起こし皆みなに迷めい惑わくをかけてしまったことで、また酷ひどく気持ちが落ち込んでいる。熱もあるらしく軀が怠だるい。

　眠ねむってしまいたいのに、眠ねむ気けはなかなかやってこなかった。

　あの鬼──『シキガミ』、すごく怖かった。

　贅ぜい沢たくを言えるような立場ではないけれど、これからあんな怖いのがたくさんいる中で生活しなきゃいけないと思うと泣きたくなる。気持ちは高ぶる一方で、眠気は全然やってこない。

　布団の中でしばらくはじっとしていたものの、天音はとうとう起き出した。

　とりあえずトイレに行こうと、恐おそる恐る襖ふすまを開いて廊下を窺うかがってみる。

『変なの』も『シキガミ』もいない。

　小走りに廊下の突き当たりまでゆくと、木の扉とびらがあった。中は最新式にリフォームされていたけれど鍵かぎは木の桟さんで、初めてそんな古めかしいものを見た天音は戸と惑まどってしまう。

　用を足し、部屋に戻る。別に部屋の中なら安全というわけではないのだけれど、後ろ手に襖を閉めるとほっとした。

　でも、目を上げると、ささやかな安あん堵どは搔かき消えてしまう。

　縁えん側がわに面した障子が開いていた。誰かが座卓の前に座り、もぐもぐと口を動かしている。

「誰……？」

　振ふり返った男の顔を目にした刹せつ那な、時が止まった。

　透とう明めい感かんすらある白い膚はだに、床に届いてなお余りある綺き麗れいな色の髪。

　身に纏まとうのはきらびやかな和服だ。袴はかまに袍ほうを重ねており、平安貴族のような帽ぼう子しまで被かぶっている。

　──どこかで会った事があるような気がした。

　美び麗れいな衣装がかつて助けてくれた男に似ている。でも、他ほかにも綺き羅ら綺き羅らしい衣装を着た式神はたくさんいたし確証にはなりえない。

　整いすぎた顔は怖いくらい綺麗なのに、男は指先をココアパウダーで茶色く染めていた。どうやら天音のために用意された菓子を盗ぬすみ食いしていたらしい。

「この『ちょこれいと』とやらは甘すぎるな。茶はないのか？」

　さすが美形である。文句を言いながら唇くちびるをちろりと舐なめる舌先すら艶なまめかしくて、天音はなんとなくかしこまってしまった。

「そこにお茶がありますけど……」

「うん？」

　美しい顔かんばせを少し傾かたむけ、男は天音を見つめる。目の前にペットボトルがあるのに、自分で開けるつもりはないらしい。

　仕方なく天音は膝ひざを進めると、茶ちや櫃びつの蓋ふたを開けて一組の湯飲みと茶ちや托たくを取り出した。ペットボトルのキャップを開け、緑茶を注ぐ。

　かしずかれるのが当たり前のような顔をして男は茶を飲み、秀しゆう麗れいな眉まゆを不思議そうに上げた。

「ほう。この茶は冷たいな」

　ペットボトルのお茶を飲んだのは初めてなのだろうか？

「口に合いませんでしたか……？」

「いや。これはこれでなかなかうまい……やもしれぬ」

　今度は小さな饅まん頭じゆうを手に取る。パッケージのまま口の中に放ほうり込もうとする男を、天音は慌てて止めた。

「あの、袋ふくろ、とらないと……」

　透とう明めいなフィルムを剝はがしてやる。

「ほう、これはそうやって食べるのか」

　饅頭を口にした麗れい人じんの目が満足そうに細められる。もう一口茶を飲むと、男は外へと目を向けた。

「よい夜だ」

「え？　あ、はい……」

　月の光にクチナシの花が白く浮うかび上がっている。

　男は天音がいることなど忘れたかのように月に見入った。軀からだが重かったけれど、知らない人がいるのに横にはなれない。その場にぺたりと座り込んだまま、天音はしげしげと男を眺ながめる。

　なんとなくわかる。この男は人間ではない。多分、『シキガミ』の一人だ。

『変なの』とは違ちがって当たり前の人間のように振る舞まっているし、この家の他の化け物たちと同じように顔立ちが整っているから多分間ま違ちがいない。

　でも、この『シキガミ』は全然怖こわくなかった。

　どうしてだろうと首を傾かしげ、天音は気がつく。

　──あ、そうか、力を感じないんだ。

　他の『シキガミ』たちは溢あふれるほどの力を内包していたのにこの男はひどく虚うつろだった。存在感すら薄うすい。

　この『シキガミ』には『変なの』以下の力しかない……？

　見た目はこんなに綺麗なのに。

　急に親近感が湧わいてくる。天音は思い切って口を開いた。

「あの……っ」

「さて、そろそろお暇いとまするとしようか」

　声が重なり、二人は目を見合わせた。

　男の唇の端はしが少し上がる。笑っているのだ。

　恥はずかしがる事なんて一つもないのに、急にかあっと顔が熱くなった。

「あの、帰るんです、か？」

「ああ」

　この部屋でこの男がした事と言えば、菓子を摘つまんで月を眺めただけだ。

「でも、用事は？　なにか用があったから僕の部屋に来たんじゃないんですか？」

　男はきょとんとした。

「用なら済んだ。前々からこの部屋から見る月はさぞかし美しかろうと思っていたのだ」

　えええええ？

「……じゃあ、僕に用はない……？」

「うむ。……ああ、かまって欲しかったのか？」

　くく、と男の喉のどが鳴った。脇わきに垂らされていた手が天音に向かって伸のばされる。

　とっさに目を瞑つぶり首を竦すくめると、頭になにかが触ふれた。

　数度、優やさしく髪かみを搔き回され、天音はようやく気づく。

　僕……頭を撫なでられてる？　>>>♥

「う……」

　熱が上がってきたようだった。なんだかくらくらする。軀中熱くて、血が沸ふつ騰とうしそう。

「では、また」

　優美な衣きぬ擦ずれの音と共に男が立ち上がる。天音はとっさに、庭へと出て行こうとする男の美麗な衣装の裾すそを摑つかんだ。動きを妨さまたげられた男が振り向き、首を傾げる。

「なんだ？」

　天音は瞬またたいた。どうして男を引き留めてしまったのか、自分でもよくわからない。必死に考え、なんとか用をひねり出す。

「あの……名前を」

　そうだ、この『シキガミ』の名前を天音はまだ聞いていない。

　男はなぜか考え込んだ。夜空を見上げ、うむと頷うなずく。

「そうだな。十六夜いざよいと呼ぶがよい」

　天音の頰ほおを指先でするりと撫でると、男は今度こそ庭へと下りていった。

　空に架かかる月は真円に近い。多分今夜は十六夜だ。

　たとえとっさに思いついた偽ぎ名めいだったとしても、麗うるわしい男に似つかわしい名だった。

　天音は障子を閉め、布ふ団とんに戻もどる。

　酷ひどい怪け我がをしたばかり。怖いのはいるし、どうやらこれからこの屋や敷しきで暮らさねばならないようだし、とてもではないけれど悠ゆう長ちように寝ねていられるような状じよう況きようではないのに、不思議な『シキガミ』のせいで気が抜ぬけてしまったからだろうか、天音は枕まくらに頭を乗せるなりことりと眠ねむりに落ちた。







三、







「おはよう、天音」

「あまね、おはよー！　ねこちゃんもおはよー！」

　たしたしと頰を叩たたかれ目を開けると、部屋の中に二人の子供がいた。小さい方が猫の前足を操あやつり、天音に肉球パンチを入れている。

「んー……おはよう、雛ひな菊ぎく。信しん吾ご」

　庭に面した障子は開け放たれ、部屋は朝の陽光に満ちていた。こうなってはもう起きるより他ない。天音はさりげなく寝ね間ま着きの袖そでを引っ張り肘ひじまで露ろ出しゆつしていた左ひだり腕うでを隠かくしてから、上半身を起こす。

　この子供たちは、橙弥の子だ。三人兄弟のうち、よく天音の部屋に襲しゆう撃げきをかけてくるのが末っ子の雛菊、四歳。それから次男の信吾、十四歳。二人ともとても素す直なおで可愛かわいい。

「あのねあのね、あまね！　ままがね、きょうはみんなとごはんたべよって！」

「え」

「メール入れたって、母さん言ってた」

　信吾は思春期まっただ中でぶっきらぼうな物言いをする。天音が慌あわてて布団の周りを探し見つけ出した携けい帯たいの画面にはアイコンが点てん滅めつしていた。

『おはよう。今日は式神が全員お役目で出で払はらっていて不在です。広間で皆みなと朝食を取りませんか？』

　自分なんかのために、気を遣つかわなくてもいいのに。

　気が重かったけれど、心こころ遣づかいを無下にするわけにはいかない。

「わかった。着き替がえてから行くって、先に食堂に行って冬ふゆ芽めさんに伝えてくれる？」

　信吾がこくりと頷き、妹から猫を取り上げる。もっと猫と遊びたいと駄だ々だをこねる妹を捕つかまえて抱だき上げ、皆が食堂と呼んでいる広い座ざ敷しきの方へと歩いてゆく。

　天音は障子を閉め、布団を畳たたんで押し入れにしまい、簞たん笥すからジーンズと長なが袖そでのシャツを取り出した。

　天音はもうすぐ十八歳になる。この屋敷に預けられてから三年が経たつけれど、その間、一歩もこの屋敷から出ていない。部屋から出るのも最低限。式神への恐きよう怖ふがどうしても拭ぬぐえず、食事も部屋で一人で取っている。

　とはいえ、橙弥が言った通り式神たちに襲おそわれた事はない。天音がとても美味おいしそうに見えることに変わりはないけれど、式神には欲よくを抑おさえ込めるだけの理性があるらしい。

　天音が寝間着代わりの浴衣ゆかたを脱ぬげば大小様々な傷が現れる。古い傷はうっすらと茶色く残っているだけだけど、左腕の傷きず跡あとはまだ生々しく、自分の軀なのに見るたびぎょっとさせられる。

　なんて醜みにくいんだろう。

　ボールなんて、放ほうっておけばよかった。

　学校に行かせようとする母たちを説得する手段だって、よく考えればあったのだと思う。でも天音の機転が利きかなかったから──馬ば鹿かだったから、父と母がくれた軀からだをぼろぼろにしてしまった。この膚はだが以前のように綺き麗れいになることはきっともうない。

　この屋敷からも、きっと死ぬまで出られない。妖あやかしたちに襲われずにすむのは嬉うれしいけれど、人並みの人生を送れないのは虚むなしかった。

　──お母さんの言ってた通り、僕はまともじゃなかったんだ……。

　身み頃ごろと袖で色の違ちがうシャツに袖を通そうとすると、傲ごう慢まんな響ひびきを帯びた声が聞こえた。

「おや、なんという僥ぎよう倖こう」

　急いでシャツを着て振ふり返ると、部屋の中に十六夜がいた。

　珍めずらしい事ではない。この屋敷で暮らし始めた日から、十六夜は我が物顔で天音の部屋に出入りしている。登場はいつも突とつ然ぜんで、閉め切った室内に忽こつ然ぜんと現れる事も珍しくない。勝手に入ってこないでと怒おこれないのは、十六夜がかつて天音のファーストキスを奪うばった男を思い起こさせるからだろうか。

「……僥倖？　なにがですか？」

「うむ。おぬしはがあどが堅かたくて、滅めつ多たに膚を見せてくれぬだろう？」

　天音は少し赤くなると、左袖を引っ張って伸ばした。世辞のつもりかもしれないけれど、この軀が目も当てられないほど醜いのは自分が一番よく知っている。

「式神さんたちは今、お役目で出払ってるんじゃなかったんですか？」

　思い切って意地悪し返してみると、十六夜はなんとも美び麗れいな笑えみを浮うかべ、耳元に顔を寄せてきた。

「ふむ。では、私がここにいた事は内密にせよ。よいな？」

　耳どころか腰こしにまで響く甘い美声。膚に触れる吐と息いきがこそばゆい。

　どうしてだろう、十六夜は男で、人間ですらないのにどきどきしてしまう。

　力が感じられないとはいえ、式神化け物の端はしくれだから恐こわいのだろうか？　それにしては他ほかの式神と会った時の血の気が引くような感覚とは逆に、頭に血が上ってしまうのが変だけれども。

「怒られたくないなら、僕の部屋になんか来なければいいと思います」

　小さな声で文句を言うと、十六夜にむにと頰を摘つままれた。

「ほう、この私に来るなと申すか？」

「だって、こんなところに来なくても、十六夜さんはいくらでも楽しい場所に行けるのに」

　式神仲間や主あるじの部屋。天音には決して行けない山の外にだって十六夜には行ける。そう天音は思っていたのだけれど、十六夜は首を振った。

「残念ながら、私もこの山からは容易には出られぬ身の上でな」

「……そうなんですか？」

　思わず身を乗り出した天音に微笑ほほえみ、十六夜は用意してあったジーンズを拾い上げた。

「行けぬ事はないが、力が足りぬ。それに今は無理を押して行く必要もない。──そのような事より、朝食を食べにゆくのだろう？」

「あ」

　天音はジーンズを受け取ると、いそいそと身み支じ度たくを整えた。

　見た目通り十六夜はとても弱い妖らしかった。喜んだりしたらいけないのだけれど、美しく、立ち居い振ふる舞まいも優美なこの男にも弱点があるなんて、ちょっと嬉しい。

　最後に伸のびた髪かみをとかして、少しでもきちんと見えるように後ろで一つに結ぶと、天音は部屋を出発した。

　何度も角を折れ長い廊ろう下かを進み食堂の前に到とう着ちやくする。一度大きく深呼吸してから襖ふすまを開くと、音に気づいた者が天音の方を振り返った。

　確かに式神の姿はない。人間しかいないのだから怖こわいことなどなにもないのだけれど、天音の背筋はぴんと伸びた。

　十六夜を始めとする式神たちも美しいけれど、東の一族も美形揃ぞろいだった。様々なタイプの美男美女が居並ぶ様は実に壮そう観かんで、傷だらけの軀に劣れつ等とう感を持つ天音はいつも圧あつ倒とうされてしまう。

　無意識に袖を引っ張り、天音は傷が色いろ濃こく残る左手を甲こうまで隠した。

「あの、……おはようございます」

　勇気を振り絞しぼって挨あい拶さつすると、皆もおはようと返してくれる。手招きされ橙弥に近づくと、隣となりの席に座らされた。

「なんか久しぶりに顔を見た気がするなー。あんまり部屋に閉じこもってばかりいると、軀によくないぞ？」

「そうだぞ。せめて散歩くらいしろよ。おまえ、動かないからいつまでもちびなんじゃないか？」

「……清夏が言うと説得力がないな」

　天音のもう一方の隣には、やはり又また従兄弟いとこにあたり東家では唯ゆい一いつ、比ひ較かく的てき地味な容姿をしている清夏という男が座っていた。背が小さいのをとても気にしている反動で態度が大きいけれど、天音はこの又従兄弟が好きだ。うんと年上だけれど、きらびやかでない容姿にシンパシーを覚える。

　卓たく上じようには既すでに彩いろどり鮮あざやかな野菜炒いためをコールスローのように添そえた竜たつ田た揚あげが並んでいた。五穀米のご飯に自家製のお漬つけ物もある。味み噌そ汁しるは豆とう腐ふとわかめの定番だ。

　いただきますと皆で唱和して箸はしを取る。雛菊や信吾も冬芽と食しよく卓たくを囲んでいた。ピーマンだけ野菜炒めから弾はじこうとした雛菊が叱しかられている。絵に描かいたような幸せな親子の情景から天音はさりげなく目を逸そらす。

「そういや天音、もうすぐ誕生日だよな」

「……そういえば」

　清夏に話しかけられ、天音も思い出した。

「俺、そーゆーの考えんの苦手だからストレートに聞くけど、プレゼント、なにが欲しい？」

「欲しいもの、ですか？」

　お漬け物をぽりぽり齧かじりながら考える。欲しいもの……欲しいもの……。

　周囲の大人たちがそわそわしている。彼らも聞き耳を立てているのに気がつき、天音はごくんと口の中のものを飲み下した。

「ごめんなさい、ないです」

　えー、と誰だれかが不満そうな声を発する。

「遠えん慮りよしなくていいのよ？」

「遠慮じゃなくて、僕はもう、十分よくしていただいてるから」

　微笑むと、いきなり清夏が肩かたを組み、がしがしと頭を撫なでてきた。

「いつまでも他た人にん行ぎよう儀ぎな敬語なんか使ってんな！　もっと我が儘ままを言え！」

「清夏！　ご飯中にやめてちょうだい、子供が真似まねするわ。──ねえ、天音、それじゃあバースデーケーキは？　どんなのが食べたい？」

　軀をねじって冬芽が問う。三人の子供がいるというのに、この楚そ々そとした美人は二十代半ばくらいにしか見えない。

「いちご！　いちご！」

　冬芽の正面に座って食事をつついていた雛菊が、紅葉もみじのような手にフォークを握にぎりしめたまま軀を揺ゆする。信吾が慌あわてて妹の手を捕とらえ、窘たしなめた。

「こら、危ないだろ。それに雛菊の誕生日じゃないんだから」

「ううん、僕も苺いちごのがいいです。冬芽さんがこの間作ってくださったの、とてもおいしかったし。……思い出したら食べたくなっちゃいました」

　冬芽は料理上手でケーキもよく焼いてくれる。艶つや々つやの苺が溢あふれんばかりに載のせられたケーキは頰ほおが落ちそうなくらい美味おいしかった。

「本当？　そんなこと言われちゃったら、何ホールだって焼いちゃうわ」

　横で竜田揚げをつついていた橙弥が祖そ父ふたちの顔を盗ぬすみ見る。

「十八歳の誕生日か。天音にも渡と月げつの儀ぎを受けさせてやれればいいんだがな」

「橙弥！」

　鋭するどい声こわ音ねで釘くぎを刺さしたのは、男なのにやけに色っぽい美人だった。由羅という名のこの男は、冬芽と清夏の父親だ。当然もう結構な年ねん輩ぱいなのに、やはり年ねん齢れいよりうんと若く見える。

「とげつのぎ……？」

　一体なんの事だろう？　皆みなの不自然な態度が、天音の胸にささくれのように引っかかる。

　誰かが強ごう引いんに話を変えた。

「天音、料理は？　鶏とりの唐から揚あげは鉄板として、サンドイッチとか炒チヤー飯ハンとか、食べたいメニュー、ある？」

　サンドイッチは雛菊が、炒飯は信吾が誕生日に所しよ望もうしたものらしい。

「じゃああの、お好み焼きが食べたいです」

「誕生日にお好み焼きかあ。面おも白しろいわね！　具はなんにしようか。肉は当然として、烏賊いか？　海老えび？　蛸たこ？」

「おもち！」

「桜エビはどう？」

　皆が口々に意見を並べ始める。

「あ、でもその日、式神さんたちは……？」

　ふと不安になって尋たずねると、冬芽が当たり前のように断言した。

「ああ大だい丈じよう夫ぶ、心配しないで。誕生日だけは他の部屋で食事してもらうようにするから」

　……ケーキを焼いてご馳ち走そうを用意するのに、式神たちは閉め出される？

　天音は慌てた。

「そんなの、式神さんたちに申し訳ないです。僕はお世話になっている身なんですから、誕生日なんか気にしないでください」

　遠目に見るだけだけれど天音は知っている。東家の人たちが本当に式神たちを慈いつくしんでいるということを。

「もーっ、この子は、可愛かわいいことばかり言って!!」

「わっ」

　わざわざ席を離はなれて来た冬芽にぎゅうぎゅうと抱だき締しめられてしまい、天音は頰を紅潮させる。

「おまえは居い候そうろうなんかじゃない、俺たちの身内だ。誕生日のお祝いくらいして当たり前なんだよ。いつも我が慢まんしてくれてるのを式神たちだって知っている。喜んで譲ゆずってくれるさ」

　甘やかな目元をますます甘く細めた橙弥に微笑ほほえまれ、天音は俯うつむいた。

「そうなんでしょうか……」

　でも当初、天音は自分だってまともじゃないのに彼らを化け物呼ばわりした。その上、顔を見るなり過呼吸を起こしたりしたのだから、相当に感じが悪い。

「とにかく！　今すぐでなくていいから、欲しいもの、考えておけよ。なしはなしだ」

「────はい」

　ようやく解放され天音は食事の残りを片づけた。お茶を飲んでいけと言われたけれど、天音が食堂にいては式神たちが戻もどってこられない。丁てい寧ねいに断り座ざ敷しきを出る。

「あまね！」

「わ!?」

　あと少しで自室というところで後ろから太ふと腿ももに抱だきつかれ、天音はとっさに壁かべに手を突ついた。見下ろせば、雛菊が満面の笑えみを浮うかべ、天音を見上げている。

「あたらしいぱそこんがほしいってゆってたのに、どうしておねだりしないの？」

　天音は屈かがみ込み、雛菊を抱き上げた。

「そんな高いもの、ねだれないよ」

「おたんじょうびは、なにをねだってもいーんだよ！　ひなぎくはねえ、つぎのおたんじょうびがきたら、あまねのみたいな、ねこちゃんもらうんだっ」

「この間誕生会したばかりなのに、もう来年の事を考えてるの？」

　くすくすと笑う天音の首に、雛菊がぎゅっとしがみつく。その横を天音よりわずかに背の高い少年がすっと追い越こしていった。

「パソコンが欲しかったんだな、伝えとく」

「駄だ目めだよ、信吾君！」

　慌てて後を追いかけようとするも信吾は先へは行かず、両手の使えない天音の代わりに襖ふすまを開けてくれる。首をよじって部屋の中を覗のぞき込んだ雛菊が、あ！　と大きな声を上げた。

「なに……？」

　座ざ布ぶ団とんの上でぴょこりと白いものが動く。

　白い龍りゆうだ。

　十六夜以上に天音の部屋に入り浸びたっている白い龍は、丸くなって寝ねていたのだろう。慌てふためいて飛び上がると、細く開いた障子の隙すき間まから庭へと逃にげて行ってしまった。

「びっくりしたー！　へびかとおもったー！」

　ゆさゆさと軀からだを揺する雛菊を下ろしてやると、走って行ってスパーンと障子を開け放つ。両手を後ろで重ねて踵かかとを上げたり下げたりしながら庭を眺ながめているけれど、白い龍は見つからないようだ。

「雛菊は蛇へびが嫌きらいなの？」

「きらーい。パパもきもいから嫌いだって！」

「俺も嫌いだ」

「そう？　鱗うろこの光こう沢たくとか綺き麗れいだと思うけど……」

　部屋の隅すみに備えつけられた小さな冷蔵庫からペットボトルを出しながらそう言うと、兄妹きようだい揃そろって信じられないものを見るような目を向けてきた。天音はグラスを三つテーブルに並べ、緑茶を注ぐ。

「ねえ、渡月の儀って、なに？」

　この屋や敷しきには秘密が多い。多分教えてはもらえないだろうと思いつつも尋ねると、信吾が拍ひよう子し抜ぬけするほど簡単に答えてくれた。

「ああ、元服の儀ぎ式しき？　みたいな奴やつだ。この家の子供は、十八歳の誕生日を迎むかえたら必ず受ける事になっている」

「どんな事をするのかな」

「そこまで知らないけど、神前で報告とかするんじゃないか？」

「そう……」

　東の屋敷には、小さな神社が隣りん接せつしている。地元の人たちがごく稀まれに訪おとずれるだけだけれど、ここの神かん主ぬしも東家が代々務めているらしい。その辺りを鑑かんがみれば信吾の言う事はいかにももっともらしかったけれど、それくらいなら由羅があんな声を出すわけがなかった。

　──僕は僕の血族について、なにも知らない。

　橙弥も冬芽も身内だと言ってくれるし、皆、親しん戚せきらしく可愛がってくれるけれど、天音はこの屋敷ではあくまで部外者だった。身を守るためと呪じゆ術じゆつ的な知識を与あたえてはくれたけれど基き礎そ程度、符の作り方や術の使い方までみっちり仕込まれている信吾や雛菊とは扱あつかいが全然違ちがう。『渡月の儀』については、その名めい称しようすら天音に知られたくなかった節もある。

　別に不満なわけではない。天音は世話になっている身、この屋敷においてもらえるだけでありがたい。

　ただ、時々どうしようもなく淋さみしくなってしまうだけ。おまえは違う、仲間ではないと線の外に押し出されるような気がして。……本来天音はこの屋敷にいるはずのない存在なんだからその通りなんだけれど、皆があんまりよくしてくれるものだから天音はついつい身の程ほど知らずの我が儘ままになってしまいそうになる。

「俺たち、その日まで純潔でいなければならないんだって。もしこのしきたりを破ったら、渡と月げつの儀ぎを受けなくていい代わりにこの屋敷から出ていかなければいけないって話だ。……変なしきたりだよな」

　天音はゴムを引き抜ぬき髪かみを解ほどいた。美容院に行けず自分で切っているため、不ふ揃ぞろいな長さの髪がうなじを撫なでる。

「だから僕のお父さんはこのお屋敷を出たのかな」

　父と母は高校生の時からのつきあいだと言っていた。

「あ……！　そうかじゃあ、本当にヤったら追い出されてしまうんだ！」

　信吾と雛菊の目に怯おびえた色が走る。いくらなんでも本当に追い出される事などあるまいと思っていたのだろう。普ふ通つうなら純潔を失ったくらいで、血を分けた子供を家から追い出したりしない。でもこの家は、普通とは違う理ことわりで動いている。

　左袖そでをいじりつつ、天音は和わ簞だん笥すに寄りかかった。

「もしお父さんがお母さんと出会わなかったらどうなっていたのかな……」

　天音は夢想する。

　そうしたら天音は生まれなかったかもしれない。

　──でも、そもそも天音が生まれてくる必要などあっただろうか。

　外に出られない。誰だれの役にも立たない。未来を閉とざされ、明るい夢を見る事すらできない子供。

　──僕はなんのために生まれてきたんだろう。

　最初からいなかった方が良かったのではないかと思うのは、おかしいだろうか？

「そしたらあまね、ひなぎくのままのおなかからうまれてきて！　ひなぎくのおにーちゃんになるの」

　廊ろう下かから駆かけ戻ってきた雛菊に飛びつかれ、天音はいいねと力なく笑った。

　雛菊のように無む邪じや気きには考えられない。そうなるためには天音は恐おそろしい目に遭あい過ぎていた。
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　かち、かちとマウスを操あやつる音が静かな和室に響ひびいている。

　天音は膝ひざを抱かかえた格好で、座ざ卓たくに載のせたノートパソコンを操っていた。式神が怖こわくて必要最小限しか部屋から出られない天音は一日の大半をパソコンの前で過ごす。学校に行ってない分、オンラインで受験勉強を進めているのだ。近々受験資格を得るための試験を受ける予定もある。

　でも、今画面に映っているのは小難しい数式ではなく、空を映す湖面だった。海外の有名な絶景である。──天音には多分、一生見られない風景だ。

「綺麗……。いつか本物を見てみたいなあ」

　携けい帯たいが鳴る。画面を確かく認にんした天音の表情がぱっと明るくなった。

「はい、天音です」

『天音？　元気にしているか？』

「うん。お父さんは？　元気？」

　父は単身赴ふ任にん先に戻もどってしまったけれど、週に一度は電話をくれたし、二、三ヶ月に一度は会いにきてくれた。もっと構って欲しいのはやまやまだけれど、父が住んでいる場所は遠いし仕事も忙いそがしいので我が儘は言えない。

『冬芽たちに伝えておいてくれないか？　七月七日の夜にそっちへ行く』

「七月七日？　もしかして僕の誕生日を祝いに来てくれるの……？」

　父も天音の誕生日を忘れてはいなかったらしい。それだけで天音は嬉うれしかった。

『ああ。仕事を終えてからだから、すこし遅おそくなるかもしれないが』

　十八歳の誕生日。

　初めて『変なの』に襲おそわれた日から十年が経たとうとしている。

　ふっとかつて助けてくれた、人に非あらざる者の事が思い出された。あの人は本当に天音を食べに再来するのだろうか？　無意識にくちづけられた唇くちびるに触ふれていた事に気づき、天音はきゅっと手を握にぎり込んだ。

　会えないならその方がいいのに、なにを期待しているんだろう、僕は。

『じゃあ、あたたかいからといってお腹なかを出して寝ないように』

「もう子供じゃないんだからそんな事しません。お仕事、頑がん張ばってね。来てくれるの、楽しみにしてる」

　ちいさな雑音と共に通話が終わる。天音は携帯を静かに閉じると、座卓の上に置いた。

「ほう。おぬしの誕生日は七月七日か」

　耳元で声が聞こえた。

　びっくりした天音が振ふり向くより早く、両りよう肩かたに手が乗せられる。頭を仰のけ反らせ見上げると、十六夜が機き嫌げん良よく微笑ほほえんでいた。

「十八歳になるのであろう？　ようやく渡月の儀を受けられる年頃ごろとなったこと、私も言こと祝ほいでやろう」

「あ……ありがとう。でも、僕は東の家の子じゃないから」

　渡月の儀は、受けられない。

　十六夜が近くにいると、どきどきして落ち着かない。早く手を離はなして欲しいと思うのに、十六夜は離すどころか肩に乗せた手に力を込めた。くるりと軀を半回転させられ、天音は強制的に十六夜と向かい合わされる。背中が座卓にぶつかり、モニターに浮うかんでいたシャボン玉が弾はじけた。

「かまうものか。おぬしにも東の血が流れておるのだろう？」

　東のしきたりを破れと堂々と教きよう唆さする十六夜から目を逸そらしつつ、天音は首を傾かしげた。

「渡月の儀を受けると、なにかいいことがあるの？」

　一いつ瞬しゆん目を見開いた十六夜が楽しげに笑い出す。

「ああ、そうかおぬしは知らぬのだな。渡月の儀を受ければ、式神が得られるのだ」

「式神……？」

「そうだ。強い式神を得れば、強い加護を得られる。……おぬしでも外に出られるようになるやもしれぬぞ？」

　橙弥が天音に受けさせたいと言ったのはだからだったのかと天音は得心した。

　東の家で見た式神は、十六夜を除けば皆みな、素す晴ばらしく強い。確かに『変なの』など容易たやすく蹴け散ちらせるに違いない。

「でも、あんな怖いもの、きっと僕には従えられない。彼らだって僕になんか従いたくないんじゃないかな」

「なぜそう思う」

「だって、東のおうちの人たちは、僕なんかと違ってみんなとても綺き麗れいだもの」

　式神たちは皆、己おのれの主あるじが大好きだった。強面こわもての鬼おに、正親だって橙弥に心しん酔すいしている。きっと東の人たちに式神たちが従いたくなる魅み力りよくがあるからだ。天音には無理だ。

「おぬしとて負けてはおらぬと思うがな。後ろめたいことがある時に見せる上うわ目め遣づかいなど子犬のように愛くるしくて、つい掌しよう中ちゆうに閉じこめ愛めでたくなるぞ？」

　どこか危あやうい空気を纏まとった十六夜がずいと詰つめ寄る。

「十六夜さん？　熱でも、ある？」

　容姿を誉ほめられたような気がしたけれど、天音は自分のことをよく知っていた。

　首を傾げると、十六夜が肩を落とす。

「……まったく、おぬしときたら……」

　俯うつむいたせいで厚く眼前を覆おおってしまっていた天音の黒くろ髪かみが搔かき上げられる。すぐ近くにある美しい顔かんばせを見ていられず、天音はきゅっと目を瞑つむった。

「天音、私を見よ」

　視線を合わせることを強要され、恐る恐る目を上げれば、十六夜が目の奥を覗のぞき込んでくる。

　十六夜の瞳ひとみはまるで職人が丁てい寧ねいに色を載せたガラス玉のようだった。深みのある藍らん青せい色に心まで吸い込まれてしまいそうだ。

「ひとの子として生まれたからには、おぬしとて望んでおるに違ちがいあるまい？　もっと自由に生きたい。好きな場所に行って、伴はん侶りよに愛し愛され、しあわせに暮らしたいと」

　天音は息を吞のんだ。

　瞬またたきを一つする間に景色が変わっていた。

　インターネットで覗き見るだけだった風景が周囲に広がっている。そのただ中で天音は、足首まで湖水に浸ひたっていた。

　思わず見入ってしまう。なんて綺麗なんだろうと。　>>>♥

　──でも、これは、幻まぼろし。

　ふるふると頭かぶりを振ると術が解け、天音は元通り自分の部屋にいた。

「……いいんです。由羅さんも駄だ目めって言ってたし、外に出られなくても今はネットでなんでも見られるから」

　だから、いい。十六夜もいてくれるし、僕は十分幸せだ。

　でも、十六夜はそうかと言ってくれなかった。ただ、含ふくみのある笑えみを浮かべて、子犬を可愛かわいがるように天音を撫なでる。

　そしてその日を境に、十六夜の訪とぶらいはふつりと途と絶だえた。
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「今日も、来ない……」

　天音の呟つぶやきが聞こえたのか、丸くなって微睡まどろんでいた猫ねこがなあんと甘えた声を上げた。紅茶色の軀からだにはちっぽけな白い龍りゆうが巻きついたまま、すよすよと寝ね息いきを立てている。

　座ざ卓たくの端はしに常備しているお菓か子し鉢ばちはこの一週間まったく中身が減っていない。摘つまむ十六夜がいないからだ。

　もう来ない気なのだろうか？

　渡と月げつの儀ぎを受けないと言ったから、怒おこってしまった？

「僕は居い候そうろうで、我が儘ままなんて言える立場じゃないから、当然なのに」

　わかって欲しいと思うのは、無理な話なんだろうか。大体、なんであんな事で十六夜が怒るんだろう。

　十六夜が来やしないかと、天音は障子を開けてみる。庭には誰だれもいなかったけれど、木立の向こうに人ひと影かげが見えた。由羅とその式神、漆しつ黒こくだ。黒くろ豹ひようの化け身しんである漆黒には黒い耳と尻尾しつぽがある。

　──なんであんなに顔をくっつけているんだろう。

　長身の漆黒と色っぽい由羅のシルエットは完全に重なってしまっていた。お喋しやべりするにしても近すぎだと思う。

「いいなあ……」

　橙弥が家族だと怒っただけあって、彼らと式神たちは仲が良い。式神たちは必ず一族の一人を主あるじと定めていて、特別に大事にする。遠目で見るだけだけれど、彼らの関係は単なる主従というよりはわんこと飼い主に近いように見えた。動物が本ほん性しようの式神が多いからかもしれない。天音も猫を連れているけれど、たとえば十六夜があんな風に慕したってくれたら、きっとすごく幸せだろうなと天音は思う。

「そういえば、十六夜さんの主って誰なんだろう……？」

　天音は座卓に顎あごを乗せた。式神であるならば当然十六夜も主を戴いただいているはずなのに、誰かと一いつ緒しよにいるところを見たことがない。

　天音はずるずると横に倒たおれ、寝ねている猫と龍の塊かたまりにもふんと顔を埋うずめる。びっくりした猫に後足で蹴けられたけれど放さない。

　天音の知っている大人たちは皆、既すでに式神とひもづけされている。天音がまだ会った事のない人がいるのだろうか。

「もしかしたら十六夜さんは主の命で僕に構ってくれてたのかな」

　東の家の人たちは皆、腫はれ物に触さわるように天音を大切にしてくれる。その中で十六夜だけ『可哀かわい想そうな』天音扱あつかいをしなかった。徹てつ頭とう徹てつ尾び自分の欲よつ求きゆうに忠実でマイペース。それが逆に心地ここちよかったけれど、それは本当に天音には関心がなかったせいかもしれない。命令が解除されたからこなくなってしまったのかも。

　──菓子が目当てでもいい。十六夜さんが来てくれないと淋さみしい。

　今日は七月七日。天音の誕生日だった。夜になればささやかな誕生日会が催もよおされる。すでに時刻は四時。会が始まってしまえば二人きりで話すのは無理だから、その前に顔を見たい。

「……こんな気持ちで誕生会なんて、やだし……」

　朝からそわそわしていたけれど、天音はとうとう我が慢まんできなくなり立ち上がった。静かに襖ふすまを開けて左右に目を走らせて、式神の気配を避さけつつ食堂へと急ぐ。ロールアップされたジーンズの裾すそから伸のびる足首は細く、十八歳になろうとする男性というよりは少女のようだ。

　すでに大勢が部屋の中にいるらしい。式神たちの放つ威い圧あつ感かんにびくびくしつつ、天音はそっと端の襖を開けて中を覗いた。

「あら」

　配はい膳ぜんをしていた冬芽が一番に気づき、持っていた盆ぼんを卓たく上じように置いた。

「まだ準備中よ。どうしたの？」

　冬芽の声に反応し、近くに座っていた人や式神が振ふり向く。それだけで、足が震ふるえた。心臓が狂くるったように脈打ち始める。

「あの、水色の髪かみの式神がここにいないかと思って」

「水色の髪……？　名前は？」

「十六夜と名乗ってました」

「十六夜？　そんな名前の式神はいないけれど……」

「あの、本当の名前じゃないと思います。あだ名、かな。よく遊びに来てたのに、最近見ないから気になって」

　冬芽の声のトーンが上がった。

「あら、仲良くなった式神がいたのね。少しは怖こわくなくなったのかしら」

　天音は慌あわてて首を振る。

「普ふ通つうの式神はまだ怖いです。でも、十六夜さんにはほとんど力がないから」

「力がない……？　霊れい力りよくを隠いん蔽ぺいする術でもあるのかしら。でも、水色の髪……？」

　冬芽は考え込む。

「誰かしら。崋か山ざん？　私は浅黄色に近いと思うけど、あの髪色は水色に見えないこともないわ」

　天音の目には十六夜の髪は冬の空のように紛まがいのない水色に見えるけれど、別に見本と見比べて判じた訳ではない。浅黄色がどんな色なのか天音にはよくわからないし、冬芽がそう言うならそうなのだろう。

「カザン？　どこにいますか？」

「ごめんなさい。先週からちょっと遠くへ使いに出てもらっているの」

　この屋や敷しき自体にいなかったのなら、会えなくて当然だ。天音は少しほっとした。

「それならいいです」

「今日は誕生日だものね。友達にも祝って欲しいわよね」

　天音は赤くなって俯うつむいた。誕生日に浮うかれているみたいで、ちょっと恥はずかしい。

「あの……、お邪じや魔ましました」

　ぺこりと頭を下げると、天音は廊ろう下かに出て襖を閉めた。式神の存在感が遠ざかり、安あん堵どが一気に押し寄せてくる。襖越ごしになんの話をしていたんだと橙弥が冬芽に問う声がかすかに聞こえた。

　部屋に戻もどろう。

　夜になったら父が来る。冬芽の割かつ烹ぽう着ぎにはかすかにヴァニラの匂においが残っていた。天音のためにケーキを焼いてくれているのだ。

「あ……れ？」

　襖を開けて部屋に一歩踏ふみ込んだと同時に、なにかにぶつかってしまい、天音はよろめいた。こんなに大きな障害物があったっけと瞬いた目に、淡あわい水色が飛び込んでくる。

　さらさらと流れる長い髪。見上げれば、肩かたに白い龍を載のせた美しい男が天音を見下ろし微笑ほほえんでいる。

「天音。十八歳の誕生日、おめでとう」

　──会いたいと思っていた存在が目の前にいた。

「え、あれ……？　お使いに出されてたんじゃなかったんですか……？」

　顔が勝手にほころび、笑えみを形作った。哀かなしい気持ちが晴れてゆく。

　十六夜が優美に首を傾かたむけた。

「お使い？　なんの事だ？　それより贈おくり物があるのだ。こちらへ来い」

　手首を摑つかまれた瞬しゆん間かん、びくりと軀が揺ゆれてしまう。摑まれた手首が熱い。赤くなった顔を隠かくすように俯き、手を引かれるまま部屋を通り抜ぬけると、十六夜はそのまま廊下から庭に下りようとした。でも、天音が履はくものがない。

「待って。履き物が……」

　そう言うと、十六夜はひょいと天音の尻しりの下に腕うでを回して抱だき上げた。

「わ、わ……っ」

　天音は茹ゆで蛸だこのように真っ赤になる。龍もちょろちょろと十六夜の軀を駆かけ上がり、天音の首に襟えり巻まきのように巻きついた。

「しーっ。静かに」

　どちらかといえばほっそりとしているのに、十六夜は力持ちだった。天音の重みなど感じないかのように庭を抜け、山へと分け入ってゆく。

　にいと鳴く声が聞こえた。振ふり返ると猫がきちんと前足を揃そろえて縁えん側がわに座っていた。いってらっしゃいを言われたような気がして、天音は落ち着かない気分になる。いつもはそんなことしないのに、猫は見えなくなるまで天音たちを見送っていてくれた。

　誰だれもいない。

　当然だ。皆みな、大広間に集まり誕生日会の準備をしているのだから。

「どこへ行くんですか……？」

「神社だ」

　東の家が管理する神社が屋敷の近くにあるのは天音も知っていた。

「カザンは大広間へ行かなくていいんですか？」

「崋山？　なぜここで崋山の名が出てくるのだ？」

　え？

　十六夜、イコール、カザンではなかったのだろうか。

　冬芽は他ほかに水色の髪の式神に心当たりがないようだった。それならこの式神は誰なのだろう。

　ざわざわと風に木々が揺れる。戸と惑まどっている間に、古びた神社が見えてきた。十六夜は躊躇ためらいなく階段を上がり、中へと踏み込む。

「僕、こんなところに入っていいのかな」

「かまわぬ。そら今、下ろしてやろう」

　神社の奥、普通ならご神体が奉たてまつられているであろう場所の背後に隠された扉とびらを十六夜が開ける。扉には錠じよう前まえがついていたが、すでに引きちぎられており用をなさなくなっていた。

　促うながされるまま扉をくぐると小部屋があり、ぽつんと銅鏡が飾かざられている。

「それに触ふれろ、天音」

「え？　でも、これ、すごく大事なものですよね……？　僕は東の家の子じゃないのに、触さわったりしていいんですか？」

　遠く声が聞こえた。

　天音は途と中ちゆうで言葉を切り、耳を澄すます。声は、天音を呼んでいた。どこか切せつ羽ぱ詰つまった響ひびきを乗せて。

「僕、呼ばれてるみたい……」

　なんとなく怖くなり逃にげ出そうとすると、式神が入り口の前に立ち塞ふさがった。

「天音。触ってくれぬのか？」

「あの、でも」

「今触ってくれねば、二度と私とは会えなくなるぞ。それでよいのだな？」

「え？」

　今、なんて言った……？

　天音は目を見開き、穴が空きそうなほど十六夜を見つめた。

　噓うそ、だよね？　二度と会えなくなるなんて。

　──惑まどわされては駄だ目め。

　東家の人々にはとても世話になっている。彼らが厭いやがることをしてはいけない。

　でも、本当に、十六夜と二度と、会えないなら？

　駄目だと思うのに心がぐらつく。もしこの銅鏡が神社のご神体ならば、天音が触っていいものではないことは明らかなのに。

　心臓がどくどくと脈打ち、天音を急せかす。どうする？　どうしたらいい？

　長い沈ちん黙もくの後、天音はとうとう言ってしまった。

「じゃあ、少しだけ」

　十六夜の唇くちびるの端はしが上がった。

　天音は軀からだの向きを変え、ご神体の前へと進み出た。手を伸のばしてそうっと触れた刹せつ那な、鈍にぶく光っているだけだった鏡面から白い光が[image: ]ほとばしる。

「わ、な、なに……！」

　眩まぶしくてなにも見えない。それどころか、意識がすうっと霞かすんでゆく。

　龍りゆうが飛びついてきたような気もしたけれど、すぐになにもわからなくなってしまい、天音は意識を失った。
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　夢を見ていた。

　高いところからどこまでも落ちてゆく夢を。

「……！」

　いきなり軀をしたたかに打ちつけられ、天音は驚きよう愕がくした。水音と共に全身が冷たい水に包まれる。

　なに？　なにが起こってるの？

　どうやら、天音は本当にどこかから水の中へと落ちたようだった。夢でない証しよう拠こに息ができない。

　緑がかった水は深く、底が見えなかった。暗い深しん淵えんを覗のぞき込んでしまった天音は水を搔かき、水面に出ようとする。でも、ジーンズはともかくゆったりサイズのパーカーが腕に絡からみついてうまく動けない。

　息が、苦しい。

　おまけに遠くから近づいてくるおおきな影かげに、天音はぎょっとした。

　──黒い──鯉こい……？

　鯉に違いないと思うのだけど、サイズがおかしい。鯨くじら並みの大きさで、ぱっくりと開いた口は天音を一吞のみにできそうだ。

　まさか僕を食べようと思っているわけじゃないよね？

　天音は恐きよう慌こうに陥おちいった。

　怖こわい。

　苦しい。

　誰か、助けて。

　言葉にならない叫さけびが泡あわとなってごぼりと天音の喉のどから零こぼれ出る。

　その時だった。天音の前になにかが進み出た。

　あ。

　白い龍だ。

　龍はしなやかな背を反らして深々と息を吸い込むようなポーズを取った後、勢いよくなにかを吐はき出した。

　きらきらと金粉のようなものが輝かがやく。それはちいさな龍が吐き出したとは思えないほど大きく膨ふくれ上がりひとの姿を成した。

　──十六夜だ。

　目を見開いた天音の前で、十六夜が片手を翳かざす。

『去いね』

　鯉の黒い巨きよ軀くが打ち据すえられたかのようにのたうった。余波だろうか、水流に揉もまれ、天音はちいさく軀を丸める。

　十六夜と争う気はないらしい、鯉はそのまま方向を変えて去っていった。

　振ふり返った十六夜がこちらへと泳いでくる。

　まるで、人魚のようだった。軽く軀をしならせただけであっという間に距きよ離りが詰つまり、腰こしを抱だかれる。十六夜はそのまま上じよう昇しようし、ざばりと飛沫しぶきを上げ水面へと出た。天音はむせながらも、必死に空気を肺に取り込もうとする。

「ごぼっ、う、げほっ……！」

「もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　必死に首にしがみつく天音を十六夜がしっかりと抱きしめる。溺おぼれる人にしがみつかれた救助者が溺れるという話があるけど、式神は沈しずむどころかみぞおちまで水面上に浮うき上がった。そのまま岸へと滑すべるように移動してゆく。

　水から上がったところには、五、六歳くらいだろうか、狩かり衣ぎぬを纏まとった幼おさな子が待っていた。

　血色のいい頰ほおはふっくらとしていて愛らしい。なにが気に入らないのか膨れっ面つらだけど、そうしていてもとても整った顔立ちをしているのがわかる。

　──でも、この子は人間じゃない。

　立ち竦すくんだ天音の背を十六夜が押す。子供の前へ追いやろうとしているのだと気がついた天音は蒼あお褪ざめた。

「な、なに……？　なんで……」

「天音。この者が案あ内ないするゆえ、ついてゆけ」

「で、でも……」

　天音には幼な子が、東家の式神たちほどではないとはいえ『変なの』を遥かに凌りよう駕がする力を秘しているのがわかった。

　怖い。

　ついてゆくなんて無理。

　それなのに十六夜は、ぽんと音を立て煙けむりのように搔き消えてしまう。

「あっ」

　置いて行かれたのだと理解した天音は泣きそうになった。

「情けない顔をするでない。そら、ゆくぞ。こっちだ」

　幼な子がふんすと鼻息荒あらく天音に命じる。顎あごをしゃくる仕草はとても幼な子とは思えない尊大さだ。ついてゆきたくなどないけれど、まわりに広がるのは見知らぬ景色、天音一人では帰れない。

　天音は仕方なく歩き始めた。

　幼な子は湖を離はなれ、森の奥へ奥へと進んでゆく。

「あれが見み初そめたというからどんな麗うるわしい美び姫きかと思いきや、貧弱なおのこよのう。名はなんという」

「あ、天音、です……」

　みそめた？　びき？

　天音には幼な子の言うことがまるで理解できない。

「あの、ここはどこなのかな？」

「鏡の裏側の世界よ」

「か、かがみのうらがわのせかい……？」

「なんだ、知らぬのか？　そなた、渡と月げつの儀ぎを受けるためここにきたのであろう？」

「渡月の儀……!?」

　どういう事だろう。

「あの、違ちがいます。僕にその資格はないはずだし」

「なに？　そなた、誰だれぞと姦かん通つうしたのか？」

「かんつう？」

「契ちぎったことがあるのかと聞いておるのだ。おのこでもおなごでも構わぬ、まぐわったのか？」

　とんでもない単語を平気で口にする幼な子に、天音は真っ赤になった。

「な、ないですっ、そんな……」

「なんだ、驚おどろかせるではない。ではなぜ資格がないなどと言うのだ」

　かさりと傍かたわらの茂しげみがちいさな音を立てる。何気なく目を遣やった天音は竦み上がった。和装の男がいる。この男も人外だ。男の頭の上には三角の耳が、尻しりにはふかふかした尻尾しつぽが生えている。

　男は天音ににっと笑いかけたけど、天音のパーカーから頭を出した龍りゆうがおおきく口を広げて威い嚇かくすると、一いつ瞬しゆんで消えた。

「そなた、聞いておるのか？」

「え、あ、その、僕は東の家の者じゃないから。父がとうに勘かん当どうされていて……」

「……普ふ通つうの人間の血が入っておるのか」

　振り返った幼な子は難しい顔をしていた。

「確かにそれはこの世界を統すべる理ことわりに反するのう。だが、あやつが踏ふんできた場数は桁けた違ちがい。なんとかするであろう」

　幼な子が小さな手を掲かかげ、木々の向こうに見える建物を示す。

「それ、あそこが嫁よめ御ごを迎むかえ入れるためにあやつが整えた御ご殿てんよ。この日に間に合わせるため、ろくにそなたに会いにゆけなかったらしいのう。随ずい分ぶんと嘆なげいておったわ」

　色いろ鮮あざやかな彫ほり物で飾かざられた巨きよ大だいな門。その奥に広大な屋や敷しきが見えた。藍あい色いろを基調にした彩さい色しきは珍めずらしいけれど、水色の髪かみのあの式神には似つかわしい。

　でも、御殿の事など天音にはどうでもよかった。

「よ、嫁御……？　十六夜さん、誰かと結けつ婚こんするんですか……？」

　どうしてだろう、ずきずきと胸が痛む。喜ばしいことなのにひどく哀かなしくなってしまい俯うつむいた天音に、幼な子は呆あきれ顔になった。

「なにを言うておる。嫁御はそなたであろう？」

「────え？」

　幼な子の方こそ、なにを言っているのだろう。

「ほら、はよう行くぞ。婿むこ殿どのがお待ちかねだ」

「ま、待って。冗じよう談だんだよね。僕が嫁御なんて」

「なんと、なにも知らずに攫さらわれてきたのか、可哀かわい想そうにのう。だが、諦あきらめよ。神に見込まれたら逃のがれられぬ」

「かみ……？」

　膚はだが粟あわ立だつ。なんだかとても恐おそろしいことを言われたような気がするけれど、気のせいに違いない。この子がいう神とは、式神のことに決まってる。

　御殿に近づくにつれ、空気の質が変わってゆく。

　押し潰つぶされそうな圧あつ迫ぱく感かんがあった。この先に恐ろしいものがいる証しるしだ。

　怖こわい。

　立ち止まってしまった天音の手を幼な子が引っ張る。

「なにをしておるのだ」

「い、厭いやだ。ここから先には行きたくない」

「今いま更さらそんな我が儘ままが通るわけなかろう」

　凄すごい力だった。姿形はいかにもいたいけなのに妖あやかしだからだろう、幼な子は足を踏ん張って抵てい抗こうする天音をずるずる引きずり、御殿の門をくぐる。

　人の気配などないのに戸が開かれ、幼な子と天音を招き入れた。

「む、無理……っ！　厭だ、放して。怖い……！」

　恐きよう怖ふに胃がひっくりかえりそう。息すらまともにできなくなってきた。

「すまぬのう。我われはあやつに、なにがなんでもそなたを連れてくるよう頼たのまれておるのだ」

　戸が次々と開き、御殿の奥へ奥へと二人を誘さそい込む。

　天音は恐きよう慌こうに陥おちいり暴れたけど、幼な子は意に介かいさない。とうとう屋敷の主あるじがいるのだろう、御み簾すの前まで到とう達たつしてしまう。

　何者かの気配を感じ取った天音は総毛立った。

『変なの』も式神も目ではない。とてつもなく恐ろしいものが御簾の向こうにいる。

　会いたくなんかないのに、御簾が上がってゆく。最後の瞬しゆん間かんまで必死に幼な子の手から逃れようともがいていた天音は瞠どう目もくした。

　御簾の向こうにいたのは十六夜だった。でも、纏まとう空気が違う。

　──脆ぜい弱じやくな力しか持ってなかったはずなのに。

　天音にはわかった。目の前で厳おごそかに座している式神が絶大な力を保有しているのが。

　どうして。

　放射される強い気を浴び、天音は仰のけ反った。嵐あらしのただ中に投げ込まれたようなものだった。ただ相対しているだけでもごりごりとなにかが削けずられてゆく。そもそも脆弱な人間が、こんな大きな存在と同じ空間に存在できようはずがない。

　限界はすぐに訪おとずれた。

　ぷつりと意識の糸が切れ、天音は再び意識を失った。
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　あったかい。

　気持ちいい。

　軀からだの中でなにかが動いている。その度たびに広がる甘い痺しびれを、天音はうっとりと嚙かみしめた。

　──んう……そこ、もっと……。

　夢の中、甘えた声でねだると、誰かがくつくつ笑う。

　そうか。ここが気持ちよいのか。

　奥にあるしこりを優やさしく愛めでられ、天音は熱い溜ため息いきをついた。

　ん、そこ、気持ち、い……。

　気持ちよすぎてマシュマロみたいにとろとろ蕩とろけてしまいそう。

　膚の上を絹糸のようなものがさらさらと流れてゆくのも心地ここちいい。男の腕うでの中、本能の赴おもむくままにより深い快楽を求めて淫いん蕩とうに腰こしを揺ゆらし──、天音は違い和わ感かんに気がついた。

　夢にしては、感覚が鮮せん明めい過ぎない？

　一度気がついてしまったらもう目を閉じている事などできなかった。急激に意識が浮ふ上じようしてゆく。睫まつ毛げをふるりと震ふるわせ、天音は重い瞼まぶたをこじ開けようとした。このたまらなく気持ちのいい夢の中にもっと沈しずんでいたかったけれど、なんだかすごくいやな予感がする。

　目を開けると同時に天音はかたまってしまった。

　鼻の頭がぶつかりそうな距きよ離りに、綺き麗れいな藍らん青せい色の瞳ひとみがあった。

「う、うそ……」

　天音は知らない部屋にいた。天てん井じようが低く狭せま苦くるしくて、褥しとねしかない。

　着ていたはずのジーンズやパーカーは消えていた。下着すらなくなっており、天音は全ぜん裸らだ。同じくなにも着ていない十六夜に抱だき込まれている。

　状じよう況きようを理解すると同時に天音は蒼あお褪ざめた。傷だらけの左ひだり腕うでが剝むき出しになっている。こんな汚きたないもの、十六夜に見せたくない。

　慌あわてて引き締しまった男の腕の中から逃れようとした刹せつ那な、強きよう烈れつな快感が天音を襲おそった。

「や……ん……っ」

　ふるっと軀が震える。達してしまいそうなのをぎりぎりで我が慢まんし、天音は目の前の男を潤うるんだ瞳で見つめた。

　天音の無む垢くな菊きく座ざに十六夜の指が埋うめられている。一体どれだけ前からそこをいじられていたのか、天音の中は熱を持ち、恐ろしく感じやすくなってしまっていた。

「なに、してる、の……？　十六夜、さ、これ、抜ぬいて……っ」

　天音は泣きそうになった。寝ね起おきでぼんやりしていた頭が覚かく醒せいするにつれとんでもない状況にある事がわかってしまい、起きたばかりなのに失神してしまいたくなる。

　裸はだかであるだけでなく、天音は勃ぼつ起きしてしまっていた。はしたなく反り返った陰いん茎けいの先は、均整のとれた美しい肉体をおしげもなくさらした十六夜の腹に当たっている。みじろぐとぬるぬる滑すべるという事は、天音の淫いん液えきで濡ぬれているのだ。

　なんて事をと思うけれど、もっと問題なのは十六夜の隆りゆう々りゆうと猛たけったそれも天音に押しつけられているという事だった。

　なんで……？

　頭が沸ふつ騰とうしてしまいそうだった。

　なんでこんな事になってるの……？

　おまけに十六夜は指を抜くどころか、ゆるゆると天音の中を撫なでている。敏びん感かんな天音の中はそれだけで収縮し、淫蕩に十六夜の指を締めつけた。

「あ……あ……」

「今抜いたら、つらかろう？」

　どうしよう。こんな事、いけないのに。気持ちよすぎて、軀に力が入らない。

　絶え間なく与あたえられる快感に陶とう然ぜんとする天音への愛あい撫ぶを続行しつつ、十六夜がもう一方の掌てのひらを天音の頰ほおに添そえた。

　顔がさらに近くなる。

　気づいた時にはもう遅おそく、天音の唇くちびるは柔やわらかなもので塞ふさがれていた。

「う、ん……」

　動どう揺ようし閉めることも忘れていた歯の間に、舌が忍しのび込む。そうして口を閉じられないようにしてから、十六夜はなにかを天音の喉のどに流し込んだ。

　それは山間を流れる清水のように冷たく清らで、なんの味もしないのに美味だった。

「ン……っ！」

　全部飲み下すと同時に強く奥を刺し激げきされ、天音は震える。堰せきを切ったように白はく濁だくが飛び、十六夜の膚はだを濡らした。

　天音はくったりと脱だつ力りよくし、喘あえいだ。軀は余よ韻いんに甘く蕩け、中にいたってはひくひくと痙けい攣れんしている。

「はあっ、はあ、はあ……っ、あ、ごめ、なさ……僕……」

　十六夜の腹が白にまみれている。

　天音はまだ力の入らない腕を持ち上げ、掌で精液を拭ふこうとした。どういう経けい緯いでこうなったにせよ、自分の出したいやらしい蜜みつが十六夜の膚を汚けがしているのだと思うといたたまれない。

　まだほやんとした表情のまま必死に己おのれの腹を清めようとしている天音を十六夜はしばらく見下ろしていたけれど、やがておもむろに指を抜いた。

「ん……っ」

　感じやすい肉洞をぬるりと出て行く感覚もまた、快美だった。思わず鼻にかかった声を上げてしまい、天音は俯うつむく。

　えっちな声。

　なんでこんな声が出てしまうんだろう。これじゃまるで──媚こびてるみたいだ。さかりのついた雌めす猫ねこみたいに。

　上半身を起こした十六夜が天音の手首を摑つかむ。まずちろりと唇を舐なめた舌が、拭いたのはいいもののどうしようかと迷っていた蜜を舐め取り始めたのを見て、天音は固まった。

「い、い、十六夜、さん……？」

「ふふ。甘いな」

　舌がねっとりと指の股またを舐める。

　目を細めやけに艶つやめいた顔つきの十六夜が指先をしゃぶったり掌に舌を這はわせたりする様を見ていたらまた股こ間かんが熱を持ちそうになり、天音は急いで手を引いた。舐められた手を胸むな元もとに抱くようにして後あと退ずさる。

「なん、で……。なんで僕、こんなところにいるんですか？　ここはどこですか？　僕、なんで裸なんですか？」

　十六夜が脱ぬいだものなのだろう着物を見つけて引き寄せ軀を隠かくす。動転しているせいかどこに袖そでがあるのかわからなかったけれど、とりあえずは左腕を隠せてほっとした。

「ここは私が、おぬしの渡と月げつの儀ぎのため用意した屋形だ」

　天音は蒼褪める。

「僕にはそれを受ける資格がないって、言いましたよね？」

　十六夜も小こ袖そでを引き寄せ袖を通した。慣れた手つきで帯を結び裸ら体たいを隠すが、座ったまま適当に着たせいだろう、襟えり元もとが大きくはだけ、えもいわれぬ色いろ香かを放っている。

「だが、もう渡月の儀は始まってしまったぞ？　おぬしが式神を得るまでこの世界は閉とざされ、現うつし世へは帰れない」

　なんて事だろう。

「式神ってどうやって得ればいいんですか？」

「妖あやかしと契ちぎれば式神と成せる」

「契る……？　ええと、契けい約やくするって事……？」

「そうだな。契約と言えば契約か。人に非あらざる者とまぐわい子種を身の裡うちで吞のめば、誓せい約やくが結ばれた事となるのであるからな」

「────え？　ええ……!?」

　まぐわう？　人に非ざる者──あやかしと？

　十六夜は悪わる巧だくみでもしているかのような楽しげな顔をしている。

「噓うそ」

「噓ではない。東の屋や敷しきにいた式神たちも皆みな、そうやってこの鏡の裏側の世界で調ちよう伏ぶくされた」

　つまり、東の家で暮らしていた大人たちは皆、美び麗れいな式神たちと肉体関係がある？

　下世話な想像をしてはいけないと思えば思うほど顔が熱くなる。言われてみれば確かに皆、式神たちと異様に仲がよかった。庭をそぞろ歩く正親と橙弥を見かけて、なんであんなに顔を寄せてお喋しやべりしているんだろうと思った事もある。あれはもしかして接せつ吻ぷんしていたのだろうか？

「うそお……」

　天音は膝ひざに額がつきそうなほど項うな垂だれてしまった。次会った時、橙弥の顔を見られそうにない。清夏や由羅の顔もだ。

「悪いことなどなにもない。調伏された式神は主あるじの力となる。おぬしでも『変なの』に脅おびえずとも外に出られるようになるのだぞ」

　天音は真っ赤に染まった顔を上げた。

「でも、む、無理……。僕、術者としての手ほどきもなにも受けてないもの。とてもじゃないけど妖を調伏して、セ、セックスするなんて……」

　ずい、と十六夜が前に出た。思わずびくりと反応してしまった天音の頰が、妖あやしく撫でられる。くすぐったいと同時に、電流のようなものが膚の下を走り抜けたのを感じ、天音は身をよじった。

「あ……」

「なに、心配はいらぬ。私がなってやる。おぬしの式神に」

　どくんと大きく心臓が跳はねる。

「でも、十六夜さんはもう、誰だれかの式神なんでしょう？　式神って共有できるんですか……？」

　一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられたような顔をしたものの、十六夜は弾はじかれたように笑い出した。

「いいや。私はまだ誰とも契っておらぬぞ。式神でもない」

「でも……それじゃあなぜ東のお屋敷に……？」

「退たい屈くつで退屈で仕方がなかったゆえよ。現し世には鏡の裏側の世界にはないものがたくさんあるからな」

「ええ……？」

　じゃあ本当に、十六夜は誰のものでもなかったのだろうか。

　別に十六夜が誰のものであろうとどうでもいいはずなのに、ほっとしたような嬉うれしいような変な気分が湧わき上がってくる。

「まさか私ではいやなどと言うつもりではあるまい？」

　十六夜の指が天音の顎あごをすくい、上向かせた。口調はふざけているようなのに、藍らん青せい色の瞳ひとみには凄せい艶えんな光が灯ともっている。

「え……あ、と……」

　鼓こ動どうが速く強くなる。

　十六夜を式神に選ぶのはいい。橙弥の正親のように常に傍そばに控ひかえていて守ってくれたら心強いと思う。でも、式神になってもらうには軀からだを繫つながなければならないらしい。

　十六夜さんと、セックスする？

　────そんなの、無理！

「なぜ返事をせぬ、天音」

　顎を摑む十六夜の指に力が籠こもる。骨が軋きしみそうな力の強さに、天音は眉まゆ根ねを寄せた。

「え、だ、だって……そんなこと急に言われても……困る」

「いやだという意味か？」

「……わからないです。だって僕はずっと十六夜さんは誰かの式神だと思っていて、ち、契りを結ぶとか、考えた事もなかったから……」

　どうしよう、どうしたらいいんだろう。その一言だけが頭の中で空回りする。過か負ふ荷かで火を噴ふきそうだ。

「ふむ。混乱しておるようだな。──考える時間が必要か？」

　天音は壊こわれた人形のようにこくこくと何度も頷うなずいた。与あたえられた大量の情報を、一人で精査する時間が欲しかった。

「よかろう。だが、その前に」

　十六夜が空中で軽く手を打ち振ふるう。すると、ぽんとちいさな龍りゆうが出現した。十六夜の手首を前足で抱かかえ込み、長い軀を螺ら旋せん状に巻きつけている。

「おぬしのほとはとても狭せまくて、私の魔ま羅らを入れたら裂さけてしまいそうだ。早く慣れるよう、仕込ませてもらおう」

　慣れるって──なに？

　反応しない天音の目前で十六夜が手をもう一ひと振ふりすると、龍が形を変えた。なめらかな曲線から成る棒状のものに変化する。かなり細身ではあったけれど、その形状は男性器に似ていた。

「う、噓……っ、いやだっ！」

　後退ろうとした腰こしを捕つかまえられ、引き寄せられる。しっかりと握にぎり締しめていた着物が剝はぎ取られ、褥しとねの上に押し倒たおされた。

「怖こわがらなくともよい。これは私の気を練って作った眷けん属ぞく。程ほど良よく硬かたく柔やわらかく、おぬしに決して苦痛を与えぬ。見ての通り、おぬしの中にすんなり収まる太さだ」

「幾いくら痛くなくても、いやなものはいやだってば、ば、ばかばか……っ！」

　まだ、十六夜と契るなんて言ってないのに。

　暴れる天音の唇くちびるが十六夜の唇で塞ふさがれる。また水を注ぎこむ気だと思ったのだけれど、違ちがった。十六夜が今度天音に与えたのは、本物のキスだった。

「ん……っ」

　深く口が重ね合わされ、舌が入れられる。

　無む垢くな天音は愕がく然ぜんとした。舌というものは、こんなにもいやらしい器官なのかと。

　上うわ顎あごの裏を舐め上げられただけで、腰が浮うくくらい感じてしまう。十六夜は天音の中を全部知りたいとばかりに縦横に、貪どん欲よくに舌を動かした。

　圧あつ倒とうされる。

　十六夜の情熱に。支配される快楽に。

　天音を翻ほん弄ろうしながら十六夜はぐいと天音の膝裏を押し、片足を担かつぎ上げた。

　先刻までいじりまわされ過か敏びんになっていた菊きく座ざに、張り型が入れられる。

「ん……っ、んんー！」

　気を練って作ったと言う通り、それは通常の物体とは違うらしい。なにもつけていないのによくぬめり、引っかかることなく根本まで収まってしまった。

「は……ふ……っ」

「いい子だ。一刻ほどここを離はなれよう。その間、ゆっくり考えるがよい。だが、これを勝手に抜ぬいてはならぬぞ。仕置きされたくなくばおとなしくしておれ。よいな？」

　耳元で言い聞かせられる。その声にも感じてしまい、天音はまたこくこくと頷いた。満足そうに頷いた十六夜が天音を放して立ち上がる。

　遠ざかってゆく足音を天音は甘い余よ韻いんに震ふるえながら聞いていた。

　軀が落ち着くのを待って、ようやく起きあがる。

「今日は僕の誕生日だったのに……」

　どれくらい眠ねむっていたのかわからないけれど、もう父は屋敷に着いているだろう。ケーキまで用意してもらったのに、皆みな、天音がいなくなって心配しているに違いない。

「僕の式神、か……」

　欲しいか欲しくないかと問われれば、欲しいと言うより他ない。十六夜がなってくれるなんて夢みたいだと思う。でも、だからこそ信じられない。

　天音には、橙弥や由羅のような目を引く美び貌ぼうなどない。

　一いつ緒しよにいて楽しい存在でもないと思う。母と一緒に暮らしていた頃ころは、皆が天音に苛いら立だっていた。些さ細さいな仕草の一つ一つでさえ気に障さわるようだった。

　先刻奪うばい取られた着物を引き寄せぎこちない動きで袖そでを通すと、天音は無意識に左袖を引っ張って傷を隠かくす。

　どうしたって十六夜がここまでしてくれる理由が見つからない。

　──なら、他ほかの目的がある……？

「僕はすごくおいしいらしいけれど、食べたいからといって式神になる必要はないだろうし。──っ、まさか僕の軀目当て──なんて事、あるわけないか……」

　自分で言ったくせに途と中ちゆうで恥はずかしくなってしまい、天音は真っ赤になって両手で顔を覆おおった。

　なにを馬ば鹿かな事を言っているんだろう。軀目当て？　こんなにも貧弱で傷きず跡あとだらけの軀を誰が欲しがる？　自意識過か剰じようもいいところだ。

「それに、十六夜さんの話がすべて真実であるという保証もない」

　もっと渡と月げつの儀ぎについて聞いておけばよかったと天音は後こう悔かいする。ああ、でも聞いても教えてはもらえなかったかもしれない。よくしてもらってはいたけれど、天音は所しよ詮せんお客様。あの屋や敷しきでは異分子で、秘密を明かしてもらえるほど信用される存在ではなかったのだから。

「とにかく、今のうちになんとかしなきゃ」

　ぐずぐずしている時間はない。十六夜が帰ってくる前にここから脱だつ出しゆつする。

　立ち上がろうとして、天音は小さくうめいた。腹に力を入れるとそんなつもりなどないのに肉にく筒づつがきゅうっと締まって、異物の卑ひ猥わいな形をはっきりと感じ取ってしまう。どんなにそっと動いても尻しりの間あわいを犯おかしている張り型に中を刺し激げきされてしまい、甘やかな快感が生じた。これでは動きようがない。

「うー」

　もしかして十六夜は、天音が逃とう亡ぼうしようとするのを見み越こしてこんなモノを入れたのだろうか。

　ほんの数歩動いただけで天音は力ちから尽つき、やわらかな褥の上でハムスターのように丸くなってしまった。張り型に嬲なぶられた中が熱く、甘く疼うずいている。

　ふっと後悔が頭を過ぎる。十六夜の言う事なんて無視して、銅鏡に触さわらなければよかったのではなかろうかと。

「──でも、二度と会えないのはいやだって思ったんだ……」

　多分、もう一度同じ選せん択たくを迫せまられても天音は同じ答えを選ぶ。十六夜と永遠に決別することを想像するだけで胸が痛くなる。

　こんな目に遭あわされているのに、馬ば鹿かみたいかもしれないけれど。

　十六夜は大好きな友達だから。

　────友達？

「とにかく、嫁よめなんて無理」

　じっとしていても異物に気を取られてうまく物が考えられない。仕方なく、天音は足の間に手を伸のばした。仕置きされたくなければおとなしくしていろと言われたけれど、こんなものを入れられたままではいられない。

　菊座から飛び出している部分をそっと指で触ってみる。挿そう入にゆうされた時は油まみれのように感じたけれど、指に触ふれた感かん触しよくはシリコンに似ていた。滑すべらずしっかりと摑つかめそうだ。

　深呼吸して、息を止めて。一気に引き抜こうとした瞬しゆん間かん、天音は小さな悲鳴を上げた。

　中で張り型が動いたのだ。

「ひ……っ」

　抜かれてたまるかとばかりに、天音の中でのたうっている。入れる時はなんの抵てい抗こうも感じなかったのに、どう頑がん張ばっても出てこない。

「や、あ……っ！」

　きっとあの張り型が生き返ったのだ。言いつけを破った天音を仕置きするために。

「も、や……っ、あ、ああ、あ……っ」

　痛くはないけれど、イイ場所を容よう赦しやなく刺激され、腰が砕くだけた。先刻出したばかりなのに、もう前が兆きざし始める。

「んっ、ん、ん……っ」

　もう張り型を抜くどころではない。天音はシーツを握り締め、淫いん蕩とうに腰を揺ゆすった。張りつめた陰いん茎けいが絹の褥に擦こすれる際に生まれるささやかな喜き悦えつに夢中になる。

　でも、足りない。

　──そんな事をするのは、とても恥ずかしいことだと知っていたけれど。

　出したい、という雄おす特有の欲よくに突つき動かされるまま、天音は己おのれのペニスを握り込んだ。

　しなければならないことがあるのに、欲に勝てない。羞しゆう恥ち心しんと比例するように快楽は深く、天音は己を前後に激しく扱しごいた。

　気持ちいい。

　このままイきたい。

　他人の寝しん室しつで自じ慰いに耽ふける緊きん張ちようと背徳に軀からだが甘く痺しびれる。

「許さぬと言うたのに、勝手に抜こうとしたな？　天音」

　いきなり笑いを含ふくんだ声が聞こえ、天音は小さな悲鳴を上げた。

　いつの間に戻もどってきたのか、淡あわい水色の髪かみを引きずった十六夜が小部屋の入り口に寄りかかり、天音の醜しゆう態たいを眺ながめている。天音は涙なみだで濡ぬれた顔を上げ、懇こん願がんした。

「……っ、ね、お願い、もう、これ……っ、止めて……」

　十六夜に見られているというのに、つたない手つきで己の前を慰なぐさめるのを止められない。だって中で十六夜の眷けん属ぞくが動いている。中のイイ場所を鼻先でにゅくにゅくと嬲って、その度たび突き上げてくる熱を吐はき出したくて、でも、そんなところの刺激に慣れていない天音にはなかなか欲を吐き出せなくて──。

　甘すぎる責め苦に、おかしくなってしまいそうだった。

「すぐに止めたら仕置きにならないであろう？」

　歩み寄ってきた十六夜が天音の傍そばに膝ひざを突く。意地の悪い言葉に、天音は哀かなしくなってしまった。

「……っ」

　ぽろぽろと涙がこぼれる。

　僕がいけないんだろうか？　でも、いきなり嫁にするなんて言われて、はいそうですかと受け入れられる方がおかしい。それに、人が眠っている間に裸はだかにして、あらぬところまで勝手に暴あばいて、挙げ句張り型まで仕込む十六夜の方が絶対に悪あく辣らつだ。

　それなのに頭上から十六夜の溜ため息いきが聞こえると、天音の軀は竦すくんでしまった。

　もしかして、呆あきれたのだろうか？

　僕があんまりあさましくて。

　僕があんまりみっともなくて。

　でも、十六夜はそこまでサディストではなかったらしい。軽く空を摑むような仕草をすると、脅おびえる天音の中で張り型が動きを止めた。強制的に与あたえられる悦えつ楽らくから解放され、天音は陰茎から手を離はなす。楽にはなったものの天音の屹きつ立りつは張りつめたままだ。

　天音は怠だるい両りよう腕うでで顔を隠す。

「恥ずかしい。もう、死んじゃいたい……」

　ぽふぽふと頭が撫なでられた。

「そのままではつらいであろう。来い」

　抱だき起こされ、頰ほお摺ずりされる。その手に張りつめたモノを捕とらえられ、天音はちいさくもがいた。

「や……」

「泣くな。仕置きは終わりだ。出してやるだけゆえ、おとなしくしておれ」

「ん、ん……」

　厭いやだと頭では思っているのに、十六夜に愛あい撫ぶされると腰こしが震ふるえた。感じたくなどないけれど、張りつめたものを囚とらわれては意地を張りようがない。

　擦こすり立てられ息があがる。もじりと腰が揺れ、膝が立った。

　無意識に天音は十六夜の着物に縋すがりつく。藍らん青せい色の瞳ひとみが愛いとしげに細められ、頰に唇くちびるが寄せられた。

　さっきまであんなに絶望的な気分だったのに、とくりと心臓が高鳴る。　>>>♥

「ん、ふう……っ」

　散々焦じらされた末である。昇のぼり詰つめるのは早かった。

　十六夜の手の中で吐と精せいする。与えられた二度目の絶頂は甘やかで、天音は気がつけば満足げな溜息をついていた。




　　　　＋




　それから数日の間、天音は塗ぬり籠ごめと呼ばれるらしい小部屋に軟なん禁きんされた。天音の服は相変わらず行方ゆくえ不明のまま、仕方ないので十六夜の着物を拝借してなんとかしのいでいる。

　十六夜はどんなに頼たのんでも天音を屋敷に返そうとしない。それどころか天音が傍から離れるのすら許さない。

「あの……十六夜さん。放して欲しいんですけど」

「断る」

　そっけない言葉と同時に口の中に大根を詰め込まれ、天音はもがもがと言葉にならない抗こう議ぎをした。

　天音がいるのは十六夜の膝の上だ。横向きにしっかり抱かかえ込まれたまま、十六夜の眷属であるらしい、人形のように無表情な従者が運んできた昼ひる餉げを食べている。

　一膳ぜんしか運ばれてこない箸はしは十六夜に独どく占せんされており、天音は雛ひな鳥どりのように口元に運ばれた料理をついばむだけ。自分で食べると言っても十六夜は頑がんとして譲ゆずってくれない。十六夜自身はほんの数口、味見程度しか食べないのに。

　一事が万ばん事じこの調子だ。眠ねむる時は腕うでの中に抱だき込まれるし、座る時は膝の上。離れようとすると強ごう引いんに膝ひざ枕まくらさせられたりする。塗籠に入ってから一番離れていた時でも、軀のどこかが十六夜に触れていたような気がした。かといって手を出されているわけではない。菊きく座ざの中には相変わらず厄やつ介かいな眷属が入れられてはいるけれど。

「……でも、漏もれてしまうかも」

「なんだ、食事中にはしたない」

　まるで天音が悪いかのように眉まゆを上げられ、唇が尖とがった。もとはといえば十六夜が四六時中天音を抱き込んでいるのが悪いのだ。トイレに行きたいと申し出るのは内気な天音には恥はずかしくて、ついつい限界まで我が慢まんしてしまう。

　ようやく男の膝の上から解放された天音は、両手を床ゆかについてそろそろと腰を持ち上げながら恨うらみがましく十六夜を睨にらんだ。

「十六夜さんは僕にくっつきすぎです」

「ほう、私に意見する気か？」

　十六夜の口元に意地の悪い笑えみが浮うかぶ。その瞬しゆん間かん生まれた快感に、浮き掛かけていた膝が崩くずれた。

「ひう……っ」

　中に埋うめられた張り型が動いたのだ。座り込んでしまった天音の顎あごを摑つかみ、十六夜が無造作に引き寄せる。そのまま口移しで水を流し込まれ、天音は為なす術すべなく飲み下した。

「ん……」

「終わったらすぐ戻るのだぞ。よいな」

　偉えらそうに命じられ、天音はこくこくと頷うなずいた。刺し激げきされた中が甘く疼うずいている。

　最初のうちは身動きするのも怖こわかったけれど、天音は徐じよ々じよに張り型に慣れてきていた。身動きする度、その存在を意識させられてしまう事に変わりはないけれど、十六夜が動かしさえしなければ、熱い溜息をつく程度でやりすごせる。歩きだそうとした瞬しゆん間かん腰こし砕くだけになるような事ももうない。

「はあ」

　塗籠を出て十六夜の目から逃のがれると、天音は大きな溜息をついた。歩きながら引きずらないよう長すぎる裾すそを引っ張り上げ、前を搔かき合わせる。

　天音の中では欲よくが燻くすぶり続けていた。尻しりに張り型などというものを入れられたままなので当然である。

　すっきりしたくても十六夜が常に傍にいるのだからどうにもできない。トイレで自分で慰めるのも怖かった。十六夜には一人でふしだらな真似まねをしているのがわかってしまう気がする。あんな恥ずかしい思いは二度としたくない。

　御ご殿てんはとても広いけれど人ひと気けがなく、しんと静まりかえっている。用を足した天音はすぐには塗籠に戻らず、ふらふらと歩き始めた。長時間十六夜の傍を離れるのは難しいので、トイレに行くたびに少しずつ建物の構造を把は握あくしようとしているのだ。

　コの字形の廊ろう下かに三方を囲まれた狭せまい庭に抜ぬけると、天音は縁えん側がわに座り込んで一息ついた。

　動いたせいでじんじんと奥が疼いている。どこか物もの陰かげに潜もぐり込んで自じ慰いに耽ふけりたい──ついついそんなことばかりに考えがいってしまう。

　ぼーっとしていると、視界の端はしでなにかが動いた。

「──あ……」

　ふっくらとした頰に、ちいさな軀からだ。ここまで案内してくれた幼おさな子の妖あやかしが柱の陰かげに立ってこちらを見ている。

「こんにちは」

　おずおずと挨あい拶さつすると、幼な子は尊大に頷いた。

「こんなところでなにをしておる」

「あの、外の空気を吸いに……」

　噓うそをつく後ろめたさと、酷ひどい格好をしている恥ずかしさに天音が俯うつむくと、幼な子は廊下を回り込み近づいてきた。

「そういえばまだ名乗っていなかったな。我われは和かず丸まると申す。そなたは？」

「東……東、天音」

　昨年両親が離り婚こんしたため、天音の姓せいは東になっていた。

「随ずい分ぶんとあれに可愛かわいがられているようだな」

　含ふくみのある言葉に、天音は狼狽うろたえる。

「そんな事、ないと思う」

「深い寵ちよう愛あいなくば、数日でここまで神気に浸しん食しよくされるわけがあるまい」

「……しんき？　しんしょく？」

　聞き慣れない言葉に、眉まゆ根ねが寄った。和丸は一体なにを言っているのだろう？

　着物の裾から伸のびた白はく蛇じやの尾おが思わせぶりにうねった。

「そなた、本当にまるでわかっておらぬようだな。このままでは取り返しのつかないことになるぞ。あやつは力に驕おごっておる。かしずかれるのに慣れすぎて、他者の心を慮おもんぱかることを知らぬのだ」

「ちから……？」

　いろんな事があって天音はすっかり忘れていた。この御殿に来た当初、己おのれが、どれだけ十六夜に脅おびえていたのかを。

「東のお屋や敷しきにいた時は、力なんて感じなかったのに……」

　そうだ。なんの力もない、脆ぜい弱じやくな存在だと思っていた。みそっかすの自分に一番近い存在だと思ったから、秘ひそかに親しみさえ感じていたのに。

　幼な子がふんと鼻を鳴らす。

「当たり前だ。現うつし世に行っていたのは、あやつの影かげに過ぎぬのだからな。それから、力なき眷けん属ぞくも送り込んでおったか。式神にならずしてここから出るのは、あやつとてそうそうできぬ芸当なのだ。東の屋敷では、東の一族や式神どもに見つからぬよう、特に力を抑おさえねばならなかったであろうしな」

　思考が止まる。天音はのろのろと顔を上げ、和丸を見た。

「あの人がお屋敷にいたってこと、東のお屋敷の皆みんなは知らなかった？」

「当然であろう？　橙弥の周りをうろうろしているところを見つかったら、正親がただではおかぬ」

　どうやら天音は最初からひどい勘かん違ちがいをしていたらしい。

「正親さんが？　ただではおかないって、どうして？」

「あやつは元々、橙弥を追ってこの世界にやってきたのだ。無む理り矢や理り嫁よめにしようとして、伴はん侶りよの正親と盛大に殺やりあった」

　和丸を見つめるまなざしから光が消えた。

「橙弥さんを……嫁に……？」

　なに、それ。

　……そんなの、知らない。十六夜が橙弥に横よこ恋れん慕ぼしていたなんて。

　でも、考えてみれば、十六夜が現れるのは常に天音一人の時だった。橙弥の前で十六夜がどんな顔をするのか、天音は知らない。

　橙弥は東一族の一員らしく水みず際ぎわだった色男だった。甘やかな美び貌ぼうに陽気な性格。家族のように思っている式神たちを化け物扱あつかいされて腹が立っただろうに、怖がる天音に気を遣つかってくれた。一いつ緒しよにいると楽しかった。十六夜が恋慕するのも納なつ得とくの魅み力りよく的な人物だ。

　天音に渡と月げつの儀ぎを受けさせたらと言ってくれたのも橙弥だった。

　もしかしたら、だからなのだろうか？

　橙弥の願いを叶かなえるために、十六夜は天音をここに連れてきた？

　過去の恋こいの鞘さや当あての結果、今は橙弥に直接会えないようだけれど、天音の式神になれば堂々と東の屋敷にも乗り込める。

　何百年も生きてきた妖にとって数十年程度、瞬またたくほどの間でしかない。橙弥の傍そばにいられるならば、天音に仕えて無む駄だに費ついやしてもいいと思ったのかも。

　──そっか。全部、橙弥さんのため。

　胸にぽっかりと穴が空いたみたいな気分だった。頭の中は真っ白、なにも考えられない。

　ぼやける視界に気がつき、天音は慌あわてて拳こぶしで目元を拭ぬぐった。

　どうして僕、泣きそうになっているんだろう。

　正親には負けるかもしれないけれど、十六夜と橙弥はお似合いだ。別に天音には好きな人もいないんだし、今のままではそんな人ができる希望もない。世の中にはせふれとか、愛のないセックスを楽しむだけの関係もあるみたいだし、外に出られるようになるのなら、十六夜の恋に利用されるくらいなんでもない。むしろ天音としては役得なのではないだろうか。あんなに綺き麗れいな式神を棚たなぼたで従えられるんだから。

　泣く事なんて一つもない。だから、天音は無理矢理唇くちびるの端を引き上げ微び笑しようした。

「ありがとう。和丸くんと話せてよかった。おかげで変な勘違いしないで済んだみたい」

　うまく笑えたか自信がなかった。哀かなしくて、心臓が壊こわれてしまいそう。いっそ死んじゃった方がましだと思うほど苦しい。

　考え込む天音の顔を、幼な子はじいっと凝ぎよう視ししている。だが唐とう突とつに顔を上げると、瞬しゆん時じに床ゆか下したに姿を消した。どうしたんだろうと思っていたら、御殿の奥から十六夜が慌てた風に出てきた。

「天音、ここにいたのか。戻もどってこないから探したではないか。どうした？　なにかあったのか？」

　天音はさりげなく掌てのひらで涙なみだを拭う。

「ううん。なにも。目にゴミが入っただけ」

「……そうか。すぐ戻ってこいと行ったのに、寄り道などしているからだぞ。これからは私の傍を離はなれてはならぬ。わかったな」

　一方的な命令。

　天音は虚うつろなまなざしで十六夜を見上げる。

　心配しているように聞こえるけれど、違う。橙弥を手に入れるためには天音を失うわけにはいかないからだ。それだけだ。

　協力してあげようと天音は思った。橙弥も十八歳の時に渡月の儀を受けたはず、ならば十六夜が失しつ恋れんしたのは三十年近くも昔の話になる。そんなにも長い間を経てもなお慕したい続けているなんて、健けな気げだ。

　可哀かわい想そうな十六夜。

　天音は十六夜の胸に顔を埋うめた。もうなにも考えたくなかった。

「戻るぞ」

　十六夜が天音を抱だき上げる。そうして天音はあっという間に、元いた褥しとねに引き戻された。
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　塗ぬり籠ごめに戻った時にはもう、天音は十六夜の腕うでの中ですうすうと寝ね息いきを立て始めていた。神気を与あたえたせいだ。

　まだ数日しか経たっていないと思っているようだが、天音がここに連れてこられてからもう一週間以上の時が流れていた。時間の感覚がおかしいのは、眠ねむっている時間が長いせいだ。

　褥に下ろすと、十六夜は天音がいい加減に纏まとっていた単ひとえを剝はがした。自分の着物の帯もほどいて横たわると、十八歳にしては華きや奢しやな天音の軀からだを引き寄せる。

「なかなか戻ってこぬゆえ、逃にげたのかと思ったぞ？　まあ、絶対に逃のがさぬがな」

　声こわ音ねこそ優やさしげだが、十六夜のまなざしはぞっとするほど暗く、狂きよう気きすら滲にじんでいた。

　ぴったりと重ね合わせた膚はだを通じて、天音へと神気を流し込む。

　今は天音を魂たましいから作り替かえている最中、絶え間なく神気を与えねばならない。それなのになかなか帰ってこないから焦じれて迎むかえにいったら、廁かわやに天音の姿はなかった。その瞬しゆん間かん、十六夜は全身の血が沸ふつ騰とうするかのような激情に襲おそわれた。

「わかっておるのか？　おぬしはとうに私のものなのだぞ？」

　十六夜は乱れた長い髪かみを気け怠だるく搔かき上げ背後へと流すと、眠る天音に口移しで神気を流し込む。

　ひどく軀が重かった。熱っぽく、時々意識が霞かすむ。

　渡月の儀の間、鏡の裏側の世界は閉とざされるという理ことわりがあって本当によかったと、十六夜はこの世界を作った東一族の先祖、朝とも康やすに皮肉な感謝を捧ささげる。今、東の一族とその式神たちに攻せめ入られたら、間ま違ちがいなく天音を取り上げられたに違ちがいないと断言できるほどに十六夜は弱っていた。だが、無事にこの子を作り替えられそうだ。

　そうしたら、と十六夜は唇の両りよう端はしを引き上げ黒い笑えみを浮うかべる。

　天音が完全に十六夜の思う通りの存在になったら、今度こそ契ちぎりを交かわす。この子のすべてを我がものとする。

　今でも意識を集中すると眷属を通じて、天音の肉の熱さや、柔やわらかな締しめつけが感じられた。天音が常に発情している状態にある事も十六夜は知っている。

　ほんの少し愛あい撫ぶしてやるだけで天音は感じ入り、ここをひくつかせる事だろう。──早く己おのれ自身でここを味わいたいものだとうっそりと微笑ほほえみ、十六夜も目を伏ふせた。ぴったりと重ね合わせた膚を通じて、天音の体温を感じながら。
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　ふっと意識が浮ふ上じようする。

　目を開くより前に、背中を覆おおうように密着している体温を感じた。人ひと膚はだのさらさらとした感かん触しよくが心地ここちいい。

「うん？　目が覚めたか」

　こめかみに唇が押し当てられる。背後から回った手が天音の顎あごを摑つかんだ。振ふり仰あおがされた先には身を乗り出した十六夜の顔がある。

　心臓がどくんと高鳴る。何度見ても慣れない。なんて美しい妖あやかしだろう。

　そして僕は、この美しい妖になにをされようとしているんだろう……？

　和丸と会ってから、天音の中では逃げ出したいという気持ちとこのままおとなしく言う事を聞いていればいいという気持ちがせめぎ合っていた。

　和丸が言うには、このままだと取り返しのつかない事になるらしい。確かに、ただ式神を得るだけにしては十六夜の行いは不可解だった。でも、半はん裸らの十六夜と膚を合わせ、とろとろと微睡まどろむのはたまらなく心地いい。少しでも長く一いつ緒しよにいたくて、ついつい問題を後回しにしてしまいたいという誘ゆう惑わくに負けてしまうほどに。

　──そもそも、今までの僕以上に最低な状じよう況きようってあるんだろうか。

　ずっと、天音は外に出られない自分を、ガラクタのような存在だと感じていた。誰だれにも愛されない、綿のはみ出たぬいぐるみ。あるいは穴の空いたマグカップ。

　だから、こんな自分でも十六夜の役に立てるなら嬉うれしい。本当に、そう思ってたのに。

　──あれ？

　天音はもそもそと身じろぎし、己おのれの胸に手を当てた。

　まただ。心臓のあたりがつきつき痛む。

　ここが痛むのはこれが初めてではなかった。和丸と会ってから時々、思い出したように痛んでは天音を苦しめる。

　僕は病気なんだろうか？

　深く考えたくなくて、天音は目を閉じた。さっきまで眠っていたのに、じっとしているとまた眠くなってくる。とろりとした眠ねむ気けに身を委ゆだねようとしつつも裸はだかでは心こころ許もとなくて、いつの間にかはだけていた単を引っ張って醜みにくい左ひだり腕うでを隠かくそうとして──天音は上半身を起こした。

　腕を明るい側に向けてしげしげと眺ながめる。

　十六夜が眠たげに尋たずねた。

「どうした」

「傷きず跡あとが、薄うすくなってる……」

　気のせいじゃない。数日前と明らかに違う。

「よかったではないか。現うつし世に戻る頃ころにはのーすりーぶを着られるようになっているやもしれぬぞ」

　ざわりと背筋に異様な震ふるえが走った。左腕がこうなってから天音は真夏でも長なが袖そでしか着なくなった。醜い腕を見られたくなかったからだ。

　天音の頭を撫なでまた微睡もうとする十六夜の方へと、天音は軀の向きを変える。

「これ、十六夜さんがしたんですか……？」

　十六夜が閉じていた目を開けた。藍らん青せい色の瞳ひとみにはなんの感情も見えない。

　和丸との会話が急にひりひりするような切せつ迫ぱく感を持って思い出される。

「教えて。僕の軀になにが起こっているのか。あなたは一体──僕になにをしているの？」

　十六夜は天音を引き寄せ、ごろりと寝ね返がえりを打った。無む理り矢や理り引き倒たおされた天音は、十六夜の軀の上に半ば乗り上がった格好になってしまう。

「別にどうでもいいであろう？　悪い事など一つもないのだから。……まあ、もしいやだと言ったところでもう手て遅おくれだがな」

「どういう、意味？」

　十六夜の胸の上に両手を押し当て、天音は頭をもたげた。

「なぜ私が怖こわくなくなったのだと思う？」

　なんの話だろうと考え、天音は思い出す。この御ご殿てんに来た時、十六夜の気配の恐おそろしさに失神してしまった事を。

　でも今は、全然怖くない。

「怖いのは格が違いすぎるゆえ。弱きものは本能的に強きものを恐れる。なればどうすれば怖くなくなる？」

　天音は十六夜の唇くちびるを凝ぎよう視しした。

「強くなればよいのだ。ゆえに、おぬしの中に私の神気をそそぎ込んだ。おぬしはもう東の一族の誰の式神に会っても怖いとは感じるまい。弱い妖どもはおぬしを恐れ逃げるであろう」

　──加護を与えられるのは、式神を得た後ではなかったのだろうか？

「神気って、なに？」

　十六夜がにっこりと微笑む。

「神が持つ、霊れい気きのようなものだな」

「神って、式神のことですよね？」

　いいや、と十六夜は首を振った。

「そういえばおぬしは、私をあの者たちの仲間だと思っていたのだったか。違うぞ、天音。式神とは全然違う。私は水神、本物の神だ」

　────え？

　頭の中が真っ白になった。

『変なの妖』でも式神でもなく、神様？

　呆ぼう然ぜんとしている天音の口が塞ふさがれる。先刻と同じ美味な清水が口移しで与あたえられた。

　思考停止し、無む抵てい抗こうに飲みくだしてしまった天音の頭を、十六夜が誉ほめるように撫でる。

「私の神気はうまかろう？　もうすぐおぬしの魂たましいは完全に作り変えられ、私と同じ神気を纏まとうようになる」

「!?」

　どうやらしょっちゅう飲まされていた水が神気だったらしい。そして天音は知らないうちに変化させられていた。強く。神に近いものへと。

　軀からだの奥底から震えが湧わいてくる。

　これで『変なの』が寄ってこなくなる？

　自由に外に出られる？

　そうできたら嬉しいと確かに思っていたけれど、そちら方面の知識に疎うとい天音でもわかる。普ふ通つうの人間が神気を纏えるわけがない。

　──僕は一体、どうなっちゃうんだろう。

「なんで……？」

「うん？」

「なんでそんな大変なことを、僕に一言も言わずにしてしまうんですか……？」

　天音の硬かたい表情に、ようやく十六夜も起きあがった。

「なにを怒おこっておる。別に痛くも苦しくもなかったであろう？」

「そういう問題じゃないです」

「おぬしは私の、いわば嫁よめ御ごとなるのだ。妖なぞに侮あなどられるようでは困る」

「お嫁よめさん……？」

　天音は血が滲にじむほど唇を嚙かみ締しめた。どうにも自分を抑おさえられない。

「僕のことなんて、好きでもなんでもないくせに」

　十六夜が慕したっているのは、橙弥だ。

　天音は、お飾かざりの主あるじ。

「なぜそんなことを言う」

　本心を見み抜ぬかれたのが気に入らないのだろうか、十六夜の表情に暗雲がわいた。

「だってそうでしょう？　騙だますようにして連れてきて、眠ねむっている間に裸にして、いやだって言ったのに張り型まで仕込んで。──本当に好きならこんなこと、するわけありません」

「それは……」

　初めて十六夜がひるんだ。天音は静かに畳たたみかける。

「あの日は僕の誕生日だったんです。久しぶりにお父さんに会えるはずだった。きっと僕が消えて心配してます。どうか僕を現し世に帰してください！」

　言葉を連ねるにつれ、気持ちが高ぶってゆく。自分で自分を制せい御ぎよできない。

　限界だったのだとようやく天音は気づいた。

　大だい丈じよう夫ぶだと思っていたけどちっとも大丈夫じゃなかった。他ほかの人の代わりに抱だかれるなんていや。ちゃんと自分を見て欲しい。いいように弄もてあそぶのではなく、恋こい人びとみたいに大事にして欲しい。押し殺していた感情が溢あふれ出し、爆ばく発はつする。

「十六夜さん──いいえ、十六夜さま。お願いです」

　敬けい称しようを変えた瞬しゆん間かん、十六夜の目を傷ついたような色が過よぎった。返事をする声も心なしか力ない。

「──契ちぎりを結び、術が完成するまでは駄だ目めだ」

　天音は奥歯を嚙み締める。

「契りなんて結ばない。これ、抜ぬいてください。僕を帰して！」

　おとなしい天音が激げつ昂こうし本気で張り型を抜こうとしているのを見て、十六夜は戸と惑まどったように眉まゆを顰ひそめた。

「なぜいきなりそういうことを言い出すのだ。おぬしとて私を好いておろう？」

　全身から血の気が引く。

　好き？

　──そっか。そうだったんだ。

　恐ろしい化け物がうようよしている東の家で暮らさざるを得なくなり脅おびえていた天音にとって、十六夜は貴重な心安らぐ存在だった。この美しく傲ごう慢まんな神はあっという間に天音の特別な存在になった。ただ一度だけキスした相手の男に似ているからかもしれないけれど。

　秘ひそかに触ふれて欲しいと思っていたから、不ふ埒らちな真似まねをされても心から怒れなかった。おとなしく従った上、十六夜の恋こいに協力してやろうとさえ思っていた。

　でも、天音の気持ちを知っていて利用しようとするなんて酷ひどい。神様である十六夜にとって天音など、踏ふみ躙にじってもかまわない卑ひ小しような存在なのかもしれないけれど。

「あ……あ……あなたなんて、嫌きらいだ……」

　十六夜の纏う神気が明確に変わった。

「今、なんと申した」

　剣けん吞のんな表情に心臓が竦すくむ。でも、天音は負けじと叫さけんだ。

「嫌い。大っ嫌い！　あなたなんていらない！　契りなんて、絶対に結ばないから！」

　次の瞬間には強く手首を摑つかまれ、引き倒たおされていた。

　十六夜の顔を見た天音は竦み上がった。

　十六夜は、激げき怒どしていた。

「この私の力を分け与えてやったというに、嫌いと言うか。あまつさえ──いらぬ、だと？」

　ああ、この人は本当に神様だったんだ。

　炎ほのおのように燃え立つ十六夜の怒いかりを膚はだで感じた瞬間に、天音は理解した。自分とはまるで違う存在なのだと。　>>>♥

　──人の物差しで見れば十六夜は勝手で傲慢だ。でも神様が、与える加護や神しん罰ばつについて一々説明したりするだろうか。ありがたがって拝受されるのが十六夜にとっての当然、きっと非難なんかされたことがない。

「優やさしくしてやるつもりだったが、やめた。今すぐおぬしを我がものとする」

「いや……！」

　橙弥のことが、好きなくせに。僕のこと、抱いたりしないで。

　天音は滅め茶ちや苦く茶ちやに暴れて、のしかかってくる男の下から逃のがれようとした。でも、抵抗は途と中ちゆうで潰えてしまう。天音の中で動き出した張り型のせいだ。

　ずん、と。ずっと疼うずいていた急所をまともに突つき上げられ、頭の中が真っ白になった。

「……あっ……」

　細い肢し体たいがしなる。腰こしが軽く痙けい攣れんする。

　前に仕置きを受けた時よりずっと重い衝しよう撃げきに、天音は息を詰つめて耐たえた。でも、天音が落ちつくまでそれは待ってくれない。熱く湿しめった洞うろの中で淫みだらな蠕ぜん動どうを始める。

「や……や……っ」

　蕩とろけてゆく。あっという間に。

　中ちゆう途と半はん端ぱに煽あおられ続けていた肉体は、ようやく与えられた刺し激げきに歓かん喜きした。

　腹がひくひくと震ふるえながら張り型を締めつけようとする。みっちりと吸いついた肉にく壁へきは張り型が蠢うごめく度たびに快楽におののき、熱を増した。

　たちまちのうちに力を失った贄を見下ろし、十六夜は冷ややかに目を細める。

　腰の下に寝しん具ぐが押し込まれ、軀が丸められた。片足を摑み、あられもない姿勢を強しいてから十六夜が深々と埋うまった張り型を摑む。

「ひ、う……っ」

　ゆっくりと抜き出されたものを見た天音は目を瞠みはった。挿そう入にゆうされた時は細かった張り型は別物のように膨ふくれ上がっていた。

　こんなに太いモノが自分の腹の中に収まっていたなんて、実際に目にしても信じられない。

　十六夜が放ほうり出した張り型はすぐさま小さな龍りゆうの姿へと変化し、くわあっと口を開け大きく伸のびをした。

　天音の足がさらに大きく割り開かれる。

「もう少し熟うれるまで待つつもりだったのだが仕方がない。少し痛いやもしれぬぞ」

「十六夜、さま……」

　それ以上は言葉にならなかった。

　十六夜が入ってくる。

　言葉通り、張り型はまだ十六夜の大きさに至っていなかった。でも、だからこそ十六夜の圧あつ倒とう的な質量が、天音にはまざまざと感じられた。

　おっきい……。

　限界まで引き伸ばされ、今にも裂さけてしまいそうな緊きん張ちよう感かんはあるものの、想像していたほどの痛みはない。

　時間をかけてほぐされた天音の肉は十六夜の魔ま羅らをやわらかく吞のみ込んだ。

　いやなのに。

　なかなか奥まできてくれないもどかしさに天音の洞がきゅううと締まる。そうすると余計に十六夜の熱と猛たけ々だけしさを感じてしまって、天音は震えた。

　気持ち、いい……。

「天音、大丈夫か？」

　眉まゆ根ねを寄せたまま固まってしまっている天音がよほど苦しそうに見えたのか、十六夜が動きを止める。背中を丸め、頰ほおや鼻先に接せつ吻ぷんされると、つんと鼻の奥が痛んだ。

　僕はなんてばかなんだろう。

　酷い事されているのに、キスしてもらえて嬉うれしいなんて思っている。

　もっと深く十六夜をくわえ込みたい、思い切り抱いて欲しい。

　でも、だめ。

　天音は十六夜の肩かたを押した。

「抜いて……」

　拒きよ絶ぜつを示す天音に、十六夜の表情が険しくなる。

「……痛くはなさそうだな」

「十六夜さま、お願い。厭いやです」

　天音の手首が摑まれ、シーツの上に縫ぬい留められた。根本まで埋まっていた太いものが、ゆっくりと抜き出される。

　強い摩ま擦さつに生み出される快感に腰が抜けそう。仰のけ反り声もなく唇くちびるを震わせる天音を見下ろし、十六夜は冷れい酷こくに言い放った。

「すぐ、厭だなんて言えぬようにしてやろう」

　奥まで一気に貫つらぬかれ、天音はわななく。

　腰が引かれ、また突き上げられた。

「や……やああ……っ」

　動く度に十六夜は、狙ねらったかのように天音の弱い場所を擦こすり上げる。

　──狙ったかのようにじゃない、狙っているんだ。

　そう気がついた天音は必死にもがいた。突き入れられる度に強きよう烈れつすぎる悦えつ楽らくに襲おそわれ、おかしくなりそうだ。

　でも、どんなに身をよじっても十六夜は的を外さない。執しつ拗ように追い立てられ、天音はとうとう啜すすり泣き始めた。

「ん……っ、やだ、十六夜さま……っ。もうやめて……お願い、許して……」

「これしきで許すわけなかろう……？」

　ぐりぐりと切っ先で凝しこりを抉えぐられ、天音は無意識に太ふと腿ももで強く十六夜の腰を挟はさみ込んでしまう。

「ん──っ」

　きゅうきゅうと凶きよう悪あくな太さの魔羅を締しめつける。そうすると、気が遠くなるほど気持ちよかった。

「あ、や、十六夜、さま……っ」

　厭だといいつつも軀からだは正直だ。蕩けた表情で喘あえぐ天音に目を細めると、十六夜は褒ほう美びとばかりに天音のピンクの屹きつ立りつに手を伸ばした。

「そら、気持ちよかろう？」　>>>♥

　先せん端たんをぐりぐりと掌てのひらに擦りつけられ、天音は掠かすれた悲鳴を上げる。すでにたっぷりと蜜みつで潤うるんでいた天音の陰いん茎けいはぬるぬるとよく滑すべり、十六夜の掌に透とう明めいな絵を描えがいた。

「んっ、んっ」

「素す直なおになれ、天音。そして私の寵ちよう愛あいを受け入れろ」

　そうできたら、どんなにいいだろう。

　でも、天音はぐすぐすと泣きながら首を振ふった。

　だって天音は好きなのだ。十六夜が。橙弥の代わりなんて、我が慢まんできない。

「強ごう情じような」

　十六夜がぐっと軀を前ぜん傾けいさせた。凶きよう器きのようなものに最さい奥おうまで突かれ、天音は息を吞む。

　まさか……。

　そのまさかだった。腹の奥に、十六夜が精を注ぎ込む。

「いやあ……っ」

　取り返しのつかないことをしてしまった。そんな気がした。

　不思議な感覚に襲われ、天音は睫まつ毛げを震わせる。

　腹の奥が熱く痺しびれた。

　十六夜の出したものが熱いのかと思ったのだが、そうではない。なにかが爪つま先さきまでゆっくりと広がってゆく。

「あ……」

「これでおぬしは私のものだ」

　繫つながったまま、前のめりに軀を倒たおした十六夜に抱だきしめられ、天音はしゃくりあげた。

　軀の中で、なにかが変わってゆく。

　なんだかよくわからないけれど、怖こわくてたまらない。

　十六夜が濡ぬれた目め尻じりを吸う。好きじゃないのなら、優やさしくして欲しくなんかないのに。

「泣くな」

　十六夜が溜ため息いきをつき、目を覆おおうように掌をあてがう。なにか術を使う気だと気づいたけれど、時すでに遅おそく、天音はふつりと糸が切れたように意識を失った。




　　　　＋　　＋　　＋




　熱くぬかるんだ天音の中からまだ猛たけっているモノを抜ぬき出すと、十六夜は夜着を引き寄せた。正体なく眠ねむっている天音にかけてやる。

　天音の肢し体たいは甘い蜜のようだった。もっと溺おぼれていたかったけれど、十六夜にはしなければならないことがあるし、この子は十六夜の寵愛を望んでいなかったようだ。

　──あの蕩とろけるような笑え顔がおは、熱い視線は、自分を慕したっていたからではなかったのだろうか。

　十六夜は乱れた髪かみを後ろへと払はらった。釈しやく然ぜんとしないが、あれだけ厭がられたのだ。

「きっと私はまた愚おろかな間ま違ちがいを犯おかしたのだな。──まあ、よい。目的は果たせた」

　十年、待った。

　この時が来るのを心待ちにしていた。

　今度こそ手に入れられると思ったのに、駄だ目めだったらしい。

「さっさと解放してやるのが、この子のためなのであろうが──」

　また次を探す気にはなれそうになかった。天音を離はなしたくない。

　天音の守りに小さな龍を残し、十六夜は塗ぬり籠ごめを出た。ひとの姿をとった眷けん属ぞくが音もなく近づき、十六夜の肩に小こ袖そでを着せ掛かける。衣装を捧ささげ持ち次々に歩み寄る眷属たちに衣装を着つけられつつ庭に面した部屋へと抜けると、思った通り橙弥や清夏、そしてその式神たちがいた。

　天音と契ちぎりを結んだ結果、鏡の裏側の世界が再び開かれたのだ。

　天音を取り戻もどしにきたのだろう。彼らは十六夜が姿を現すと話すのを止やめて殺気立った。

「水色の髪と聞いてまさかと思ってたんだけど、やっぱりあんただったのか」

「久しいな、橙弥」

　十六夜は目を細めた。この男と言葉を交かわすのは二十五年ぶりだった。今いま更さら旧交を温める気はないらしい。橙弥の表情は敵に対するそれだ。

「天音はどこだ」

「すまぬが、今は教えられぬ。ようやく誓せい約やくが結ばれ、疲つかれて眠っておるゆえ」

　閨ねやを共にしたばかりだとほのめかすと、清夏が歯は軋ぎしりした。

「てめえ……っ」

　暇ひまさえあれば東の屋や敷しきを覗のぞいていた十六夜は知っている。この男が、母に見捨てられ父からも引き離はなされて気落ちしていた天音をとても気にかけていたことを。清夏だけではない。東の屋敷のものは皆みな、天音を可愛かわいがってくれていた。

　殴なぐりかかるつもりか、前へと出ようとする清夏を橙弥が制する。

「落ち着け。──十六夜、教えてくれないか」

「ほう。なにをだ？」

　十六夜は優美に首を傾かたむけた。清夏ほどあからさまではないが橙弥も怒おこっているようだった。橙弥の憤ふん怒ぬに反応し、式神である武士もののふ姿の鬼おに、正親もぴりぴりとした気配を発している。

「あんた、ここでおとなしく浄じよう化かに勤いそしんでいたんじゃなかったのか？　最後に見た時には身動きすらろくにできないくらい弱っていたよな？　穢けがれも酷ひどかった」

　十六夜は苦い微び笑しようを浮うかべた。

　懐なつかしい話だ。

　十六夜はもともとはある川の神だった。多くの信しん仰こうを集め、土地神としても高位にあったが、時代の移り変わりと共に力を削そがれ、穢され、理性さえも失った。

　そんな時に橙弥と出会った。

「うむ。だが、この世界は清らかな霊れい気きに満ちているゆえ、怪け我がも穢れも五年も経たたぬうちに落ちついた」

　無む性しように欲しくなってしまい我が武む者しや羅らに橙弥を求めた。神としてしかひとと接したことのなかった十六夜が、己おのれの意志でひとを欲ほつしたのは、あれが初めてだったと思う。

　だが、すでに正親という伴はん侶りよがいた橙弥は十六夜を受け入れようとしなかった。

　今ならわかる。当てつけるように橙弥にひどいことをしてしまったのは、拒きよ絶ぜつされて哀かなしかったからだと。

　十六夜はずっと独りだった。それが当たり前だと思っていたのだが、本当は淋さみしかったのかもしれない。消えゆく前に、誰だれかと縁えにしを結んでみたかった。

「しばらくはおとなしくしていたのだが、待っても待っても東家の若者など来ぬ。どうにもじっとしていられなくて、どんな子が育っているのかと、現うつし世に眷属を飛ばしてみた」

　東の子供は十八歳になると渡と月げつの儀ぎを受け、この鏡の裏側の世界に棲すむ妖あやかしから伴侶を選ぶ。橙弥は無責任にも、そこで新たな出会いを待てばいいと十六夜を焚たきつけた。でも、東の家にはそうたくさんの子供がいるわけではない。

　神や妖は長命であるが、別に気が長いわけではないのだ。

「鏡の裏側の世界の妖は、式神にならないと現し世へは行けないんじゃないのか？」

　清夏の疑問に、十六夜はしれっと微笑ほほえんだ。

「普ふ通つうはそうらしいな」

　橙弥が苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

「清夏。かつてどれだけ力ある神だったか知らないが、こいつは変に器用なんだ。以前も俺を追い、入れないはずの鏡の裏側の世界に入り込んでのけた」

　東の家の式の中にも神として祀まつられていたものはいる。

　だが、異国から概がい念ねんとして流入してきた神や小さな集落で祀られてきた祟たたり神と、太古の昔から流域の住民に信仰され、数え切れぬほど神力を振るってきた土地神とでは積み重ねられてきたものが違ちがった。十六夜は極きわめて実戦経験豊富で、術の扱あつかいに長たけている。

「だが、東の屋敷にはどうにも嫁よめにしたいと思える子がおらぬ。つまらぬゆえ、屋敷に出入りする者たちの荷に眷属を紛まぎれ込ませてあちこち見て回っていたら、天音を見つけた」

「でも、天音の魂たましいは、あんたが惚ほれるほど綺き麗れいじゃなくないか？」

　十六夜は眉まゆを上げた。確かにかつて橙弥に執しゆう着ちやくしたのは魂の美しさに魅みせられたがゆえだった。そして天音の魂は特異ではあるが、橙弥のように光り輝かがやいているわけではない。だが、もはやそんなことは十六夜にとって問題ではなかった。

「魂の美しさに固こ執しゆうしていたのは、己が穢れていたゆえだ。浄化されるにつれ、嗜し好こうが変わった」

「え、そうなのか!?　だけど、天音は東の一族じゃないし」

「それがどうした」

　橙弥も清夏も眉を顰ひそめた。

　この東という古いにしえから連綿と続く一族は真ま面じ目めだ。古い言いつけに背そむいてはならないと頭から信じ込んでいる。渡月の儀で式神を従えるのも東の一族の者以外には許されぬ仕し儀ぎだと思っているのだろう。

　だが、十六夜は、神だ。たかがひとの子の作った決まり事に従う気はないし、術というものには必ず破る術があるものだと知っている。

「私が娶めとると決めたのだ。あの子は私のものだ」

　十六夜の放った一言にその場の空気が変わった。橙弥と清夏の表情が張りつめ、橙弥の式神が太刀たちの鯉こい口ぐちを切る。

「あのなあ、あの子は妖のことも、東のしきたりのことも知らないんだぞ」

「必要なことは私が教えるゆえ、かまわぬ」

　橙弥はがしがしと頭を搔かき回した。

「とにかく、誓約が結ばれてしまったなら仕方がない、天音の式はあんただ。でも、あの子は大事な預かりものだ。急にいなくなったせいで皆が心配している、一いつ旦たん返せ。悪いようにはしないから」

「断る」

　一度渡わたしたら天音は帰ってこない。

　自分がなにをしたのか、十六夜はちゃんとわかっていた。

　無む理り矢や理りあの子を抱だいた。東のものたちに引き合わせたりなどしたら、あの子は十六夜の悪行を訴うつたえるに違いない。十六夜の力は強いが、ひとは狡こう猾かつだ。隠かくされてしまうかもしれない。

　そんなのは駄目だ。

　やっと見つけたのだ。愛ういと思える存在を。

「勝手に天音を攫さらっておいて、なんだその態度は！」

　清夏が大声で怒ど鳴なり、符を振ふりかざす。十六夜と二人の術者、そして式神たちの間の緊きん張ちようが高まった。ここにいる全員が尋じん常じようならざる霊れい力りよくの持ち主である。各が纏まとう霊気が反発しあい、ぱちぱちと火花が散る。

「言っておくが、こそこそ探しても天音は見つからぬぞ」

　清夏という男はとことん交こう渉しようごとに向かない性格をしていたらしく、十六夜の言葉にあからさまに表情を変えた。

　橙弥が溜ため息いきをつく。

「あのな、十六夜……」

「おぬしたちで私を引きつけておく作戦だったのであろう？　侵しん入にゆうしたのは術者が六人にその式神か。ひとの家に勝手に上がり込むような輩やからには仕置きが必要だな」

　どこか遠くで叫さけび声があがった。

　橙弥と清夏が色を失う。式神が腰こしを落とし、抜ばつ刀とうの構えに入った。

「やめろ、十六夜。怪我人がでたら穏おん便びんに済ませられなくなるぞ」

　十六夜は小さく笑った。

　端はなから穏便にすますなど不可能だ。

　──あの子はどんなに深い快楽を与あたえても、最後まで厭いやだと言い張った。

　急になにもかもが厭になってしまい、十六夜は抑おさえていた神気を解放した。

　早く目の前の邪じや魔ま者ものたちを追い払はらい、あの子のもとへ戻りたかった。

「断る。さっさと去いね！」

　術者と式神を威い圧あつする。神気を乗せた声は空気を震ふるわせ響ひびきわたり、橙弥と清夏に膝ひざを突つかせた。




　　　　＋　　＋　　＋




　おおきな声が聞こえたような気がした。

　飛び起きた天音は、ぱちぱちと目を瞬またたかせた。

　この部屋、こんなだったっけ？　光の加減だろうか、やけになにもかもが色いろ鮮あざやかに見える。それに、なんだか腰がひどく重おも怠だるい。

　ちいさく首を傾かしげ、思い出す。

　そうだ、僕、十六夜さまに抱かれたんだ……。

　ただ触ふれていた時とはまるで違う体温やくちづけの甘さ、絶望的な気分を思い出してしまい、天音は単ひとえを搔かき抱いだいた。

　室内に十六夜の姿はない。今までは片時も天音を傍そばから離はなそうとしなかったのに。

　天音は一人だった。

　急にひどく哀しくなってしまい、天音は顔をくしゃくしゃにゆがめた。

「う……っ」

　十六夜はどこへ行ったのだろう。現し世に自由に行けるようになったから、橙弥のもとへ行ってしまったのだろうか。天音を置いて。

　ほろほろと涙なみだがこぼれ落ちる。

　不思議だった。

　どうしてこんな気持ちになってしまうんだろう。最初からこうなるってわかってたのに。

　天音はガラクタ。大事にしてもらえるような価値なんかないって、知ってたのに。

「うう……っ」

　泣きながら天音は夜着に袖そでを通した。長い裾すそを引きずらないよう引っ張り上げ、前で搔き合わせる。

　用は済んだのだ。帰ろう。

　御ご殿てんの中はいつもと違い、騒さわがしかった。天音は音の源へとふらふらと進んだ。誰だれだか知らないけれど、帰り道を教えてもらうつもりだった。

　明るいところに抜ぬけたなと思った時、聞き覚えのある声が聞こえた。

「天音!?」

　天音は慌あわてて涙を拭ふく。

　改めて目を開けてみると、驚おどろいたことに橙弥がいた。清夏や式神たちもいる。そして、十六夜も。

　よかった──いた。

　でも、天音を目にした十六夜の表情は見る間に険しくなった。

「誰だれが閨ねやを出ていいと言った！」

　叩たたきつけられた怒ど気きに、全身が竦すくむ。

　なにかがぷつりと千切れた。

「う……ふう……っ」

　止まりかけていた涙が再び溢あふれ出し、天音は立ち竦んでしまった。

「天音！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　夜着に包まれた薄うすい肩かたに、橙弥の手が置かれる。

「天音に触さわるな！」

　激げつ昂こうする十六夜の声が聞こえた。天音の前に膝を突いた橙弥が耳元で囁ささやく。

「天音。あの神と、契ちぎったんだよな？　一応聞くけど、合意？」

　天音は弾はじかれたように顔を上げた。

　なんて答えたらいいんだろう。天音は十六夜が好きだった。抱かれて本当は嬉うれしかったけれど、十六夜が触れたかったのは本当は天音じゃなくて。天音はそれが許せなくて。だから……だから。

　無言で涙を流す天音になにかを悟さとったのだろう、橙弥はもういいと言ってくれた。清夏が怒おこっている。

「絶対に、許さねえ」

「さあ、帰ろうか、天音」

　肩を抱かれ、立たされる。怖こわくてたまらなかったけれど、天音は十六夜へと視線を向けた。

　十六夜は無表情だった。

　言葉をかけてくれる様子もない。

「術で現うつし世に戻もどる。目を瞑つぶっていた方がいいかも。天音？　聞いている？」

「ん……」

　十六夜の前には武士もののふ姿の式神──正親が立っていた。清夏と仲がいい、白い虎とらの式神──俐星や由羅の式神、黒くろ豹ひようの漆黒もじりじりと十六夜に近づこうとしている。

　十六夜を凝ぎよう視しするのを止やめられない天音の目を、橙弥の手が塞ふさいだ。詠うたうような橙弥の声が耳元を流れてゆく。

「さあ、もう大丈夫。なにも心配はいらない。なにもなかったんだ。怖いことも厭なことも、なにも」

　なあんにも？

　ふわりと軀からだが浮うくような感覚に襲おそわれた次の瞬しゆん間かん、天音は古い神社の拝はい殿でんに戻っていた。わあっと歓かん声せいが沸わき、天音は立ち竦む。

　夜だというのに拝殿には冬芽を始めとした大人たちがいた。猫ねこが天音のくるぶしに軀を擦すりつけ、甘えた鳴き声を上げる。

「おかえり、天音！　お腹なか空いてないかい？」

「大変な目に遭あったわねえ。でも、大丈夫よ。天音にはもう、指一本触れさせない。あたしたちが守ってあげるからね」

　口々に優やさしい声をかけ、ブランケットでくるんでくれる。天音は泣きそうになってしまった。

　もしかして僕を待っていてくれた？　ここにいる全員が？　本当に？　僕は皆みなに迷めい惑わくを掛かけるばかりの存在だったのに？

「まずはお風ふ呂ろに入っておいで。ヒロにも知らせなくてはね。とても心配していたから」

「ヒロはね、二日間、仕事を休んで天音が帰ってくるのを待っていたんだよ。戻ってからも毎晩電話を寄よ越こす。帰ってきたと知ったら喜ぶよ」

　こらえきれない涙が頰ほおを伝い落ちる。立っていられなくなってしまい、天音はしゃがみ込んだ。両手で口元を隠かくし、嗚お咽えつする。

「ごめんなさい……」

　たくさん迷惑をかけて。心配させてしまって。

　橙弥がぽんぽんと背中を叩き、肩を抱だくようにして立たせてくれた。

「まずは風呂に入ろうか。それから、なにか少し食べた方がいい」

　神社から東の屋や敷しきまで繫つながる山の中の細い道を、天音は橙弥に支えられながら歩いた。そのまま風呂に連れてゆかれ、身を清める。その間に誰かが部屋から取ってきてくれたらしく、湯ゆ殿どのを出ると着き替がえがあった。

　久しぶりに下着を身につけ、ジャージのズボンの上にパーカーを着る。洗面所を出ると、橙弥が廊ろう下かで待っていてくれた。

「おいで」

　食堂へと連れてゆかれ、座ざ布ぶ団とんの上に座る。すぐに湯気の立つ味み噌そ汁しると焼きおにぎりが運ばれてきた。

「さっきね、ヒロに電話したの。そうしたらこれから来るって。あとで天音くんからも電話させるって言ったのに」

「お父さんが……？」

「ヒロが来るなら、誕生日会のやりなおしをしようか」

　食堂にはなにもかも終わったかのような弛し緩かんした空気が漂ただよっている。天音は父が来る前にと橙弥の袖を引いた。

「なんだい」

「あの、渡と月げつの儀ぎが、鏡の裏側の世界で妖あやかしと契って式神になってもらうことだっていうのは、本当ですか？」

「あー」

　橙弥は天てん井じようを仰あおぎ、頭を搔かいた。

「……本当だ。俺は二十五年前、あの世界に行って正親に恋こいした」

　どうやら十六夜の言っていたことは噓うそではなかったらしい。

「資格のない僕があの世界に行って渡月の儀をなぞらえてしまって、よかったんでしょうか」

　大人たちが顔を見合わせる。

「はてさて、そこのところはよくわからないのだ。鏡の裏側の世界のことは秘しておかねばならないと代々戒いましめられてきたが、理ことわりを破ったらどうなる、とは伝わっていないからな」

　曾そう祖そ父ふがうっすらと髭ひげの生えた顎あごを撫なでた。冬芽が目を細め神社の方角を透すかし見る。

「壊こわれちゃう可能性もあるかもと思ってたんだけど、今のところ、鏡の裏側の世界に揺ゆらぎはないみたい。──普ふ通つうの人間の血が混ざってしまったとはいえ天音は東の血を引いているもの、セーフだったのかもしれないわね」

　橙弥が手を伸のばし、天音の額に触ふれた。

「式神との誓せい約やくもちゃんと成っているようだ。──鏡の裏側の世界への行き方、わかるか？」

　天音は目を伏ふせ、己おのれの心のうちを探さぐる。

「……変な呪じゆ文もんみたいなのが浮かんできます……」

「それが異界へと渡わたるための呪じゆ言げんだ。迂う闊かつに唱えるなよ、鏡の裏側の世界には危険な妖もいる」

　巨きよ大だいな鯉こいを思い出し、天音は思わず身み震ぶるいした。

　もう一つ、とても気になっていることを確かく認にんする。

「あの、十六夜さまはどうなるんですか？」

　最後に見た十六夜は、式神たちに囲まれつつも一歩も引かない構えだった。

　清夏は許さないと激げき怒どしていた。相手が人ならば私し刑けいにでもかけそうな剣けん幕まくだったけれど、十六夜は神だ。

　だが、橙弥はあっさりと言った。

「相応の罰ばつを受けてもらうつもりだ」

「えっ、罰……？」

　天音は驚おどろいた。神にそんなことができるのだろうか？

「当たり前だろう。天音を傷つけたんだ。どこかに封ふうじてしまうか、いっそのこと、滅めつするか。天音はどうしたい？」

「滅する？　十六夜さまを殺すっていう事？」

　同じ部屋にいる皆も異を唱える様子はない。思っていた以上に深刻な事態に指先が冷たくなる。

　もし天音がここでそうしてと言ったら、本当に十六夜は消えてしまう……？

「あの、十六夜さまは今……？」

「捕とらえて地ち下か牢ろうに入れてある」

　天音は驚きよう愕がくした。あの尊大な神が虜りよ囚しゆうとなっている？　──天音のせいで？　そんなの──おかしくない？

「地下牢ってどこですか？」

　勢いよく立ち上がった天音に橙弥は探るような目を向けた。

「まさか会いに行く気か？」

　天音は少しだけ躊躇ためらった。あんなことをされたばかりなのに会いに行こうとするなんて変かもしれない。でも、十六夜が牢ろう屋やにいると知ってしまったのに、自分だけ部屋でぬくぬくなんかしてられない。

「──はい」

　頷うなずくと、大人たちは顔を見合わせた。

「仕方ないな。おいで」

　橙弥が肩かたを竦すくめ立ち上がる。天音は屋敷の奥へ向かう橙弥についていった。

　三年間この屋敷に世話になっていたとはいえ、式神を恐おそれ極力部屋から出ずに過ごした天音の行動範はん囲いは狭せまい。すぐにどこを歩いているのかわからなくなってしまう。

　何度も角を曲がり、地下へと開口した階段を下りた。何度か空気が変わったと感じたのは、結界でも張られていたからだろうか。

　──やっぱり、以前より感覚が鋭するどくなってる気がする。

　途と中ちゆう何度も式神とも行き合ったけれど、ちっとも怖こわくない。

「天音。足あし下もとに気をつけて」

　木製の階段が途中で荒あら削けずりな石段へと変わる。うっかりすると踏ふみ外はずしそうで足下ばかりを見ていた天音は、最下層に到とう着ちやくして顔を上げるなり硬こう直ちよくしてしまった。

　十六夜がいた。

　後ろ手に縛いましめられ、平たい岩の上に膝ひざを突つき項うな垂だれている。美しい水色の髪かみが乱れて地面に広がっているが、髪でさえも四方に張られた注連しめ縄なわより外には出られないらしい。

　きらびやかだった斎さい服ふくは切り裂さかれ、白い膚はだが露あらわになっていた。それから肉の見える酷ひどい傷きず跡あとも。

　噓……。

　呆ぼう然ぜんとする天音をよそに、橙弥が待機していた正親や白い虎とらの姿をした俐星たちと言葉を交かわす。

「意外に早かったな」

「すでにひどく弱っていたからな」

　正親の返事に、橙弥は不思議そうな顔をした。

「穢けがれはもうほとんど残ってないんだろ？　なら、俺たちが以前戦った時より力が増してるはずだと思うんだが」

「それなんだが──」

「天音？」

　痛々しい十六夜の姿に、きりきりと胸が痛む。引き寄せられるように天音は歩みを進めた。

　こんなことになるなんて。

　十六夜の仕打ちに確かに天音は傷ついたし腹を立てていた。でもやっぱり、痛い目に遭あえばいいなんて思えない。

　つと十六夜が顔を上げる。藍らん青せい色の瞳ひとみが天音を捉とらえた瞬しゆん間かん、十六夜の表情が柔やわらかく変化した。

「天音か。大事ないか？」

　天音は注連縄の手前で止まると、膝をついた。

「──ない、です……」

　十六夜の髪は埃ほこりまみれ、整った顔も泥どろで汚よごれている。

「私の言った通り、式神など怖くなくなったであろう？」

　あっと背後で声が起こった。

「そういや天音、廊下で式神に会っても普通にしてたな！」

　気づいてなかったらしい橙弥が興奮気味に言うと、白い虎が尻尾しつぽで床ゆかを打った。

「橙弥。今の天音に手を出そうとする妖はおらぬ」

「俺たちくらい力があっても本能的に構えちまうな」

　どこからかちょろちょろと現れたヤマネが白い虎の背に駆かけ上がった。

「どういうことだ？」

「神気だ。天音は水神と同じ神気を纏まとっている」

「……はあ!?」

　天音は手を伸ばし、十六夜の頰ほおについた汚れを袖そでで拭ぬぐった。

「おそらく、水神が己の神格を分け与あたえたのだ。そのせいで弱っている」

「────え？」

　天音は思わず振ふり返った。神気を注ぎ込まれていたのは知っていたけれど、神格を分け与えたなんて話、聞いていない。それに、そのせいで弱ってる？

　十六夜の側にはなんのリスクもないと思っていたのに。

　どくんどくんと、心臓がいやに強く拍はく動どうする。

「十六夜さま、どういうことですか？」

　十六夜の肩が揺れた。ぐっと腹筋に力を入れて軀からだを起こしただけで、空気が変わる。まっすぐに天音を見み据すえた十六夜が纏うのは、まごうかたなき神の威い厳げんだ。

「正親の言った通りだ。おぬしに私の一部を与えた。なかなか定着しなくて苦労したぞ。神気を湯水のように注がねばならなかったしな」

　鏡の裏側の世界で過ごした数日間は、ただ天音の軀が熟うれるのを待つためにあったわけじゃなかったらしい。

「あのお水は、そのため……？」

「ああ。それだけでは足りぬゆえ、膚からも、腹の内側からも注ぎ込んだ」

　張り型の形をした眷けん属ぞくも、神気をしみこませるためだったのだろうか？

　いつも裸はだかで傍そばにいたのは、直接膚を通して神気を送り込みたかったから？

　片時も傍から離はなそうとしなかったのは、神気の供給を途と切ぎれさせないため……？

「どうしてそんなこと……！」

　十六夜は力なく笑った。天音にしか聞こえない小さな声で言う。

「あの景色を見に行きたかったのであろう？　頭上にも足下にもどこまでも空が広がる湖──」

　天音がパソコンでよく眺ながめていた異国の景色。

　この神は、天音の独り言を心に留めていてくれたのだ。

「おぬしはガラクタなどではない。普ふ通つうのひとの子だ」

「でも……っ、でも！」

　十六夜は橙弥が好きだから……橙弥に近づくために天音の式神になったのだと思っていたのに。

「ああ、心配するな。別におぬしが神になるわけではない。魂たましいに護ご符ふを縫ぬい込んだようなものだ。おぬしはひととして生き、ひととして死ぬ。まあ、死しても離すつもりはないがな」

　こうまで言われたら、気づかざるをえなかった。

　橙弥のためじゃない。

　踏み台のために、神格などという大事なものを譲ゆずり渡わたすわけがない。全部、天音のためだった。それなのに天音は抵てい抗こうした。嫌きらいとまで、言ってしまった。

「一言、言ってくれればよかったのに……っ」

「なぜ私がひとの子に一々報告せねばならぬのだ？」

　清すが々すがしいほど傲ごう慢まんに十六夜は言い放つ。

「……それにもし全部説明したら、おぬしは拒きよ否ひしたろう？」

　そうだろうかと天音は考え、その通りだと納なつ得とくした。

　まず、世話になっている東の家の禁を犯おかし、渡と月げつの儀ぎに挑いどもうとする時点で天音は二の足を踏んだに違ちがいない。おまけにこの美しい神と膚を合わせ、魂に等しい神格を削けずってもらわねばならないと知ったら、絶対になんとかして逃にげようとする。だって天音は、十六夜の好意に値あたいしない。

「ごめんなさい。僕……僕、十六夜さまは橙弥さんが好きなんだとばかり思ってて……っ」

「ああ!?」

　すっかり存在を忘れていた外野から声が上がり思わず振り向くと、橙弥と清夏は啞あ然ぜんとし、正親に至っては太刀たちを抜ぬいていた。

　十六夜が苦く笑しようする。

「なるほど、だからあんなに厭いやがったのだな。大昔にはそういう勘かん違ちがいもしたことがあるが、そのような気持ち、もはや欠片かけらもないぞ。東の家に眷属を飛ばす度たびに胸焼けしそうなばかっぷるぶりを見せつけられて、ばかばかしくなった。今ではこの男になぜあんなにも執しゆう着ちやくしたのか、さっぱりわからぬ」

「じゃあ……じゃあ、十六夜さまが僕を攫さらったのは、橙弥さんの傍にいたいからじゃなくて……」

　十六夜の唇くちびるが緩ゆるい弧こを描えがいた。

「ぞっとすることを言ってくれるな。おぬしを愛いとおしく思うがゆえに決まっている」

　するり、と。

　心の柔らかいところに突き刺ささっていた棘とげが抜け落ちる。

　じわじわと顔に熱が集まってゆく。鼻の奥がつんとして、視界がゆがんだ。

　腰こしを浮うかせてもう一歩前へと出ると、天音は精せい一いつ杯ぱい両手を伸のばして注連縄越ごしに十六夜を抱だき締しめた。

「僕も……っ、僕も、好きです……！　十六夜さまが好き……！」　>>>♥

　十六夜が満足そうに頷うなずく。

「うむ」

　尊大な態度にさえときめいてしまい、天音は蒼あお褪ざめた頰に精一杯の恋れん情じようを込めて頰ほお摺ずりした。

　それから腕うでを緩めると、上半身をひねって背後を振り返る。

「橙弥さん、十六夜さまを解放してください。僕、なにも酷ひどいことなんかされてません。契ちぎったのも合意の上です。勝手に渡月の儀を受けた罰ばつなら僕が受けます……！」

　いつのまにかヤンキーのようにしゃがみ込んでいた橙弥が深い溜ため息いきをついた。

「……天音がこう言うから拘こう束そくは解くが、俺たちに無断で天音を拉ら致ちった罰は受けてもらうからな」

　十六夜が昂こう然ぜんと顎あごを反らす。

「人の子の分際で、私に罰をくだすだと？」

「天音は東の──」

「他ほかの血が混じっているゆえ、一族のものとは認められないのであろう？　おぬしらは都合のいいことばかり言う」

　扱あつかいに不満を抱いだいていたのだろう、とらわれの身であるにも拘かかわらず歯に衣きぬ着せぬ十六夜に、天音はおろおろする。橙弥もいやみたらしくあてこすられ頭に来たのだろう、十六夜に指をつきつけた。

「うるさい。天音はうちの子だ！　無体を働く奴やつは許さん」

　天音の心に、橙弥の言葉が突つき刺さる。

　うちの子。

　そんな風に思ってくれていたの？

　いじけて殻からに籠こもっていたせいで気づかなかった。皆みなが憐あわれむばかりでなく、本当に心を寄せてくれていた事に。

　十六夜の口元に薄うすく笑えみが浮かんだ。

「……あいわかった」

　つかつかと近づいてきた正親が注連しめ縄なわを断たち切ると、十六夜の腕を拘束していた縄もはらりと落ちた。両手が自由になった十六夜が天音のほっそりとした肢し体たいを抱き締める。嬉うれしかったけれど強い抱ほう擁ように、天音は焦あせった。

「十六夜さま、駄だ目めです。そんなにしたら、怪け我がに障さわります」

　でも、十六夜は腕の力を弱めるどころか、天音のこめかみにくちづける。

「契ったばかりの嫁よめ御ごを取られそうになったのだぞ？　少しは堪たん能のうさせろ」

「あ……」

　額に、鼻先に、頰ほおに。唇が押し当てられる。それから口を吸われ、天音は思わず目を伏ふせてしまった。

「馬っ鹿、皆がいる前でやめろ！」

「おい、こいつこんな奴だったのかよ」

　人目もはばからず貪むさぼろうとする十六夜に他の面々が文句を言い始める。うるさそうに顔を上げると、十六夜は天音を抱き上げた。

「では『皆』がいないところへ行くとするか」

「おい！」

　目を吊つり上げた清夏の意図に従い、白い虎とらが十六夜の着物の裾すそを踏ふみつける。

「待てこら。ヒロがどんだけ天音のこと心配したと思ってるんだ！」

　橙弥の言葉に天音ははっとした。天音が帰宅すると同時に父に知らせがいったとするならば、ギリギリ新幹線に乗れたはずだ。

「待って。十六夜さま、お願い。少しでもいい、お父さんに会いたいです。会って、安心させてあげたい……」

　今度は十六夜が動きを止め、考え込んだ。

「天音の父てて御ごか。仕方あるまい。天音を娶めとるのだ、挨あい拶さつくらいしてやろう」

「あ……挨拶……？」

　そんなこと、しなくていい。

　天音は狼狽うろたえた。十六夜は強くて美しくて大好きだけど、同性で、そもそもひとではない。なによりまだ、天音には父に告白する心の準備ができていなかった。でも、やめてと言ったらまるで十六夜との関係を恥はじているようだ。

　天音がぐるぐる考えている間に、十六夜は地ち下か牢ろうを突っ切り、地上へと抜ける階段を上り始めた。

　──あ、でも、お父さんには『変なの』が見えないんだった。

『変なの』に限らず、式神も見えない。東に生まれたにしてはそっちの素養がなさすぎるといつか誰だれかが言っていた。

　──きっと十六夜さまも見えない。

　少し気持ちが落ち着く。そうだ。見えないんだったらどうしようもない。

「あの、本当に下ろしてください、十六夜さま。ちゃんと自分の足で歩きたいです」

　改めて頼たのむと、十六夜は不満そうではあったものの、天音を下ろしてくれた。近くで見ると、やっぱり傷が酷い。早く手当てをせねばと気が急せく。

　思いの外長い時間が過ぎていて、地上に戻もどるとすぐ誰かの式神が父はもう到とう着ちやくしていると知らせてくれた。駅から空いている夜道をタクシーを飛ばしてきてくれたらしい。天音は小走りに廊ろう下かを急ぐ。

　父は天音の部屋で待っていた。

「お父さん……！」

　天音が襖ふすまを開けると、うろうろと歩き回っていた父がぱっと顔を輝かがやかせて両手を広げる。

「天音」

　天音は父の胸にまっすぐに飛び込んでいった。

「心配掛かけてごめんなさい」

「おまえが無事に帰ってきてくれただけで十分だ。どこへ行ってたんだ？　それから、そのひとは一体……？」

　父の視線の先を追って振ふり向き、天音はぎょっとした。十六夜がいた。いかなる術を使ったのか汚よごれは消え去り、破れていた着物も新しいものに変わっている。

「お父さん、十六夜さまが見えるの？」

「どういう意味だ？」

　きょとんとしている父に、十六夜は鷹おう揚ように微笑ほほえみかけた。

「そういう術をかけたのだ。見えぬのでは挨拶もできぬのでな。──直接まみえるのは初めてだな、ヒロ」

「は？　そうですね、初めまして……？」

　長い水色の髪かみを引きずり、素す晴ばらしく豪ごう華かな装しよう束ぞく──十六夜にとっては普ふ段だん着ぎだが──に身を包んだ美青年にいきなり愛あい称しようで呼ばれ、父は戸と惑まどっている。

「私はひとではない。水神だ」

「────え？」

「天音を娶りたい。許せ」

　あまりにも単刀直入な求きゆう婚こんに、後から入ってきた橙弥が頭を抱かかえた。

　にわかに心配そうな顔になった父が天音を引き寄せる。

「天音、このひと、なに言ってんだ？」

　天音も頭を抱えたかったが、そんなことをしていたら事態がもっと悪化する。

　天音は父に向かい合って立った。ゆっくりと嚙かんで含ふくめるように言う。

「お父さん、落ち着いて聞いて。十六夜さまは本当に神様で、普ふ通つうの人の目には見えない」

「天音……」

　信じられないのだろう、父は痛々しいものを見るような顔をした。だが、ここでへこたれていては話にならない。

「『変なの』と同じ。迷めい信しんみたいに思われてるけど、神様も本当にいるんだ」

　ちらりと橙弥に目をやって、冗じよう談だんではないのだと察したらしい。父の表情が引き締しまる。

　でも、信じてくれたらくれたで、次の関門が待っていた。

「待て。娶るってどういう意味だ」

　当然の突っ込みに天音は赤面したものの、小さな声でわかりやすく言い換かえた。

「僕が十六夜さまの神かみ嫁よめになるってこと……」

　今度の反応は早かった。

「天音は男だぞ!?」

「そのような些さ事じ、問題ではない」

　十六夜が泰たい然ぜんと口を挟はさむ。

「いや問題だろう。橙弥！」

　父は浮うき世よ離ばなれした十六夜ではなく、ある程度気心の知れた身内を相手にすることにしたようだ。だが、橙弥がなにか言う前に十六夜が口を挟み、とんでもない事実を暴ばく露ろしてしまう。

「言っておくが、そやつの連れ合いも男で、人間ではないぞ？　冬芽とは世間体ていを取り繕つくろうための『かめんふうふ』に過ぎぬ」

「はあ!?」

「なんで余計なことバラすんだよ！」

　これには橙弥も真っ赤になった。食ってかかる様子を見て父は啞あ然ぜんとしている。

　偉えらそうに肩かたをそびやかすと、十六夜は茶番は終わりだとばかりに悠ゆう然ぜんと父の前へと進み出た。

「ヒロ。天音に私の加護を与あたえた。もう『変なの』とやらを恐おそれる必要はない。どこにでも自由に行ける」

　父は困ったような顔をしている息子むすこを見下ろす。

「外に出られる……？　本当なのか……？」

　天音は頷うなずいた。

「うん、多分」

　まだ確かめてはいないが、十六夜の言うことに間ま違ちがいはないと天音は確信している。

　十六夜がさらに熱心に言葉を連ねる。

「私はこの子が愛いとおしい。死ぬまで守ると誓ちかおう。それだけでは足りぬというなら、なんでも約そう」

「十六夜さま」

　神なのに、十六夜は誠意を尽つくそうとしている。嬉うれしくて天音が垂らされた腕うでに抱だきつこうとした時だった。十六夜の形のよい唇くちびるの両りよう端はしがきゅうっとつり上がった。

「もっともおぬしが否いなを唱えたところで、譲ゆずる気はないがな」

　空気が変わる。父のこめかみに血管が浮き出た。

「────は？」

「十六夜さま、そんな事まで言わなくていいですっ」

　これまで神を咎とがめるものなどいなかったのだろうから仕方がないが、どうしてこう余計なことを言うのだろう。伸のび上がって両手で十六夜の口を塞ふさごうとする天音の腰こしを、父が抱え上げた。

「ちょっと来い！」

　そのまま部屋の隅すみまで運ばれてしまう。十六夜から離はなれると、父は小声で問いただした。

「天音。あの男、あんなことを言っているが、おまえもそのつもりなのか？」

　ああ、これは反対されるのだなと思った天音は俯うつむいた。

「うん……」

「なぜだ？　加護とやらをもらったからか？　それとも、あのやたらいい見た目に騙だまされて……っ」

　天音は勢いよく首を振った。

「そんなんじゃない！　見た目も好きだけど、十六夜さまは優やさしいんだ。僕のために色々としてくれた。僕は十六夜さまの神嫁に求められて……嬉しい」

　人外の、綺き麗れいだとはいえどこからどう見ても男の嫁になりたいと息子にはっきりと言われ、父は衝しよう撃げきを受けたようだった。言葉も出てこないらしい。ぎゅっと抱き締められ、天音は溜ため息いきをつきたくなった。

　父に抱きしめられるのも気に入らないらしい。父の肩の向こうで橙弥が、むっとした顔の十六夜を必死に押しとどめている。







　その夜、随ずい分ぶん遅おそくなってしまったけれど、天音の誕生祝いが行われた。いつも皆みなが食事をとるのに使っている大広間に、十八歳未満の子供たち以外の全員が集まる。式神もだ。

　あれほど怖こわかったのが噓うそのようだった。勝手に軀からだが竦すくむこともない。普通の人間に対するように会話ができる。父にはやっぱり式神は見えないようだったけれど、十六夜は常に天音の横で顕けん現げんし続け、離れる気はないと誇こ示じしていた。

　食べ損そこねた味み噌そ汁しるや焼きおにぎりと一いつ緒しよに急きゆう拵ごしらえのご馳ち走そうが並べられた座ざ卓たくを前にした天音の腹が鳴る。

　食事しながら聞いたところによると、異例ではあるが、これから天音は東家の客分として妖あやかしや呪じゆ術じゆつについて必要な知識を与えて貰もらえるらしい。そうでなければ危険過ぎると橙弥たちは深刻な顔をして相談していたけれど、天音にはなにが危険なのかわからなかった。そもそも『変なの』につけ狙ねらわれる以上の危険など、この世にあるとは思えない。

　無理して帰ってきたらしい父は、ささやかなパーティが終わると、始発に乗るために清夏に車を出してもらい帰ってしまった。

　淋さみしいけれど、怒ど濤とうのような一日の終わりにほっとする。父は最後まで十六夜について触ふれず、視線すらも逸そらしていた。

　きっと認めたくないのだ。

　急な話だったから仕方ない。次に会うときまでに少しでも態度が軟なん化かしてくれたらいいと、天音は思う。

　十六夜や橙弥と共に玄げん関かん口で見送った天音は、父の乗った車のテールランプが見えなくなると踵きびすを返した。久しぶりに自分の部屋でゆっくり眠ねむりたかったのだけれど、十六夜には違ちがう心積もりがあったようだ。

「天音、帰るぞ」

　男性にしては繊せん細さいな作りの手が手首を引く。

「え……？　あの鏡の裏側の世界に戻もどるんですか……？」

　せっかく戻ってこられたのに。

　とっさに行きたくないと思ったのが伝わってしまったのか、十六夜が唇を引き結んだ。戸と締じまりを終えた橙弥が軽く天音の背中を叩たたく。

「天音。鏡の裏側の世界の方が霊れい気きが豊ほう潤じゆんで傷を癒いやしやすい」

「傷……？」

「そいつの怪け我が、結構酷ひどいぞ。天音に使った術のせいで力も削そがれてしまっている。あっちで休ませてやった方がいい」

　思わず見上げた十六夜は無反応だった。否定しないということは、橙弥の言う通りなのだろう。あんまり普通の顔をしているから、天音は衣装と同じように怪我も秘術で治せたのだと思いこんでしまっていたのだけれど、虚きよ勢せいを張っていただけらしい。

「そんな心配そうな顔しなくていい。妖は頑がん丈じようなんだ。ましてやそいつは神、おとなしくしてればすぐ治る」

　橙弥が安心させるように背中を撫なでてくれる。その手を十六夜が横から叩き落とした。

「私の嫁よめ御ごに気安く触さわるでない」

「おい……」

「行くぞ、天音」

　十六夜の足あし下もとからするりとちいさな龍りゆうが現れる。橙弥がおおと歓かん声せいを上げ、しゃがみ込んだ。

「こいつ、あんたの眷けん属ぞくだったのか。白い蛇へびは？　モデルチェンジしたのか？」

　抱き寄せられるまま十六夜の胸に頭を寄りかからせながら、天音は耳をそばだてる。

　白い蛇と言われればどうしたって幼少時、『変なの』から助けてくれた男を思い出す。

　太平楽な橙弥の言葉が気に障さわったらしい十六夜が、声を荒あらげた。

「おぬしが言ったのであろうが。蛇などきもいと」

「ええ？　あー、そういやそんな風に言ったことあるよーな気もするけど……あんた聞いてたのかよ……」

　天音は秘ひそやかに十六夜の着物を握にぎりしめた。

　十六夜が従えている白い龍は大きさといい仕草といい白い蛇にとてもよく似ていた。十六夜自身もあの男を妙みように思い出させる。

　もしかして。

「連れん絡らく係にこの龍を残しておく。用があるならこれに言え。勝手に私の結界内に入るな」

「はいはい。邪じや魔まされたくないんだろ。わかってるよ」

　ちろりと橙弥が天音を見た目つきが気に掛かかる。どうしてそんなに同情めいた顔をするのだと聞きたかったけれど、聞くより早く、十六夜が術を発動させた。

　視界が白で塗ぬり潰つぶされる。

　気がつくと、二人は塗ぬり籠ごめに戻っていた。

　寝ね乱みだれたままの褥しとねにくしゃくしゃになった夜着。起きた時のままなにも変わっていない。

「手当て、しないと」

　眷属を呼ぶため傍そばを離れようとした天音を十六夜が引き戻す。

「橙弥が言っていたであろう？　放ほうっておけば治る」

「駄だ目めですっ。ちゃんと手当てしてください。でないと僕に触るのは禁止ですっ」

　なんの威い力りよくもなさそうな拳こぶしを握りしめて力説する天音に、十六夜は溜息をついた。手を叩いて、眷属たちを呼ぶ。衣きぬ擦ずれの音が近づいてきて、すぐひとの姿をした眷属たちが数人部屋に入ってきた。

「酷い……」

　手当てするため着物を脱ぬがされ、諸もろ肌はだ脱ぬぎになった十六夜を見た天音は両手で口元を覆おおった。涼すずしい顔をしていたが、橙弥の言う通り、あちこちに生々しい傷きず跡あとが口を開いている。

「なにもここまでしなくてもいいのに……」

「これくらいはせぬと力ある神を止めることなどできぬ」

　十六夜は笑っている。天音にはなんでこんな傷を受けて笑っていられるのかわからない。

「ああ、泣くな泣くな。ほんにおぬしは泣き虫だな。さあ、こなたへ来て、おぬしを愛めでさせよ」

　手当てを終えた眷属たちが、道具を捧ささげ持ち下がってゆく。傷はすべてさらしに覆われ見えなくなった。

　天音は泣きながら立ち上がると、十六夜の肩かた口ぐちに抱だきついた。傷に障らないように、あくまでそっと。

　十六夜が天音を捕つかまえ、己おのれの膝ひざの上に抱き込んでしまう。唇くちびるが顔のあちこちに押し当てられたらますます泣けてきてしまい、天音は唇を震ふるわせた。

「ご……ごめんなさい……っ。僕のせいで、こんなことになってしまって……」

「おぬしのせいではない。あやつらがお節せつ介かいなのだ」

「ち、契ちぎりを結んだ時も、嫌きらいだなんて言ったりして、ごめんなさい。本当は十六夜さまに抱いてもらえるの、厭いやじゃなかった……っ」

　触れられるだけで、どきどきした。

　十六夜と軀の奥まで深く繫つながれた時には、蕩とろけてしまうかと思った。

「大だい丈じよう夫ぶだ。わかっておる。おぬしのここも」

　唇を軽く吸われ、天音は小動物のように身を竦ませた。

「や……っ」

　尻しりにまわされた十六夜の手が菊きく座ざを探さぐる。

「ここも、私を好いていると示していたからな」

「あの、やりなおし、して、いい？　初めて、の。……もちろん、十六夜さまの怪我が治ってから、だけど」

　十六夜が本当に好きなのだと、言葉だけでなく軀でも伝えたかった。押しのけようとするのではなく抱き締しめて、全部を十六夜に捧げたい。

　でも、今は駄目。気は急せくけれど、十六夜は怪我人だ。

　我が慢まんしようと天音は己を戒いましめる。それなのに、肝かん心じんの怪我人が藍らん青せい色の瞳ひとみをきらりと光らせた。

「今がよい」

「え、でもっ」

　後退し、膝の上から下りようとする天音の腰こしが強ごう引いんに引き寄せられる。

「今がよいぞ」

　唇が、塞ふさがれた。

　舌が挿さし入れられ、天音は反射的に十六夜の胸を押したけれど、しっかりと抱き込まれてしまっていて引き剝はがせない。淫いん猥わいに口の中を舐なめられ、陶とう然ぜんとしてしまう。

「ん……」

　上うわ顎あごの、裏。

　舌先でちろちろと擽くすぐられるとぞくぞくして、下腹まで熱くなってしまう。

「だ、駄目、です……っ。こんなに怪我、してるのに……っ」

　執しつ拗ように煽あおられ、ようやく呼吸を許された天音は大きく喘あえいだ。

「ここは怪我をしておらぬ」

　下半身を擦こすりつけられる。袴はかまごしにたぎった十六夜の欲よくを感じさせられ、天音は狼狽うろたえた。

「あ……っ」

「こんなになってしまっているというのに我慢しろと言うのか？　天音は酷い嫁御だ」

　言葉は哀あわれっぽいが、十六夜の形の良い唇には薄うすい笑えみが浮うかんでいる。色事に慣れない天音との戯たわむれを楽しんでいるのだ。

「ど、どうして……」

「やりなおしたいとおぬしが言ったのだぞ？　期待させておいて後でなんて殺せつ生しようなことを言うな」

　十六夜の唇が耳元に寄せられる。

「おぬしの柔やわ肌はだを味わいたい。この蜜みつ壺つぼのような肉にく鞘ざやの中に私の魔ま羅らを埋うめて、深く浅く、搔き混ぜたい……」

　艶つやのある声が淫みだらな言葉を綴つづる。十六夜と膚はだを合わせてからまだ丸一日過ぎていない。膚を吸う十六夜の唇の感かん触しよくや、熱く猛たけ々だけしい男根に貫つらぬかれる快感をまざまざと思い出してしまい、天音は泣きそうになってしまった。

　駄目なのに。……抱かれたい。

「十六夜さまの……ばか……っ」

　腰こし砕くだけになってしまった天音の服が乱される。

「ここに入ってよいであろう……？」

「ん……っ」

　まだ慎つつましやかに口を閉じている菊座を揉もまれ、天音は必死に息を詰つめた。そうでもしないと、変な声を出してしまいそうだった。

「なにも言ってくれぬでは、わからぬなあ」

　小刻みに震える天音の耳じ殻かくに十六夜の歯が立てられる。ねだらせたいのだと気づいた天音の体温が羞しゆう恥ちに一気に上がった。

　恥はずかしい。

　でも、自分が誤解したせいで色々とこじれて、十六夜も大おお怪け我がをすることになってしまったのだ。

「い、入れて……いい……」

　蚊かの鳴くような声で告げると、十六夜は満足そうに頷うなずいた。

「では、着物を。脱がしてやりたいが、私はこの通り怪我をしているゆえ」

「わ、わかった。自分で脱ぐ……」

　天音は十六夜の膝の上からようやく逃のがれると、まずパーカーの裾すそをたくしあげた。

　頭から抜ぬき、すでに尻の半ばまで引き下ろされていたジャージに手をかけたところで、視線を感じて顔を上げる。

　十六夜が露あらわになった細い腰を楽しげに眺ながめていた。

「……」

　天音は立ち上がり、十六夜に背を向けた。下着ごとジャージを引き下ろすと、絶景だな、という呟つぶやきが背後から聞こえてくる。一体、なにを見てそんなことを言っているんだろう。

　十六夜の前に素すっ裸ぱだかをさらすのは躊躇ためらわれたけれど、天音は深く息を吸って、吐はいて、気合いを入れると、思い切って振ふり向いた。

　上半身は裸はだかだが、十六夜はまだ袴を穿はいていた。天音は十六夜の前に膝を突ついて帯を解いてゆく。

　十六夜は世話をされ慣れている貴人らしく、黙だまってされるままになっていた。布の擦すれる音だけが響ひびき、緩ゆるめた着物の下から屹きつ立りつが現れる。

　天音は唇を嚙かんだ。

　間近で見る十六夜の魔羅は、膚が粟あわ立だつくらい威い圧あつ的だった。

「天音。ここに跨またがれ」

「え……っ」

　手招かれ硬こう直ちよくする。まさか、自分から十六夜のソレを吞のみ込めというのだろうか。

「あ、あの……でも……っ」

「それとも私が上になって動いた方がよいか？」

　気がついたら、天音は首を横に振ってしまっていた。

　それは駄だ目めだ。怪我をしているのだから動かない方がいい。……本当はこんなこともしない方がいいんだろうけれど。

　膝でおずおずと進み、あぐらをかいた十六夜を跨ぐ。緩められただけで腰の周りにたぐまっている袴を踏ふんでしまうけれど、十六夜は怒おこらないだろう。

　なんとなく心こころ許もとなくて十六夜の肩かたに摑つかまると、腰を抱だかれた。

「大丈夫だ」

　指が入ってくる。

　そういう術があるのだろうか、それとも水神だからだろうか、十六夜の指が深度を増すにつれ、乾かわいていた内部がぬかるんだ。

　つけ根まで埋うめた指で内部を搔かき回した時にはにちゃりと水音が生じ、天音は思わず十六夜の肩を摑む手に力を込めてしまう。

「んん……っ」

「まだやわいな」

　にゅくにゅくと中をこねくりまわされる。腰が甘く痺しびれ、呼吸が浅く速くなった。

　気持ちいい。

　十六夜のに比べればなんともささやかな陰いん茎けいが膨ふくらんでゆく。ぴんと反り返ったそれを天音は無意識に十六夜の腹に擦りつけた。

「はあ……っ」

「おや、はしたない子だ」

　なすりつけられた蜜みつがてらてらと光る。十六夜は意地の悪い笑みを浮かべると天音の腹を押した。先せん端たんが、細い糸を引いて離はなれる。

　やだ。もっとしたい。

　もどかしげに腰がくねる。無意識の痴ち態たいに、十六夜の喉のどがこくりと鳴った。

「天音。もうよいだろう。ゆっくり腰を落としてみよ」

「……はい……」

　なんだかくらくらして、ものがよく考えられない。それでも十六夜のそれが昨夜とてつもない快感をくれたことを軀からだが覚えていた。

　期待に胸が震ふるえる。

　慣らしていた指が抜かれ、太ふと腿ももと尻しりの境目を摑み軀を支えてくれた。

　位置を合わせるため、後ろに手を伸のばした天音は、十六夜の男根に触ふれ、おののく。

　なんて雄お々おしいんだろう。

　熱くて──硬かたくて。

　そろそろと腰を落としてゆく。張り型を抜いたばかりの前回に比べれば天音の中は狭せまく、みちみちとひだが引き伸のばされた。

　切っ先がごりごりと内ない壁へきを抉えぐりながら沈しずんでゆく。それだけでも気が遠くなるほど気持ちよかったけれど、天音の軀はもっと深い悦えつを欲ほつしていた。

　膝ひざを突き、天音は十六夜のおおきなモノを根本まで吞み込む。

「は……っ、はあ……っ」　>>>♥

　支えるのを止やめた十六夜の指先が、結合部位をなぞった。

「こんなにも小さな尻で私の魔羅を全部吞み込むとはな……」

　今にも裂さけそうなぴりぴりとした痛みまで気持ちよく感じてしまい、天音は拳こぶしを口元に押しつける。

　十六夜の手がゆっくりと尻の下に移動し、太腿へと移動した。

「天音、私の首に捉つかまれ」

「？」

　ほとんど無意識に従った天音は、次の瞬しゆん間かん声にならない悲鳴を上げる。十六夜が両膝裏をすくい上げたのだ。

　それまで天音は無意識に爪つま先さきに力を入れ、ほんの少しではあるが尻を浮うかせていた。それが強ごう引いんに膝を立てさせられたせいで、落ちる。自重で奥の奥まで十六夜をくわえこんでしまう。

「ああ……っ」

　衝しよう撃げきに必死に縋すがりつく小こ柄がらな嫁よめの背を、十六夜は充じゆう足そくした表情で撫なでた。

「この方が悦よいであろう？」

　ん。

　いい。

　十六夜の切っ先に穿うがたれた奥がじんじんと疼うずいている。腰こしは甘く痺れて感覚が遠い。

「さ、後ろに手を突いて、次は腰を揺ゆすってみよ。そうすればもっと気持ちよくなれるぞ？」

　導かれるまま抱きついていた手を解き後ろに手を突いて天音ははっとした。

　なんて格好をしているんだろう。

　立てた膝を大きく開いているせいで、しとどに蜜を滴したたらせている陰茎どころか、陽物を吞み込んでいる場所まで十六夜に見えてしまっている。おまけに後ろに手を突いているから胸が自然に反り返り、つんと尖とがった粒つぶを見せつけているようだ。

　十六夜が涙なみだ目になった天音の痴態をじっくりと眺めている。

「どうした、天音？」

「で、できな……っ。動くなんて、無理……っ」

「ほう？」

　竦すくんでしまった天音を、十六夜は急せかさない。

　軀の中心部を貫つらぬく十六夜は熱かった。

　視し姦かんされている胸の尖りも。

　屹立がひとりでに張りつめ、呼吸も鼓こ動どうも速くなってゆく。

　そのうち、ひくんと天音の中が動いた。

「……っ」

　腰が甘く痺れる。

　それは一度だけでは終わらなかった。

　そうすると気持ちいいと気づいたかのように媚び肉にくが収縮し、十六夜の雄おすを締しめつける。

「あ……あ……っ」

　十六夜の目が気持ちよさそうに細められた。だがその逞たくましい腰を動かそうとはしない。

　なにをされているわけでもないのにこんなになってしまうなんて恥はずかしかったけれど、止めなければと思えば思うほど波は高まってゆく。

　なに、これ。

　全身を震わせ、天音は声もなく喘あえぐ。

　皮ひ膚ふの表面を汗あせが伝い落ちていった。

　前からはなにも出ていないのに、下半身がどろどろに溶とけてしまったみたいだ。

　十六夜を吞み込んでいる部分が、どくどくと脈打っている──。

　その時、十六夜がついと手を伸ばし、天音の足の間──蕾つぼみと、双そう玉ぎよくの間を撫でた。

「ひあ……っ」

　強く押されたわけでもないのに、ぞくぞくっとなにかがこみ上げてきて腰が跳はねる。

　一度動いたら、もうだめだった。

　あ、これ、気持ちいい……。

　爪先に力を入れ、ぎこちなく腰を揺すってしまう。十六夜の剛ごう直ちよくに、イイ場所を擦こすりつける……。

「いい子だ」

「あ……っ」

　ねっとりとした視線に局部を舐なめられ、天音は身を竦ませた。十六夜が見ているのに、なにをやっているんだろう、自分は。でも、快楽を貪むさぼることを覚えてしまった腰は止まらない。

　どうすることもできず、天音は闇やみ雲くもに首を振ふる。

「うん？　よくないのか？」

　くすりと笑った十六夜がまた手を伸ばした。今度は硬く凝しこった乳ち首くびを摘つままれる。

　与あたえられるだろう快楽に、天音は思わず唇くちびるを舐めた。

「よく、なく、ない……っ」

「ならば気持ちいいとはっきり口に出すがよい。そうしたらここをこうしてやるゆえ」

　きゅうっと抓つねり上げられ、天音は頭を打ち振った。

「あ、気持ちい……っ。気持ちい、です……っ」

　恥ずかしい事を言わせる十六夜は酷ひどい。

「どこがどんな風に気持ちいい……？」

「胸……じんじんする……」

　こんな事言いたくないし、したくないと思うのに、言われた通りにすればするほど軀が高ぶってゆく。

「それから、なか……。すごく、あつくて……蕩とろけちゃいそう……」

　天音は膝を締め、十六夜を締めつけるようにして腰をくねらせた。

「奥が好きなのだな？」

「ん。先っぽで突つかれると……あ……っ！」

　ぐん、と下から突き上げられ、天音は声を上うわ擦ずらせた。

「そ、そこ……あ、や……っ」

　中が甘く痺しびれてしまう。

「どうした？　出てしまいそうか？」

「んっ……ん、も、出る……っ。十六夜さま、出ちゃう……っ」

　出ちゃう、なんてはしたない事を口にする恥ずかしさに半泣きになってしまった天音に、十六夜は美しく微笑ほほえんだ。

「よいぞ、出せ。私に見せてみよ、出すところを」

「んっ」

　きゅうっと中が収縮する。天音は仰のけ反って突き上げてくる衝しよう動どうに身を任せた。

　十六夜にそそのかされるままに昇のぼり詰つめ、白い精を噴ふき上げる。

　すごい……。

　天音は喉を反らし、恍こう惚こつとした。

　十六夜が繫つながったまま天音の腰を抱だいて持ち上げ、体位を変える。

「十六夜さま……？」

　まだ半分意識が飛んでいる天音が窘たしなめるように発した言葉を無視して、十六夜が動き始めた。がつがつと奥を突かれ、心地ここちよい余よ韻いんの中を漂ただよっていた天音の意識が現実へと引き戻もどされる。

「だ、だめです……っ。十六夜さま、怪け我が……っ、怪我、してるのに……！」

「こんなにも可愛かわいい嫁よめ御ごの姿を見て、じっとしていられるわけなかろう」

「あ……あ、でも……っ」

「天音。愛しておる。おぬしが私の唯ゆい一いつの伴はん侶りよだ。滅めつする瞬間まで離はなしはせぬ」

　脅きよう迫はくめいてはいるけれど真しん摯しな愛の告白に、天音は泣きそうになった。

　こんな時にそんなこと言うなんてずるい。

　天音は十六夜の手を取り、頰ほお摺ずりする。

「僕も！　僕も愛してます……！」

　目を見合わせ、ふっと微笑んで、十六夜と天音はどちらからともなく口を吸い合った。

「ふう……んっ、んん……。ん、十六夜、さま……っ」

　淫みだらな水音が響ひびく。

　天音の腰が浮いた。自分で擦りつけるのとは違ちがい、十六夜に責め立てられるのは快楽がきつすぎて怖こわい。

「あ……。また……っ、また、出る……っ」

　天音の軀からだは先刻以上に高ぶり、ひくひくと内ない壁へきを痙けい攣れんさせた。

　ぐいと奥までその大おお太刀だちを突き入れた十六夜が天音の耳元に唇を寄せる。

「ところで天音。初めて契ちぎった時に嫌いやがったのは、橙弥に嫉しつ妬とするがゆえ、だったのだな？」

　橙弥という名を耳にした瞬しゆん間かん、ちりっと胸の奥が痛んだ。弾はずみそうになる呼吸を必死に整え天音は答える。

「ん……」

「そうか。では、誰だれがおぬしに橙弥のことを吹ふき込んだ？」

　一いつ瞬しゆんで我に返った。誰が吹き込んだ、だって？

　冷たい汗がこめかみを伝う。

　問いただす十六夜の声は冷ややかだった。一瞬で粟あわ立だった膚はだが、もし教えれば大変なことになると天音に教える。

「えっ、あ、あの……」

「教えてくれるな？」

　ゆっくりと恐おそろしい凶きよう器きが引き抜ぬかれる。それから一気に奥まで貫かれ──天音はのたうった。

「ふ、く……っ」

「どうした。教えてくれないのか？　夫婦めおとの間で隠かくし事はよくないぞ、天音」

　優やさしげな声こわ音ねで問いつめつつも、十六夜は腰こしの動きを止めない。天音の足首を摑つかみ容よう赦しやなく足を開かせ、感じやすい軀を責めたてる。

「ちょ、も……っ」

「出てしまうか？　よいぞ、答えるまで何度でも昇しよう天てんさせてやろう」

　四し肢しがわななく。

　さすが神様。

　橙弥が言っていたとおり、十六夜はとてつもなく頑がん強きようだった。

　人間ならば床とこについて当たり前の怪我をしているはずなのに、疲つかれを見せない。その雄おすは萎なえるということを知らず、巧たくみに天音の弱い場所をいじめ続ける。

　告げ口なんかしたくないと思って頑がん張ばったけれど。

　何回も絶頂を味わわされ朦もう朧ろうとしている中、胸の尖とがりに歯を立てられて。なにか喋しやべってしまったような気がした。




　　　　＋　　＋　　＋




　せせらぎの傍そば、日当たりのいい大きな岩の上に、幼おさな子が軀を丸め眠ねむっている。子犬のような格好ではあるが、その着物の裾すそからは白はく蛇じやの尾おが伸のび、くるんと渦うずを巻いていた。少し口を開けて寝ね息いきを立てる幼な子のふっくらとした頰は林りん檎ごのように色づき、なんとも愛らしい。

　やがて影かげの位置が変わったのだろうか、ぽかぽかとした陽ひ射ざしが届かなくなったのに気づいた幼な子の睫まつ毛げが震ふるえた。

「んん……？」

　こしこしと小さな拳こぶしで目元を擦こすりながら起き上がりかけて、固まる。

　陽射しを遮さえぎっているのが、長い水色の髪かみを岩の上まで流した神だと気づいたからだ。

　十六夜がにっこりと微笑んだ。

「和丸。おぬしに礼を言いにきたぞ」

　白蛇の化け身しんは用心深く立ち上がる。

「礼だと？　そなたにしては殊しゆ勝しようなことだな」

「天音の式となれたのはおぬしの尽じん力りよくのおかげであるからな」

「そうか。それは重ちよう畳じよう」

　和丸は両足を踏ふん張り、倍も高い位置にある十六夜の顔を上うわ目め遣づかいに睨にらみつけた。

　十六夜は少し頭を傾かしげ、しげしげと幼な子を眺ながめる。

「して、和丸。おぬし、なぜ天音に橙弥のことを教えた？」

　きゅうっと幼な子の瞳どう孔こうが絞しぼられ、細くなる。意固地に唇を引き結んだ幼な子の目の中に、脅おびえと憤ふん怒ぬの両方が見て取れた。

　いきなり地じ団だん駄だを踏んで喚わめきだす。

「なんじゃ。怒おこったのか。は！　我は仕返しをしただけじゃ。かつて我に穢けがれを移したこと、忘れたわけではあるまい」

「ああ」

　得心がいき、十六夜は空を見上げた。

「いまだあれを恨うらみに思うておったか」

　かつて、この鏡の裏側の世界にやってきたばかりの頃ころ。十六夜はこの幼な子に穢れを移して脅おどし、言うことを聞かせた。

　罪悪感はなかった。和丸の気持ちを慮おもんぱかったことも。

「そなたに逆らえるだけの力がなくとも、我はそなたを崇あがめ奉たてまつったりはせぬぞ。我を滅するなら滅せ！」

　十六夜から見れば和丸は弱い。消しよう滅めつさせるのは簡単だ。

　神たる存在を陥おとしいれようとしたのだから、それくらいするのが当然であるのだが、なぜだろう、十六夜には脅えつつも怒る和丸が憐あわれに思えた。

「元はといえば自分で播まいた種、か。肝きもに銘めいじよう」

　手を伸ばすと、和丸がびくりと身を竦すくめる。

「すまなかったな」

　それ以上脅えさせないよう、十六夜はそっと和丸の頭を撫なでた。幼な子の口がかぱりと開き、閉じなくなる。

「私はどうも人の心の機き微びというものに鈍にぶいらしい。おぬしは橙弥のことを教えれば、天音がああいう風に思うとわかっていたのか？」

「──以前、東の女に二匹ひきの妖あやかしが惚ほれ、一方が破れた。破れた方は後に、好いた女の傍にいたいがゆえ、その息子むすこの式になろうとした。我はただ、そなたと橙弥の話に似ていると思ったのみ」

「そうか……」

　前例が、あったのか。

「世話になったな。しばらくしたら私は現うつし世に移る。ここには滅めつ多たに戻るまい。息災で暮らせ、和丸」

　最後に和丸の前まえ髪がみを搔かき上げてやると、十六夜は長い髪を引きずり歩きだした。

　霊れい気きに満ちた大気がきらきらと光っている。ここの空気に浸ひたっているだけで、傷ついた軀が癒いえてゆくのがはっきりとわかった。だが、いくらここにいたところで天音に己おのれの神格の一部を与あたえるなどという無む茶ちやをしたせいで大きく削けずられてしまった力は戻らない。──天音はいつかは回復するものだと思っているようだが。

「まあ、かまわぬ。力など必要なだけあればよいのだ」

　天音を守るのに十分なだけの力は残っている。どうせ天音には、十六夜が一体どれだけの力を失ったのかわからない。

　十六夜は満足だった。







四、







　よく晴れて、いい天気だった。部屋の障子も縁えん側がわのガラス戸も開け放ち、天音は大きく伸びをする。

　さて、と向き直った部屋の中には、真新しい段ボール箱と、バックパックが一つあった。邪じや魔まな前髪を冬芽にもらったピンで留めると天音は和わ簞だん笥すの中身を段ボール箱に詰つめ始める。

『変なの』を恐れる必要がなくなり、天音は遠い町に住む父と暮らす事になった。

　東の屋や敷しきの皆みなはいつまでだっていていいと言ってくれたけれど、ずっと引きこもって暮らしてきて社会常識に欠けている自覚のある天音としては今までの分を取り返したい。それには一いつ般ぱん社会とは隔かく絶ぜつした感のある東の屋敷は向かない。

　鏡の裏側の世界から戻もどった数日後に行われた試験に受かり、天音はすでに大学受験の資格を得ていた。リハビリしつつ、まずは大学入試を目指すつもりだ。

　かつてと同じように、十六夜がふらりと庭から現れる。

「天音、荷造りを始めたのか」

　目に鮮あざやかな袴はかまに袍ほうを重ね、淡あわい水色の髪を流した十六夜に、天音は眩まぶしそうに目を細める。

「うん。すぐ終わるから、待ってて」

　実際、引きこもって暮らしていた天音の私物は多くない。衣服や靴くつは段ボール二箱で十分収まりそうだったし、重い教科書類は小さめの段ボール箱数箱で収まりそうだ。新調したキャリーバッグの中に入るべき猫ねこは、別れを惜おしむ雛菊に連れていかれてしまっている。多分、もうすぐ、おやつを山と積んで残るよう説得しようとする雛菊のもとから逃にげ戻ってくることだろう。

「父てて御ごは迎むかえには来ぬのか？」

「久しぶりに電車にも乗ってみたいから。それに、──に寄りたいんだ」

　生まれ育った町の名前を口にすると、十六夜は表情を曇くもらせた。

「母はは御ごに会いにゆくのか」

　母が天音に連れん絡らくをくれた事は一度もない。母にとって天音はいまだいらないガラクタだ。

「……ううん。友達にお礼を言いに」

「うむ。それならよい。あれは善良な男のようだった」

　裾すそをさばき、優ゆう雅がに縁側に腰こし掛かけた十六夜を、天音はじいっと見つめる。

「……十六夜さまは、いつから僕のことを知っていたんですか？」

　うん？　と十六夜が首を傾げた。

「おぬしが八歳の時だな」

　十年前。天音が初めて『変なの』に襲おそわれ、入院した年である。

「十六夜さま、病院で僕にキスした？」

「童に口吸いなどするものか。あれは、味見だ」

　記き憶おくと同じ偉えらそうな声こわ音ねに、天音はくすりと笑った。

　やっぱりあれはこの神様だったのだ。

「どうしてあの時だけ助けてくれたんですか？」

「あの時だけではないぞ」

　十六夜の袂たもとから白い龍りゆうが出てきた。天音の部屋に据すえられている小型冷蔵庫へとちょろちょろ走ってゆく。

「え」

「おぬし、毎回自力で『変なの』の手から逃のがれてきたと思っていたのか？」

　幼い頃、天音はいつも恐おそろしい『変なの』に脅えていた。

『変なの』には、大きなのも、犬のような獣けものの姿をしたのもいた。

　子供だった天音の足の速さなどたかがしれているのに、大たい抵ていは軽い怪け我がしかしなかった。大怪我をしたのは最初と最後の二回だけだ。

「じゃあ、ずっと助けてくださっていた……？」

「本来、鏡の裏側の世界は東の一族とその式神しか出入りできぬ理ことわりだ。いくら神たる私でも、眷けん属ぞくを送るだけでやっとだった。影かげを飛ばした時は、簡単な術を使っただけで散ってしまったな」

　白い龍が冷蔵庫の扉とびらを開けた。半身を乗り出してすんすんと匂においを嗅かいで吟ぎん味みの末、お茶のペットボトルを抱かかえて十六夜のもとに戻ってゆく。

　天音もまた、手にしてた着き替がえを床ゆかに置くと、腰こしを浮うかせた。十六夜にぎゅうとしがみつく。

　ずっと、見守っていてくれていたなんて。

　びっくりした白い龍がペットボトルを落としてしまったけれど、十六夜はしっかりと天音を抱だき留めてくれた。

「どうした」

　水色の髪かみに顔を埋うずめると、十六夜が背を抱だき返してくれる。

「安心せよ。もうあやつらはおぬしには近づいてこぬ」

　違ちがう、と天音は思った。

『変なの』に食べられるのが怖こわかったのは本当だ。でも、もっと深く天音の中に刻みつけられているものがあった。

　無機物の玩具おもちやではありえない弾だん力りよく。プラスチックの人形のようにひんやりとした細い頸くび。

　誰だれも助けてなどくれなかったから、天音は自分で自分の身を守らざるをえなかった。今も掌てのひらに残ってる。あの時のぞっとするような感かん触しよくが。

　食べられる事よりも、再び同じ感触を味わう事を、天音はなにより恐れていた。

　だから、心から感謝する。十六夜の与えてくれた安あん寧ねいに。

「ありがとうございます、十六夜さま」

　そして、手を汚よごさせて、ごめんなさい。

「ふふ。愛うい奴やつだ。十六夜さまと呼ばれるのもなかなかに心地ここちよいが、そろそろ敬けい称しようをなくしてもよいぞ。おぬしは私の嫁よめ御ごとなったのだからな」

「えっ、え……？」

　額にくちづけられ、天音は思わず首を竦すくめた。

〝十六夜〟と呼び捨てろということなのだろうか。

「む、無理、です」

「天音？」

「だって、十六夜さまは神様なんですし。それに、〝十六夜〟って、十六夜さまの本当の名前じゃないですよね？　本当の名前はなんて言うんですか？」

　矛ほこ先さきを逸そらそうと天音は足あ搔がく。十六夜は天音を引き寄せ己おのれの膝ひざの上に乗せてしまった。

「本当の名前など、もうない。私の依より代は失われた。おぬしが呼んでくれる名が、今の私の真名だ」

　風が吹ふき、二人の上で木こ漏もれ日がちらちらと揺ゆれる。

　天音はどこか淋さみしげな微笑ほほえみを浮かべた男を見上げた。

　──あいつはいずこかの川の神だったらしい。昔は大勢に信しん仰こうされていた。

　十六夜がいない時に橙弥がこっそり教えてくれた事が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　──でも、あいつの川は人間に穢けがされた挙げ句、今じゃ地図の上にすら残ってないらしい。あいつは、消え去りつつある神だったんだ。

　現代では見ることもできない手の込んだ美しい衣装。言こと葉ば遣づかいもどこか古くさい。重そうな衣装の裾をさばく手つきは慣れているからだろう、とても優美だ。

　──今は寄る辺ない身の神だ。色々と面めん倒どうくさい相手だがおまえも好きだと言うんなら仕方がない。大事にしてやれ。

「十六夜さま──」

　男の胸に顔を埋め、天音は改めて決意する。

　少し前まで、自分は恋こいなど知らずに死ぬんだろうと思っていた。でも、この神様が与あたえてくれた。

　どこへでも行ける自由を。甘い恋の痛みを、好きな人に大事にしてもらえる喜びを、本物のキスを──。

　神様自身の、欠片かけらを。

　だから、今度は天音が幸せにする。この神様を。

　しばらくは父と同居するけれど、大学に受かったら一人暮らしを始めて、落ち着いた頃ころにバイトを始めるつもりだった。そうしてお金が貯たまったら、よくパソコンで見ていた風景の本物を見に行く。十六夜と一いつ緒しよに。

　今度こそあの風景の中に立ち、十六夜のおかげだってキスする。

　どこまでも広がる水面みなもに映る青い空に、きっと十六夜の髪はよく映はえるだろう。




　これからはずっとずっと一緒にいる。この身が朽くちるまで。ううん、朽ちても。

　一人になんかしない。







　あとがき




　こんにちは。成なる瀬せかのです。

　なんと四冊目の東あずま家のお話です。この本を手に取ってくださった＆既き刊かんを買って下さった皆みな々みな様、ありがとうございます！




　今回はスケジュールには入れていなかったのですが、書きたかったので書きました。駄だ目めなら同人誌で出そうと思っていたので、他のお話と同じ本の形にしていただけて、とても嬉うれしいです！




　東の家で育っていない子のお話です。このお話だけでもわかるように書いているつもりではありますが、時系列的には前回の『鬼き人じんの契ちぎり』の後になります。何十年も経たった後の話にはなりますが……。

『鬼人の契り』は橙とう弥やと正まさ親ちか、『黒くろ豹ひようの契り』は由ゆ羅らと漆しつ黒こく、『白びやつ虎この契り』は清せ夏なと俐り星せいのお話なので、併あわせて読むと今回のお話の脇わきに出てきた人たちの事がよくわかって楽しいかと思います。

　雛ひな菊ぎくと信しん吾ごは戸こ籍せき上は橙弥と冬ふゆ芽めの子となっていますが、本当は冬芽とその式神、夕ゆ貴き丸まるの子です。今回、夕貴丸が全然出てきませんでしたがちゃんと元気です。




　前回に引き続きみろくことこ先生、挿し絵をありがとうございました。

　可愛かわいい天あま音ねと美々しい十六夜いざよいのキャララフは、届いてから後書きを書いている現在まで机の前に飾かざってあります。こんな格好良くて可愛い挿し絵を描かいていただけるのだと思うとテンションが上がって、改かい稿こうやゲラの効率も上がった……ような気がします！




　改めてここまで読んでくださってありがとうございました。編集様を始め、ご助力いただいた皆々様、そしてこの本を買い求めてくださった読者様に感謝を。また次の本も読んでいただける事を祈いのりつつ。
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